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　あとがき







まえがき──あるいは最終回のご挨拶




　はじめましての方は、はじめまして。

　これまで『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』の既き刊かん──を読んでいただいている方には、お久ひさしぶりとなります。

　ライターの藤井忍ふじい・しのぶです。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以後『ＡＲ２Ｅ』）というテーブルトークＲＰＧを使った『アリアンロッド・サガ』というリプレイシリーズの一作品です。

　まず、恒こう例れいですが最初に簡かん単たんな用語解かい説せつをしておきましょう。




　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで楽しむ遊びです。

　プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭが用意したシナリオで語られていく冒ぼう険けんへと挑いどみます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？




　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『ＡＲ２Ｅ』という、剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルを扱あつかったゲームのルールです。

　この『ゲッタウェイ』シリーズでは、これまで戦せん乱らんの〝アルディオン大陸〟を舞台にして、様々な勢せい力りよくの思おも惑わくや事じ情じようによって翻ほん弄ろうされ、世界を支し配はいしようと目もく論ろむ勢力と対たい峙じする主人公たちを描えがいてきました。




　前ぜん述じゆつのとおり、本書は『アリアンロッド・サガ』というシリーズの一部ですが、この『ゲッタウェイ』シリーズだけを読んだ場合でも内ない容ようが理り解かいできるように書きました。

　もし、『サガ』シリーズを読んでいないという方は、まずは本書と既刊四冊を読んでいただき、そのあとで他のシリーズも合わせて読んでいただくのがよいでしょう。

　特に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以後『デスマーチ』）シリーズは本書との関連が強いのでお薦すすめです。




　さて、いよいよ愉ゆ快かいな仲間たちの冒険も、本書で最終回を迎むかえることとなりました。

　ヒルダ、リージュ、チコ、ギデオン……。彼かれらの逃とう亡ぼうと冒険の日々がどのような結末を迎えるのか。是ぜ非ひ、最後までおつき合いくださいませ。







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　帝てい紀き八一三年。内ない乱らん状じよう態たいにあったグラスウェルズ王国からひとりの少女が出しゆつ奔ぽんした。

　彼かの女じよの名はヒルダ。養父が暗殺され、護ご身しんと仇かたき討うちのため故こ国こくを離はなれたのだ。レイウォール王国へと渡わたった彼女は、〝世界平和研究所〟という施し設せつでリージュ、チコ、ギデオンの三人と出会った。そしてその直後〝バルムンク〟と名乗る謎なぞの敵てきに施設は急きゆう襲しゆうを受ける。

　敵の追つい跡せきから逃のがれたヒルダたち〝ゲッタウェイ〟一行は、予言者を自じ称しようするマーリンの助言を得て、アルディオン各地を放ほう浪ろう。その後、ビルベリの街で自分たちの居い場ば所しよを得ることに成功する。しかし、巨きよ大だいなゴーレム兵器であったビルベリは暴ぼう走そうし、街ごと大陸を流る浪ろうすることとなった。ゲッタウェイと暴走したビルベリは、様々な陰いん謀ぼうを生いき延のび、最終的には、ビルベリとフェリタニアの友好関係を築きずきあげるにいたった。

　その裏うらで、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟として正体を現あらわしたマーリンが、グラスウェルズのイルシール大学の住民たちを邪じや悪あく化させ、悲ひ嘆たんと絶ぜつ望ぼうを振ふり撒まこうと画かく策さく。ゲッタウェイ一行は、これをリージュの持つ竜りゆう輝き石せきの力で、人々を邪悪化から解かい放ほうすることに成功した。

　そこへ突とつ如じよ現われたナヴァールは、アルディオンの危き機きを救うには、〝偉い大だいなるヒース〟を根づかせる必要があると告げるのであった。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆最終回──ラストバトルスタート！




「無茶振ぶりがない！」

「無茶振りがないだとぅ!?」

「はにゃぁっ!?」




　ここはお馴な染じみ、東京秋葉原にあるＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室。

　その日は『アリアンロッド・サガ』シリーズの展てん開かいについて、話し合いをしていました。

　メンバーは、これまたお馴染みになった次の面々です。




菊きく池ちたけし

　通つう称しよう〝きくたけ〟さん。ご存ぞんじ『ＡＲ２Ｅ』のゲームデザイナーです。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきました。現げん在ざい『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以後『無印』）シリーズに加え、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズも執しつ筆ぴつ中です。




田中信二たなか・しんじ

　通称〝かわたな〟さん。『デスマーチ』シリーズの著ちよ者しやです。『無印』シリーズの制作進行役でもあります。他にも『アルシャードセイヴァーＲＰＧ リプレイ 月明かりのキヲク』（エンターブレイン刊かん）などの執筆をしています。




藤井忍ふじい・しのぶ

　本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者、私わたしこと藤井忍です。

藤井忍公式サイト　http://sin05.gonna.jp/




　恒こう例れいになった『アリアンロッド・サガ』シリーズのＧＭ打ち合わせも、今回がいよいよ最後。そして『ゲッタウェイ』シリーズはこの巻かんで終しゆう了りよう……なのですが。




菊池：うーむ……抜ぬかった。

田中：『無印』一一巻できれいに伏ふく線せんを拾っていきましたからねぇ。




　ちなみに、この場合の〝無茶振り〟とはこの『サガ』シリーズ恒例の、「シリーズ次巻に無茶な設せつ定ていの解かい決けつを放り投げる」こと。

　いい大人たちによる大人気ない無茶振り合戦が、ある意味『サガ』シリーズの持ち味だったりするのですが……。




菊池：藤井さんのために無茶振りするのをすっかり忘わすれていた！

田中：『無印』一一巻で、広げた風ふ呂ろ敷しきをドンドコドンと畳たたんでいきましたからねぇ。正直無茶振ふってる余よ裕ゆうはなかったとは思いますよ。

菊池：しかし……無茶振りなしでは藤井さんも物足りないだろう？




　真顔で人を特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主みたいに言わないでください！（笑）




菊池：まあいいや。（←よくないです）『ゲッタウェイ』は、五巻で解決しないといけないことがある程てい度ど決まっているし、あんまり無茶振りの入る余よ地ちはなかったしね。

田中：そうですね。第一に〝偉い大だいなるヒース〟の復ふつ活かつ。第二に〝血の螺旋ダーインスレイブ〟ことマーリンとの決着。他のイベントもありますが、その辺を解決すると……シリーズ終了ですからね。




　そうなのです。この第五巻を持って『ゲッタウェイ』シリーズは終了。

　翌よく月げつに『デスマーチ』さらにその次の月に『無印』も終了。

　二〇〇八年から始まった『サガ』シリーズが完結するのです。




田中：それにしても『サガ』シリーズが終わったら、アルディオン大陸はどうなっちゃうんでしょうね？

菊池：うん。いろいろ考えているが……基き本ほん的てきには『アリアンロッド』ユーザーの皆みなさんが参加できる形での展開、たとえばキャンペーンシナリオ集とかね、そういうことを考え中。

藤井：それは楽しみです！

菊池：まあ、敵てきである邪じや神しんの御み子この思おも惑わくが実じつ現げんしたら、大陸ごとなくなるから、「この後の展開」も何もあったもんじゃないけどね（笑）。

藤井：そ、そうですね。

田中：そう考えると、責せき任にん重大ですな。

藤井：……もしかして、おふたりで私にプレッシャーかけて楽しんでます？

菊池＆田中：（笑顔で）そぉんなことは……ないよ？




　そんな〝いい笑顔〟で言われても説得力がありませんよ？（笑）




菊池：とにかく、物事は終わらせるのが一番難むずかしいからね。

田中：三ヶ月連続最終回の先せん陣じんは任まかせました。

藤井：は、はい。

田中：なあに、多少しくじっても大だい丈じよう夫ぶ。最終的な皺しわは菊池さんに寄よせればいいので。

藤井：はいっ！

菊池：「はい！」じゃねぇよ！　藤井さんもいい笑顔で返事することじゃないだろ!?（笑）

藤井：はにゃあ（笑）。




　まあ、泣いても笑ってもこれが最後です。

　私の後には実じつ績せき十分のおふたりがいます。

　ここは安心して、最終回に挑いどんでいいでしょう。




　私はシナリオの準じゆん備びをし……。

　やがて収しゆう録ろくの当日を迎むかえました。







◆Preplay 02◆最後の戦いへ




　いよいよ最終回の収しゆう録ろく日びがやってきました。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に集まったメンバーを紹しよう介かいしましょう。




菊池たけし

　プロフィールは先に紹介したので、省しよう略りやくします。




大おお竹たけみゆ

　フリーランスの女じよ性せい声せい優ゆうさん。『無印』シリーズで、前代統一帝アルドワルダピアニィのプレイヤーをしています。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長でもあります。

大竹みゆblog　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




渋沢佳奈しぶさわ・かな

　大おお阪さか在ざい住じゆうのイラストレーター兼けん漫まん画が家か。『ゲーマーズ・フィールド』誌しでは『ゲッタウェイ』四コマコミック『逃とう亡ぼう★しちゃうぞ』を連れん載さい中です。




緑谷明澄りよくや・あきすみ

　ゲーム製せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくの、新しん進しん気き鋭えいのライター。前ぜん述じゆつのＴＲＰＧ部ルティナスの部員でもあります。

　著ちよ書しよは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』（以後『エチュード』）シリーズ、『アルシャードffリプレイ　天使がくれた世界滅めつ亡ぼう』（エンターブレイン刊）など。




藤井忍

　こちらもプロフィールは先に紹介したので、省略します。




ＧＭ：おはようございます。『ゲッタウェイ』の収録も、いよいよ最終回です！

渋沢：これで最後と思うと、少し寂さびしいですね。

ＧＭ：そうですね。いろいろ感かん慨がい深ぶかいです。

大竹：さあ！　気合いを入れていきましょー！（笑）

菊池：え～？　ギデオンは次からがんばるから、今回もだらけるよ（一同笑）。

緑谷：これが最終回なんだから、次なんてないですよ！（笑）

ＧＭ：今までのおさらいはあとでするとして、まずは今回予告を読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

〝血の螺旋ダーインスレイブ〟の陰いん謀ぼうから、イルシール大学を救ったゲッタウェイ一行。

　しかし、彼かれらに安息のときは訪おとずれなかった。

　突とつ如じよ現あらわれたナヴァールは語る。

　今まさに、アルディオン大陸が、エリンから切り離はなされようとしていることを。

　次元に刻きざまれた裂さけ目めからは、邪じや悪あくなる者たちが侵しん入にゆうしてきていることを。

　このままでは、アルディオン大陸は破は滅めつに沈しずむことになる。

　この危き機きを乗のり越こえる方法はひとつ。

〝偉大なるヒース〟を復活させ、アルディオン大陸をエリンに繋つなぎ止とめること……。




　帝紀八一五年一二月。

　ゲッタウェイの最後の戦いが始まる！




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　第八話「決戦★クライマックス」




　───人々の祈いのりと願ねがいを胸むねに──今、最さい終しゆう決けつ戦せんの時は来た。




緑谷：いよいよ〝偉大なるヒース〟が復活するっすね！

大竹：アルディオン大陸を救うためには、〝偉大なるヒース〟が必要なのです……って、ピアニィがチコへと思念波を飛ばしてるよ、きっと（一同笑）。

渋沢：ピアニィのプレイヤーである大竹さんが言うんだから、間ま違ちがいないですね（笑）。

ＧＭ：次は、ハンドアウトを配ります。順番に読み上げますね。まずはヒルダからです。




▼ヒルダ用ハンドアウト

コネクション：ビルベリ　　　関係：同どう志し

　エリンから切り離されようとしているアルディオン大陸を救うため、ゲッタウェイ最大の戦いが始まろうとしている。

　目指すべき場所は、エストネルのエル・ウルフリック・ミンスター。邪悪なる者たちが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする地じ獄ごくだ。

　しかし、どれほど大きな障しよう害がいがあろうとも、仲間とビルベリの力があれば、突とつ破ぱすることは可か能のうなはずだ。
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渋沢：なるほど。エル・ウルフリック・ミンスターが目的地となるのか。

緑谷：実は『ゲッタウェイ』二巻で一度行ったところですよね。




　そう、『ゲッタウェイ』のメンバーは第二巻でエル・ウルフリック・ミンスターに行き、そこで〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟を目もく撃げきしたのでした。




ＧＭ：そうですね。詳くわしいことは、オープニングフェイズで語りますので、それまでお待ちください。

渋沢：わざわざ「ビルベリの力があれば」って言うってことは、ビルベリを何らかの形で使用することになるに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：さて、どうでしょうね？（笑）　次はチコのハンドアウトです。




▼チコ用ハンドアウト

コネクション：エリカ　　　関係：期待

　ついに〝偉大なるヒース〟を復活させる時がきた。

　しかし、それはキミと〝偉大なるヒース〟との繋つながりがなくなることを意味する。

　夢ゆめの中で、キミはヒースの精せいエリカと会う。

　その時、キミの心に去来する想いは……。
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緑谷：（真顔で）チコごと埋うめられちゃったりしないですよね？（一同笑）

ＧＭ：エリカとの別れよりも、そっちを先に心配するんですね（笑）。

緑谷：埋められるか埋められないかは、超ちよう重じゆう要ようですよ!?　死活問題です！




　埋められたら死んじゃいますからね。




ＧＭ：埋められはしないはずです。思おもい詰つめなくていいんですよ（優やさしい微笑ほほえみ）。

大竹：そういえば、〝偉大なるヒース〟を植しよく樹じゆしたあと、チコちゃんの頭ってどうなるんだろう？（笑）

ＧＭ：さて、どうでしょうね？　そもそもみなさんは、〝偉大なるヒース〟がない状じよう態たいのチコを見たことがありませんから……。

渋沢：チコが帽ぼう子しを脱ぬいでウロウロしていたら、チコだと認にん識しきできなくなったりして（笑）。

緑谷：そんなの嫌っす～！（笑）

ＧＭ：続いてリージュのハンドアウトです。




▼リージュ用ハンドアウト

コネクション：アンバー　　　関係：幼おさな子ご

　イルシール大学の事じ件けんを解決したあと、キミはゴーレム技ぎ師しのルドルフとともにビルベリへと帰ってきた。

　ルドルフは早速、アンバーとビルベリの修しゆう理り、改かい造ぞうに取りかかってくれた。

　アンバーは無事に直るのだろうか……。
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大竹：ルドルフさん、アンバーちゃんのこと、よろしくお願いしますっ！

渋沢：とうとうアンバーが自立型になるのか。楽しみだな（そわそわ）。




　今回早くも漏もれ出している「渋沢さん」（笑）。




ＧＭ：アンバーに一番懐なつかれていたリージュが楽しみにするのは当然として……ヒルダも相当楽しみにしてますね？（一同笑）

渋沢：楽しみにしているのは渋沢さんであって、ヒルダは純じゆん粋すいにアンバーの将しよう来らいを気き遣づかってるだけです！（笑）

ＧＭ：さて、残るはギデオンのハンドアウトです。

ギデオン：おう！




▼ギデオン用ハンドアウト

コネクション：ナヴァール　　　関係：期待

　イルシール大学を窮きゆう地ちから救い出したキミたちの前に現われたのは、行方不明のフェリタニア王国軍ぐん師しナヴァールだった。

　彼の話によれば、世界は今まさに滅ほろびを迎むかえようとしているらしい。

　まさか自分が世界の行くすえに関わることになろうとは……。

　面めん倒どうだが、これが最後の大仕事。

　ひとつ、がんばってみるとしようか。




緑谷：ギデオンにとっては「自分が世界の行くすえに関わる」のは「まさか」なんですね。

菊池：そりゃあ、しょうがないさ（笑）。というか、大抵の人にとっては「まさか」の事態だと思うぞ（笑）。

大竹：それはそうですね（笑）。

緑谷：それにしてもギデオンは頑張らなさすぎです。

渋沢：なんでだろ？　ガバドン家の中では落ちこぼれだというコンプレックスがあるから？

菊池：そう。何をやってもダメだと思ってしまったがゆえに、今はこんな風にやさぐれちゃったわけだ（笑）。

緑谷：なるほど。

菊池：できればこのまま何ごとも起こらずシナリオが終わらないかなあ（一同笑）。

緑谷：無理っす！（笑）




　まあ無理ですね（笑）。




菊池：しょうがない。これが最後の大仕事だと思って、がんばる。

大竹：これが終わったらゴロゴロする気なんですね（笑）。




　わいわいと楽しそうにそれぞれのキャラクターについて語るみなさん。

　これも今日が最後になります。

　楽しいセッションになるように、ＧＭも気合を入れなおします！




ＧＭ：ではハンドアウトの読み上げが終わったところで、各自の成長報ほう告こくをお願いします。




●ＰＣの成長




▼ヒルデガルド・ゴーダ（19レベル）の場合

ＧＭ：では、成長報告をお願いします。まずはヒルダから。

渋沢（以下、ヒルダ）：１レベルからスタートしたヒルダも、とうとう19レベルになりました！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：おめでとうございます。

ヒルダ：ありがとう。スキルは、まず、《アグランダイズ》と《パーフェクトシールド》のレベルを上げた。

ＧＭ：攻こう防ぼうともにちょっとずつ伸のばした感じですね。

ヒルダ：ああ。それから、スキルは、相手の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】【魔ま法ほう防御力】を無む視しして攻こう撃げきができる《ドラゴンストライク》を新しん規き取得したぞ。

ＧＭ：ヒルダは普ふ段だんは盾たて役ですが、これで攻撃の切り札もできましたね。

ヒルダ：うん。それから、一いつ般ぱんスキルの《トレーニング：敏びん捷しよう》を取得した。装そう備びに変へん更こうはない。以上だ。
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▼チコ・Ｈ・ワトソニー（19レベル）の場合

緑谷（以下、チコ）：オイラも19レベルになったっす！　嬉しいっすよ～。

ＧＭ：では、取得したスキルについて教えてください。

チコ：今回は新規取得ばかりっす。自分が使用する「ダメージ増ぞう加かの魔ま術じゆつ」の効こう果かを上げられる《アタックブースト》と、ダメージ増加軽けい減げんの魔術の効果を振り直させる《マジックアシスト》を取得したっす！

ＧＭ：ダメージ周りの調整ができるようになったんですね。他に取得したのは？

チコ：「判はん定てい：自動成功」以外の魔術の効果を上げる《リファインマジック》っす。

ＧＭ：なるほど。《リファインマジック》は《マテリアルコンポーネント》によるサファイアの使用とタイミングが被かぶりませんか？

チコ：持っているサファイアが尽つきたら《リファインマジック》を使うって感じっすかね。

ＧＭ：なるほど。

チコ：一般スキルは、国や街の概がい要よう、歴史人物、出来事などを知っているかの【知力】判定にボーナスがつく《ヒストリー》を取得したっす。

ＧＭ：チコがより賢かしこくなりましたね。

チコ：ビルベリの要人として、あちこち出回るようになったので、欲しくなったっす。それから装備に変更はなし。以上っす！

[image: ]




▼リージュ（19レベル）の場合

大竹（以下、リージュ）：リージュです。19レベルになりました♪

ＧＭ：リージュはどんなスキルを取得しましたか？

リージュ：消費した【ＭＰ】＋５点分、武ぶ器き攻撃のダメージが上じよう昇しようする《ソウルブレイド》と、「判定：自動成功」以外の魔術の効果が上がる《グレイスフォース》のレベルを上げました。

ＧＭ：ふむふむ。取得済ずみのスキルを伸ばしたんですね。

リージュ：それから、ウォーリア用の武器防ぼう具ぐが装備可能になる《コマンドスタイル》を新規取得しました。

ヒルダ：リージュ……一体、何を装備したかったんだ？

リージュ：フォースバックラーです。これを購こう入にゆうしたので、武器攻撃のダメージが２Ｄ上昇ですよ♪（一同笑）

ＧＭ：一般スキルは何を取得しましたか？

リージュ：《トレーニング：筋きん力りよく》を取得しました♪

菊池：リージュ、とことん武ぶ闘とう派はに成長したな（笑）。

リージュ：最近、メインクラスを間ま違ちがえたんじゃないかって思うようになりました（一同笑）。
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▼ギデオン・ガバドン（19レベル）の場合

菊池（以下、ギデオン）：だらけまくっていた俺おれも、とうとう19レベルだ……。

チコ：レベルだけ見ると、おっちゃんって超優ゆう秀しゆうっすね。

ギデオン：レベルだけじゃないよ!?　ちゃんと、能のう力りよくも優秀だよ!?（笑）

ＧＭ：では、スキルの成長報告をお願いします。

ギデオン：《レジェンド》を５レベルに上げて、パリーダガーの攻こう撃げき力りよくがより上がった。《ピンポイントアタック》も３レベルにしたので、短たん剣けんによる攻撃の防御力無視がシーン３回になったぞ。

ＧＭ：ふむふむ。

ギデオン：それから、《ナイフパリィ》を魔法ダメージにも使用可能にするスキル……《マジックカット》を新規取得した。

ＧＭ：ギデオンは攻防ともに成長させた感じですね。一般スキルは何を取得しましたか？

ギデオン：《トレーニング：感知》を取得した。

チコ：なんか、おっちゃんがサボるためにヒルダお姉ちゃんたちの動向を探さぐっていたとしか思えないっす（笑）。

ギデオン：ひどい言われようだな、おい！（笑）　装備に変更はなし。以上だ。
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●ギルドの成長

ＧＭ：ギルドは12レベルになりました。新しいギルドサポートを取得してください。

ヒルダ：前ぜん巻かんで11レベルになったときに、ＧＭに許きよ可かを得て、新規取得を見送ったから、今回はギルドサポートがふたつ取得できるんだな。

チコ：何か新規に取得するっすかねぇ？

リージュ：《ＧＨ：サルーン》とかどうです？

ギデオン：俺が入いり浸びたりそうだけど、いいのか？（笑）

ヒルダ：いいんじゃないか。ビルベリにも、大人たちの憩いこいの場があっても（笑）。

チコ：残りもうひとつ取得できるっすけど。

リージュ：うーん。

ヒルダ：……まあ、取り立てて思いつかないし、保留ってことでいいかな、ＧＭ。

ＧＭ：ＯＫです。では、今回持っていくギルドサポートの宣せん言げんをお願いします。

ヒルダ：《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》《再行動》《ＧＨ：テンプル》《最後の力》《ＧＨ：ギルドキャッスル》《ＧＨ：サルーン》。《限界突破Ⅱ》は置いていく。

ＧＭ：了りよう解かい。では、オープニングフェイズに移うつります。




　なお、《ＧＨ：キャッスル》の効果を適てき用ようするスキルは次のコラム参照。
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ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆命がけのミッション




　帝てい紀き八一五年一一月。

　グラスウェルズの大学都市、イルシール。

　恐おそるべき魔族の人々を邪じや悪あく化させるという陰いん謀ぼうから都市を解かい放ほうしたゲッタウェイ一行は、予想もしなかった人物の来らい訪ほうを受けていた。

　その人物とはピアニィとともにフェリタニアを去った前フェリタニア合がつ衆しゆう国こく軍ぐん師し、ナヴァールである。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めます。最初のシーン、シーンプレイヤーはギデオン。ですが、全員登場でお願いします。

一同：はい。

ＧＭ：舞ぶ台たいはグラスウェルズ王国の領内にあるイルシール大学の構内。時間は深夜、『ゲッタウェイ』四巻かんのエンディング直後になります。

ヒルダ：なるほど、ここは前ぜん巻かんのおさらいをするシーンなわけだな？（一同笑）

ＧＭ：そのとおりです（笑）。まあ、リプレイ読者の皆みなさんと一いつ緒しよに、過か去こを思い出しがてらシーンを進めるような感じで考えてます。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：『ゲッタウェイ』四巻は、みんなでグラスウェルズに行って、フィリップ国王の暗殺を防ふせいだり、大学都市イルシールに行って〝血の螺旋ダーインスレイブ〟の陰謀で都市の人間が邪悪化させられそうになる、というお話しでした。

チコ：マーリンの正体が〝血の螺旋〟だったということも分かったっす！




〝血の螺旋〟マーリン

〝始祖の四人Four Deadly Swords〟と呼よばれる強力な魔族。これまで予言者マーリンと名乗り『ゲッタウェイ』一行に助言を与あたえてきたが、それは妖よう魔まにとって状況を都合よくコントロールするためだったことが判はん明めいした。
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ギデオン：さて……四巻はどんなエンディングだったっけ？（笑）なんか社長がたくさんしゃべったことは憶おぼえているんだが……。

チコ：……その憶え方、どうかと思うっす！（笑）

ギデオン：でも、社長がいっぱいしゃべるのはいつものことなんで、内ない容ようは憶えてない。

チコ：いや、その理り屈くつはおかしいっすよ！（笑）




　菊きく池ちさんが言うとおり。『ゲッタウェイ』四巻では鈴吹太郎すずふき・たろうさんにゲストとしておいでいただき、様々なＮＰＣ、とりわけエンディングでナヴァールを演じていただきました。




ＧＭ：というわけで、今皆さんはナヴァールと対面しているところです。




ナヴァール

『無印』シリーズのＰＣ。ピアニィの軍師。

　プレイヤーは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以後、『ブレイク』）シーリーズや『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』（以後、『イェーガー』）の著ちよ者しやでもある、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社長の鈴吹太郎。
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ヒルダ：『ゲッタウェイ』四巻のヒキは、「アルディオン大陸がエリンから引き離されようとしているから、なんとかして繋つなぎ止めなければいけないという話だった」はず……。

ＧＭ：はい。正せい確かくには……。





リージュ：ナヴァールさん教えてください。あたしたちが何をすればよいのかを！

ナヴァール：う、うむ。それは……。

ＧＭ：……とナヴァールが言ったところで、続きは次巻のお楽しみとさせてください……。




───『ゲッタウェイ』四巻より引用






ＧＭ：……という終わり方でした。

ギデオン：おお、そういえばそんな終わり方だった……気がする（笑）。

チコ：あの時点で、ピアニィさんが全力を尽つくして、なんとかアルディオン大陸を押さえ込こんでいた……というか今でも押おさえ込んでるっすよね？　あの時のオイラたちは知るよしもなかったけど。

リージュ：そう。次元の断だん面めんを氷で覆おおって、なんとか押さえ込んでるの！

ヒルダ：と、ピアニィのプレイヤーである大竹さんが言うんだから間ま違ちがいないな（笑）。




ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

『無印』シリーズのＰＣ。元フェリタニア統一帝アルドワルダ。今は世界を救うために、みずからを氷漬づけにして世界から引きはがされそうになっているアルディオン大陸を繋ぎ止めている。
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ＧＭ：そして、この非ひ常じよう事じ態たいをなんとかするための手しゆ段だんがふたつ提てい示じされていましたが、憶えていますか？

ギデオン：（もの凄すごい勢いきおいで顔を明後日の方に向ける）

チコ：……たぶん誰だれもおっちゃんには期待してないから、普ふ通つうにしてるっす。

ギデオン：それはそれでつまんないからなあ（笑）。

チコ：……まったくもう、このダメ大人おとなは……。

リージュ：あたしは憶えてますよ！　手段のひとつは、〝もうひとつの石〟の力を使うことですよね？

ＧＭ：そのとおりです。

ギデオン：思い出した！　〝ひとつの石〟なのにひとつじゃなかった石の話だ！




　……どんな憶え方ですか？




ギデオン：でも、確たしか〝もうひとつの石〟はイルシール大学で発生した住人の邪悪化を解とくためにエネルギー切れになったんじゃなかったっけ？

ＧＭ：はい。〝もうひとつの石〟は現げん在ざいエネルギー不足のために使用不ふ可か状じよう態たいです。

ヒルダ：エネルギー回かい復ふくの見み込こみはないのかな？

ＧＭ：ナヴァールは「また力が満ちれば使用できるだろうが、悠ゆう長ちように待っていられる状態ではない。ピアニィ様がアルディオンを押さえていられる時間は限かぎられている」と言います。

リージュ：ピアニィ様からあたしへと「早くなんとかして！　ハリィハリィ！」っていう電波が届とどきました（一同笑）。

チコ：ピアニィさんは、そんなに深しん刻こくな状じよう況きようなんすか？

ＧＭ：「ああ。全力を注がれているがゆえに、一歩も動くことができないくらいだ」

ヒルダ：大陸を押おさえるには、全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧げないといけないのか……。なるほど、それならば、早急になんとかしないといけないな。

ＧＭ：そして、アルディオンを繋ぎ止める手段はもうひとつありましたね？

チコ：はいっす。〝偉い大だいなるヒース〟をアルディオンに根づかせればいいっすよね？




〝偉大なるヒース〟

『ゲッタウェイ』シリーズの読者にはお馴な染じみの、人々がアルディオン大陸に渡わたってくる以前から生えていた聖せい樹じゆ。人間に託たく宣せんを与あたえるなどの恩おん恵けいを与え、人々から信しん仰こうされてきた。元はメルトランドという国の王おう城じように生えていたが、今はなぜかチコの頭上に生えている。




ＧＭ：「そのとおりだ。〝偉大なるヒース〟が根づけば、アルディオンはエリンに繋がっていられる」とナヴァール。

チコ：オイラも根づかせたいって思ってるっす。任まかせてくださいっす！

ＧＭ：「ありがたい。現在のピアニィ様は無む防ぼう備び。妖魔たちが隙すきあらばと狙ねらってきているいてその迎げい撃げきだけで我われ々われは手て一いつ杯ぱいなのだ」

ヒルダ：なるほど。……だが、具体的にどうすれば〝偉大なるヒース〟を根づかせることができるのか……。

ＧＭ：「〝偉大なるヒース〟を植えるのに相応ふさわしい場所なら、すでに分かっている」

チコ：なんと！

リージュ：それはどこですか!?

ＧＭ：ナヴァールは言います。「大グレート崩壊デイストラクシヨンの発生した場所であり、現在ピアニィ様が大陸を繋ぎ止めている場所の近く……」




「すなわち、旧きゆうエストネル王国のエル・ウルフリック・ミンスターだ！」
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一同：エル・ウルフリック・ミンスターきたぁぁぁっ！

ヒルダ：エル・ウルフリック・ミンスター……我われ々われが潜せん入にゆうしたことのある場所だ。

ギデオン：ああ。ピアニィが統一帝になるときに戴たい冠かん式しきを行なった場所だな。

リージュ：でも……エストネルって現在妖魔出しゆつ没ぼつ地帯っすよね？

ＧＭ：はい。そのとおりです。




　そう。かつてアルディオン大陸の中心地とも言えたエストネル王国は、現在妖魔が多発する地帯となっており、人々が生活できない事態になっているのです。




チコ：ほ、ほ、ほ、他に候こう補ほ地ちはないっすか？　できれば、アガルタ公国とかメルトランドとかだと、危き険けんが危あぶなくないのでオイラ的にはバッチコイなんすけど？。

ＧＭ：「エストネルには巨きよ大だいな次元の裂さけ目めのようなものがある。そこから離はなれた位置に植えてしまうと、〝偉大なるヒース〟の力が、効ききにくくなってしまうのだよ」

チコ：そうっすか……とほほー。

ＧＭ：「ピアニィ様は今、かつての王都エル・ウィン・フリットにおいでだ。妖魔との戦いはそこがもっとも激はげしい。エル・ウルフリック・ミンスターは、比ひ較かく的てきましなのだよ」

ヒルダ：なるほど。エル・ウルフリック・ミンスターは、〝大崩壊〟の中心地だからな。と考えると、〝偉大なるヒース〟を植えるのに適てきしているのは分かる。

チコ：……そうっすね。……で、具体的に植える方法は？

ＧＭ：「すまないが、さすがの私わたしも、〝偉大なるヒース〟については詳くわしくないのだ。チコ殿どの自身が〝偉大なるヒース〟に尋たずねるのがよいと思うが？」

チコ：でも、エリカお爺じいちゃんに会えるのは、いつも夢ゆめの中っすよ？　それ以外では、言葉を交わしたことがないっす。

ヒルダ：よく眠ねむって、たくさん夢を見れば、遭そう遇ぐうできるんじゃないか？（笑）

チコ：そうっすね！　よし、がんばってエリカお爺ちゃんから聞き出してみるっす！

ヒルダ：がんばれ、チコ！

ギデオン：寝ねる子は育つぞ、チコ！




　よくわからない励はげましです。




ヒルダ：……ナヴァール殿は、これからピアニィ様のもとへと戻もどられるのか？

ＧＭ：「うむ。そのつもりだ」

ヒルダ：大変だな……。

リージュ：（ピアニィになった）ええ、いろいろ大変なんです……（笑）。

ＧＭ：ナヴァールは「まあ、心配はいらぬよ。ピアニィ様ならば、アル殿が守っているはずだからな」と笑います。

一同：あー!!（にやにや笑い）

ＧＭ：「そちらも他人のことを心配している場合ではないぞ？　〝偉大なるヒース〟を植えるのは、命がけのミッションになるだろう。十分に気をつけた方がいい」

チコ：大だい丈じよう夫ぶっすよ。ヒルダお姉ちゃんたちが一緒っすから！

ギデオン：このミッションが失敗したら、アルディオン大陸が滅ほろぶんだろ？　一いち蓮れん托たく生しようってやつだ。やるしかねぇよ。

ヒルダ：……そうだな。大陸全土の運命がかかっていることだし、がんばるしかないな。

ＧＭ：「すまないが、よろしく頼たのむ」

ギデオン：あっ、そうだ！　俺おれのコネクションはナヴァールだから、ここで握あく手しゆでもして仲良くしておこう。どうせこの先、会うこともないだろ？（一同笑）

ＧＭ：では、ギデオンはナヴァールと固い握手を交わしました。

リージュ：あ、ナヴァールさん、ピアニィ様に「がんばって」とお伝えください。

ギデオン：（素すに戻もどって）伝言頼まないで自分リージユで自分ピアニイに言えよ！　お前はピアニィのプレイヤーだろ！（一同笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とまあ、ナヴァールとの会話はここまで。他に何もなければシーンを変えますよ。

ヒルダ：がんばって、くらいしかいうことはないな。

ＧＭ：ではナヴァールも「それでは、お互たがいにがんばろう。これで失礼する」と言って、その場からかき消えるようにして去って行きます。

ギデオン：やれやれ。これでまた命がけの騒そう動どうに巻まき込こまれるのか、トホホ（笑）。

ヒルダ：今やこの大陸に住む人々全員に危き機きが迫せまっている状況だぞ？

チコ：もうすでに巻き込まれてる、ってことっすね。

ギデオン：ますますトホホだぜ！（笑）

リージュ：このあとどうしましょう？

ヒルダ：とりあえず我々にはアンバーを独どく立りつさせるという目的がある。それを果たそう。

チコ：じゃあ、ビルベリに戻もどるっすか？

ヒルダ：ＧＭがイベントを起こすんでなければな（笑）。

ＧＭ：さて、どうなるでしょう？（笑）　というところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆最後の神しん託たく




　ナヴァールとの話を終え、ヒルダたちは一いつ旦たんビルベリへ戻ることにした。

　道中、立たち寄よった宿で眠ねむりについたチコは、見み慣なれた緑の平原の夢を見ていた。




ＧＭ：次は、チコのシーンです。他の人は登場不可になります。

チコ：は～い。

ギデオン：これは、恒こう例れいのあれかな？

リージュ：あれですよね♪（わくわく）

ＧＭ：……とその前に状況を確かく認にんします。……みなさんは、イルシール大学でナヴァールと別れたあと、オズモッドＫ７たちと一緒に、ビルベリへと戻るってことでいいですか？

リージュ：そういえば、オズモッド先生はご無事でしょうか？

ＧＭ：はい。〝もうひとつの石〟の力により、邪悪化したはずの人々はすっかり元どおりになっています。

ギデオン：〝もうひとつの石〟すげー（笑）。

リージュ：よかった。ホッとしました。

ＧＭ：駆かけつけたグラスウェルズ軍による調ちよう査さがあったりしますが、フィリップ国王陛へい下かの命の恩おん人じんでもあるみなさんは、簡かん単たんな取り調べの後、解放されます。

ヒルダ：それは助かる。

ギデオン：まあ、長なが居いは無用だ。とっととビルベリに帰ろうぜ。

ＧＭ：では、その道すがら、イベントは起きます。

一同：お？

ＧＭ：道中、みなさんが途中の宿に泊とまったとき、夜、眠りについたチコは、いつもの夢へと誘いざなわれます。

一同：偉大なるヒースきたーっ!!（笑）




　これで何度目になるだろう？

　見慣れた緑の平原の中、一本だけそびえ立つ大きなヒースの巨木がチコを出で迎むかえてくれた。




チコ：これはチャンス到とう来らい！　聞きたいことがあるので、エリカお爺ちゃんを捜すっす。

ＧＭ：エリカはヒースの巨木の側そばで、エリカが待ち受けていますよ」

チコ：「わ～い、エリカお爺ちゃん！」って言って、抱きつくっす。

ＧＭ：エリカは「おお、チコ元気そうじゃな」と笑います。

チコ：エリカお爺ちゃん、今日は話があって来たっす。

ＧＭ：「ほほう？　何じゃ？」

チコ：オイラの頭にある、〝偉大なるヒース〟は、どうやったら大地に根づかせることができるっすか？

ＧＭ：「おお？　まだ教えてなかったかのぅ？　もう説明した気でいたのじゃが」（一同笑）

ヒルダ：こっちが知っていると思っていたから、ロクに説明してこなかったのか!?（笑）

ＧＭ：「ワシとしたことが、うっかりしておったなぁ。あっはっは」

チコ：お爺ちゃん……（笑）。

ＧＭ：「まず、穴あなを掘ほるのじゃ」

チコ：ふむふむ。

ＧＭ：「子こ供どもひとり分くらいの穴が掘ほれたらそこにチコごと……」

チコ：そのままダッシュで逃げるっす！

ＧＭ：しかし、ここは夢の中なので、チコがどれだけ走っても、その場から逃にげられません。

チコ：イヤだぁぁぁ！　生いき埋うめはイヤだぁぁぁ!!（笑）

ギデオン：これはあれか？　地面に落ちたチコの帽ぼう子しの傍かたわらに、偉大なるヒースの芽が出て〝おわり〟というテロップが……。

チコ：イヤだぁぁぁ!!　児童虐ぎやく待たい絶ぜつ対たい反対!!

ＧＭ：……という冗じよう談だんは置いといて。

一同：おい！（笑）

ＧＭ：「チコが決意さえすれば、〝偉大なるヒース〟はいつでも根づかせることができるぞ」

チコ：本当っすか!?

ギデオン：ちっ！　つまらん。

チコ：おっちゃんには後で話があるっす（笑）。まあ、生き埋めにされることはないようなので、安心したっす、マジで。

リージュ：じゃあ、今この瞬しゆん間かん、チコちゃんが決意を固めたら？

ＧＭ：「チコが寝ねているベッドの側に根づくじゃろうな」（一同笑）

ヒルダ：何と言う適てき当とうっぷり……（笑）。

リージュ：すみません。実はもうひとつ知りたいことがあるんですけど。

ＧＭ：なんでしょう？

リージュ：〝偉大なるヒース〟がチコちゃんの頭から取れたら、チコちゃんの頭はどうなるんでしょう？

チコ：…………（何かを期待しているような眼まな差ざし）

ＧＭ：「…………（優やさしい声で）これも平和のためじゃから、なぁ」

チコ：イヤああああああああああああぁぁぁっ!?（笑）
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ＧＭ：「というのは冗談で……」

ギデオン：おい。最終回なせいか、エリカがだいぶおかしなヤツになってるぞ（笑）。

リージュ：もうすぐ植しよく樹じゆされるから、エリカさんも浮うき足あしだっているんですよ（笑）。

ＧＭ：「ともかく、チコが決意して、願えば、根づかせることはできる。ただし、〝偉大なるヒース〟をきちんと成長させるためには、ちゃんとした段だん取どりを踏ふまなければならぬぞ」

チコ：段取り？

ＧＭ：「しかるべき人間が、竜りゆう輝き石せきを使って、ワシと契けい約やくを交わすことじゃ」

チコ：メルトランドを興おこしたメルティが契約を交わしたようにっすか？

ＧＭ：「そのとおりじゃ」




　メルティというのはメルトランドの初代女王です。彼かの女じよは〝偉大なるヒース〟と契約を結び、聖樹を守る代わりに、未来を予よ測そくする託宣を得ていたのです。




ＧＭ：「ワシの力だけで大きく成長するには、時間をかけ力を蓄たくわえていくことが必要。じゃが、世界に危機が迫っている今、ゆっくりしている暇ひまはないのじゃろう？」

チコ：はいっす。なるほど。じゃあまず、しかるべき人物……ナーシアさんの協力を仰ぐ必要があるっすね。




ナーシア・アガルタ

『ブレイク』シリーズのＰＣ。プレイヤーは声せい優ゆうの小暮英麻こぐれ・えま。元グラスウェルズの密偵〝ファントムレイダーズ〟のメンバーのひとり。父はグラスウェルズ貴族、母はメルトランドの王族という血統。現アガルタ公国の大公ロッシュ・アガルタの姉。

〝偉大なるヒース〟が枯れる現場に立ち会い、その声を聴いた。
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ＧＭ：「おお。チコは、ワシがナーシアを選んだことを知っているのか」

チコ：以前ナーシアさんに会ったとき、〝偉大なるヒース〟を見て「今はヒースの声が聞こえない」って言ってたっす。だから、そうかなって思ったっす。




『ゲッタウェイ』三巻の話ですね。




ＧＭ：「なるほど。チコは賢かしこいのぅ」とエリカはニコニコしています。

チコ：じゃあ、話を整理するっすよ？　まず「竜輝石を持ってナーシアさんと一緒にエル・ウルフリック・ミンスターに行き」、「オイラが〝偉大なるヒース〟を根づかせる決意をする」、それでいいっすね？

ＧＭ：「うむ、それでよい。さすれば、ワシはその地に根づき、成長するじゃろう」

チコ：分かったっす！

ＧＭ：「いい子じゃ。よろしく頼むぞ。そして、もうひとつチコに伝えなければならない予言があるのじゃ」

一同：おっ？

ヒルダ：……一体なんの予言だろう？

チコ：エリカのお爺ちゃん、もったいぶらずに早く言うっす！

ＧＭ：「うむ。しばらく後に起こるレイウォール王国の王位を巡めぐる争いに関しての話じゃ」

リージュ：レイウォールの王位……ですか？

ヒルダ：……ふむ。そういえば今は、ちょうどレイウォール王国の王位継けい承しようの儀ぎの前にあたる時期なのか……。

ＧＭ：はい。そうなんです。ぶっちゃけ『メイビー』での伏ふく線せんを回かい収しゆうしないといけなくて。

一同：あー（←納なつ得とくいったという感かん嘆たんの声）。




　この時期、レイウォール王国では、女王ステラ不ふ在ざいによる混こん乱らんに終しゆう止し符ふを打つべく、王位争そう奪だつ戦せんが行なわれています。その顛てん末まつについて詳くわしいことは、『メイビー』をお読みください。




ＧＭ：「そこで王位継けい承しよう者しや候こう補ほとして立つバウエス公リディルを助けるために、ベルフトに協力を依い頼らいするのじゃ。

一同：ベルフト！
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ギデオン：ああ、そういえば『メイビー』にそんなエピソードあった！（笑）

リージュ：あれは『ゲッタウェイあたしたち』が依頼したんでしたっけ（笑）。

ＧＭ：リディル殿が国王となることは、来きたるべきヒース植樹の際さいに必ひつ須すなのじゃ。そこでヒルダ殿に話をし、ベルフト王子にリディル殿を支し援えんするよう依頼せねばならん」

チコ：え？　でも、ベルフトさんが今どこにいるか分からないし、仮かりに話せてもオイラたちの言うこと聞いてもらえるっすかねぇ。

ＧＭ：「大丈夫。問題ない。ベルフト殿とは必ず巡めぐり会あえるし、依頼も受けてもらえる」

ヒルダ：え？　なぜ？

ＧＭ：「『メイビー』はすでに出しゆつ版ぱんされた本じゃ。この予言が外れることはない！」

一同：お前はどこかのメタメタ軍師か!?




〝メタメタ軍師〟というのは『メイビー』にも登場し、『ゲッタウェイ』でも一巻と二巻で登場済ずみの、メタ話ばっかりしている、グレイ・ウォーデンのことです。




ＧＭ：「ほっほっほ」とエリカは笑います。

リージュ：……本当に今回のエリカお爺ちゃんはお茶目っすね。

ＧＭ：「では、そろそろお別れのようじゃ」

チコ：……でも、いざ、頭から離はなれることになるんだと思うと、何か寂しいっすね。最初の頃ころは早くどうにかしたいって思ってたけど、今は……。

ＧＭ：「……チコ」

チコ：はいっす！

ＧＭ：「今まで世話になったな。ありがとう。これからは、おぬしとともに歩んでくれる人と一緒に、生きていくがよい」

チコ：…………はいっす。

ＧＭ：「それに、離はなれてしまっても、お互たがい死ぬわけではない。会いたくなったら、大きく成長したワシのもとへ、また来れば良い。そうじゃろ？」

チコ：はいっす！　じゃあ、エリカお爺ちゃん、もうちょっとだけ、待ってて欲ほしいっす。オイラ、絶対、〝偉大なるヒース〟を根づかせてみせるっす！

ＧＭ：「ああ。おぬしの意い志しと行動を尊そん重ちようするのじゃ。……いっておいで、チコ」

チコ：行ってくるっす！

ＧＭ：では、チコは夢から目覚めます。

一同：…………ふぅぅぅ。

ヒルダ：今回の夢は長かった（笑）。それに重大情じよう報ほうてんこ盛もり。

ギデオン：最終回だからなあ。まあ、それにしてもテンションがおかしかったが（笑）。

チコ：とにかくオイラは、エリカお爺ちゃんの言葉を忘わすれぬように頭に刻みつけるっす。そして旅の道中に、夢の内容をみんなに話すっす。

ＧＭ：では夢から覚めたチコは、翌よく朝あさみんなに夢の内容を披ひ露ろうする、ってことで？

チコ：はいっす！　それでいいっすよ。

ヒルダ：その話を聞いて、リディル様にベルフト殿か……。と、不思議な縁えんを感じつつ、ノルウィッチまで道を急ぐことにする。

ＧＭ：すると街道の向こうから見覚えのある巨きよ漢かんが近づいてきます。……ベルフトです。

ギデオン：予言の成じよう就じゆ早っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ヒルダ：つ、突つっ込こみたいけど……ここは我が慢まん。早速ベルフト殿にリディル様への支援を依頼しよう。さもないと大陸の歴史が変わってしまう（笑）。

リージュ：（うんうんと頷うなずきながら）重要なイベントですよね。

ＧＭ：ベルフトは「話は分かった。お前たちには世話になったからな。それにリディルがどんな国を作るのかも興きよう味みがある」と豪ごう快かいに笑って、依頼を快かい諾だくしてくれます。

ギデオン：展てん開かい早いなあ（笑）。

ヒルダ：恩おんに着るぞ、ベルフト殿。何はともあれ、話が早くて助かった（笑）。

ＧＭ：ベルフトは獰どう猛もうに微笑ほほえんだ後、きびすを返してレイウォールへと向かいます。

チコ：ありがとうっす。ベルフトのおっちゃーんっ！

ＧＭ：では、〝ゲッタウェイ〟が大陸の歴史に、密ひそかに影えい響きようを与えていたというイベントをこなしたところで、シーンを終了します。







◆Opening 03◆アンバーの自立




　ヒルダたちがグラスウェルズに向かった理由はいくつかある。

　その中の目的のひとつが、アンバーというエクスマキナを改かい造ぞうするために技ぎ術じゆつ者しやを連れてくるというものだった。

　そんなわけで、連れてこられた技術者……ルドルフは早速アンバーの改良を始めた。




ＧＭ：では次は、リージュのシーン。他の人も登場ＯＫです。

一同：はい。

ＧＭ：みなさんは、オズモッドＫ７とルドルフを連れ、ビルベリへと戻ってきました。




オズモッドＫ７

　グラスウェルズの大学都市、イルシールで教きよう授じゆを勤つとめる。専せん門もんは考古学だが、古代のゴーレムやエクスマキナの研究もしており、ビルベリには調査のためにやってきた。
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ルドルフ

　その正体は『ブレイク』シリーズに登場したマルドールという名のゴーレム技ぎ師し。本来ゴルフォード王国の人間だが、秘ひ密みつ結社バルムンクから逃のがれるため、名前を変えてグラスウェルズに亡ぼう命めい中。
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ギデオン：おお！　ようやく着いたか。

ヒルダ：ルドルフさんを連れ帰れたからな。これでアンバー自立のための手しゆ術じゆつができる。

リージュ：ルドルフさん、アンバーちゃんのこと、よろしくお願いします！

ＧＭ：ルドルフは優やさしく笑って「ええ、全力を尽くします」と答え、早々に手術に取りかかります……。

ヒルダ：成功するといいのだが……。

リージュ：アンバーちゃん……。

ＧＭ：……というわけで手術は成功しました。

一同：早っ！

ＧＭ：手術の過か程ていをくどくど描びよう写しやしても仕方ないので（笑）。まあ、「難なん手しゆ術じゆつだったけれど、無事成功した」というところです。

リージュ：良かった～。本当に良かった～。

ＧＭ：ルドルフがアンバーを連れて、領りよう主しゆの館で待つみなさんの元へとやってきます。

一同：おおっ！

チコ：ちゃんと自じ我がをもったエクスマキナになった、アンバーちゃんとのご対面っすね！

ＧＭ：アンバーは、とことことリージュの前へと歩み出て……。

ギデオン：（野太い声で）「ご[image: ][image: ]ぢ[image: ]、[image: ][image: ]バーです」（一同笑）

ヒルダ：ギデオンにパンチ！

リージュ：おじさまにチョップ！

チコ：おっちゃんにドロップキック！

ギデオン：攻こう撃げきを受けた俺は、部屋の隅すみまで飛ばされて、壁かべにビタンと貼はり付つくぜ！




　息が合ってますね、みなさん（笑）。




リージュ：ちょっと!?　こんなところで茶々入れないでください!?（笑）

ギデオン：す、すまん。感動的な雰ふん囲い気きに耐たえられず、つい……。

ＧＭ：話を戻もどしますよ？（笑）　アンバーはリージュを見上げてニコリと微笑ほほえみます。

リージュ：あ、あ、あ、あ……（←可愛かわいさのあまり悶もだえている）。

ＧＭ：そしてアンバーは、リージュにぎゅっと抱だきつきます。「リージュ、いっぱいいっぱい、ありがとう」

リージュ：じゃあ、抱きしめ返します。「アンバーちゃん、勝手に自立させるための手術を受けさせちゃったけど……いやじゃなかった？」

ＧＭ：「そんなことない。リージュは、ずっと私のために、がんばってくれていた」

リージュ：……良かった。これからは、自分の意志で生きていくことができます。あなたの好きなように生きていけますよ。

ＧＭ：「うん。私に、自分で考えて、生きていける道を与えてくれて、ありがとう」

ヒルダ：私は、アンバーとリージュの頭をポンポンと優しく撫なでよう。「良かったな」

チコ：感動的っす！

ギデオン：（←壁に貼はり付ついたポーズのまま）




　こうして、ビルベリの制せい御ぎよユニットだったアンバーは、ひとりのエクスマキナとして自立したのだった。




リージュ：なるほど。……アンバーちゃん。今、一番の夢はなんですか？

ＧＭ：「大好きなリージュたちと一緒にいたい。今までもそうだったように、今日も明日も、ずっとリージュたちと、一緒にいたい」

一同：うおおおおおおお！　かわいいぃぃぃっ!!

リージュ：アンバーちゃん、ありがとう。素す敵てきな夢ですね。

ヒルダ：夢なんかで終わりにはしないさ。私たちはずっとともにいる。そうだろう？

リージュ：ヒルダお姉様、イケメン……!!（一同笑）

チコ：なんか、リージュお姉ちゃんの雰囲気がいつもと違うっすよ？

リージュ：うふふ、そんなことないですよ？（笑）

ヒルダ：なんか、リージュから熱い視し線せんを感じる気がする（一同笑）。




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：これで、アンバーは自立したエクスマキナになったわけだが……ビルベリの制御とかは、どうなったんだろうか？

ＧＭ：すると、スパーンと勢いきおいよくドアが開かれ、「はっはっは、それについては、吾わが輩はいが説明しよう！」と、オズモッドＫ７が現あらわれます。

ギデオン：来た、オズモッドＫ７！（笑）

リージュ：先生、どうしてここに？

ＧＭ：「感動的なシーンが終わったようなので、ビルベリがどうなったかを説明しておこうと思ってな！」

ヒルダ：（気け圧おされつつ）あ、ああ。よろしく頼む（笑）。

ＧＭ：「アンバーくんを自立させるにあたって、ビルベリの制御機き能のうをパージしなくてはならなくなってな」

リージュ：それは、そうですよね。

ギデオン：連動したままじゃ、アンバーがビルベリから離はなれられないし。

ＧＭ：「うっかりすると、街の動力が暴ぼう走そうして爆ばく発はつしかねないしな」

一同：うぉい！

ヒルダ：そ、そんな危険な状態だったのか。

ＧＭ：「まあ、難むずかしい過程の話は省しよう略りやくしてだな。結果だけ言うと、ビルベリの制御システムを先に改造し、都市内部で自じ律りつ的てきに制御できるようにしたのだ！」

ヒルダ：おお、それはすごい！

ＧＭ：「制御室はビルベリ中ちゆう枢すう部ぶに設せつ置ち！　これで、攻撃を受けても制御室がまっさきにやられるなどという問題は発生しないぞ（笑）」

チコ：安心設計っすね！

ＧＭ：「うむ。このような古代遺い跡せきが簡かん単たんに撃げき沈ちんされては、吾輩も悲しいからな」

ヒルダ：そんな理由での心こころ遣づかいなのか（笑）。

ＧＭ：「そうだ。ビルベリ制御のためのイグニッションキーは、ヒルダ殿に渡わたしておこう。安心したまえ、これでもう暴走の心配もない。ただ……悪用するでないぞ？」

ヒルダ：細やかな気遣い、ありがとう。

ＧＭ：「なぁに。吾輩も古代遺跡の改かい修しゆうに携たずさわれて楽しかった。貴き重ちようなデータが取れたしな！　はっはっは！」

リージュ：ヒルダお姉様は、移い動どう要よう塞さいビルベリのキャプテンに就しゆう任にんですね♪（笑）

ヒルダ：役やく職しよく名めいはともかく、これも領主の務つとめだな。

チコ：じゃあ、オイラはオペレーターやるっす！

リージュ：あたしは副官役でしょうか？

ギデオン：リージュは戦せん闘とう班はん長ちようだろ。で、エネルギー砲ほう台だいのトリガーを握にぎってる（笑）。




　どこの宇う宙ちゆう戦せん艦かんですか!?




ヒルダ：それにしても……何から何までしてもらって、ルドルフ殿にはどうやってお礼をさしあげればいいのか分からないな。

ＧＭ：「いえいえ。僕ぼくはこの大陸から戦争がなくなって欲しいと思ってます。危険な兵器としてではなく、安全で便利な機械としてビルベリを扱あつかってくださるのなら、それで本望なんですよ」と笑います。

ギデオン：ルドルフは優ゆう秀しゆうなゴーレム技師だが、戦争に利用される可か能のう性せいが高いせいで、母国に帰れないんだ。

チコ：おお！　そういえばそんな設せつ定ていだったっす。

ギデオン：だから、俺らが戦争の火種をなくせば、それが一番の恩おん返がえしになると思うぞ。

ヒルダ：……ギデオン。ずいぶんとルドルフさんについてくわしいじゃないか（一同笑）。

ギデオン：……いろいろあったんだよ。




　ギデオンのプレイヤーである菊池さんは、『ブレイク』ではマルドールだった頃の彼かれの亡命に手を貸かし、『デスマーチ』ではドランとして改造をされるなど因いん縁ねんがあるのです。




ヒルダ：まあいいや。ルドルフに向かって「ビルベリを悪用なんかしたりしないさ。約束する」と言おう。

ＧＭ：では、「ええ。信じていますよ」とルドルフが顔で返したところで、このシーンを終了にしましょう。







◆Opening 04◆マルセルの作戦




　アンバーの手術も終わった。

　これでグラスウェルズに行った目的はすべて果たしたことになる。

　ここからが、アルディオン大陸の存そん亡ぼうを賭かけた大作戦の始まりなのだ。




ＧＭ：次は、ヒルダのシーンになります。ただし、全員登場で場所はノルウィッチ城。ぶっちゃけますと、みなさんが抱かかえている情報を、フェリタニア合衆国の偉えらい人に説明するシーンを想定しています。

ヒルダ：フェリタニアの偉い人というと……。

リージュ：当然、女王のスリス様ですね。それから城じよう主しゆのイザベラ様。

チコ：あとは『デスマーチ』のメンバーっすね。アキナさん、マルセルさん、ギィさん。

ギデオン：ドランは!?（笑）




　それぞれどんな人物かは次のコラムで確認してくださいませ。
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ギデオン：で、偉い人に何を話せばいいんだ？

ヒルダ：当然〝偉大なるヒース〟のことは話すとして……。

リージュ：ナヴァールさんから訊きいた話はひととおりした方がいいと思います。

チコ：ビルベリの話もしておいた方がいいと思うっす！

ヒルダ：まあ、そんなところかな？　会話中に思いつけば、それも話すってことで。

ＧＭ：では、ノルウィッチ城で会議を行なうシーンに入りますね。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：みなさんの要よう請せいにより、スリスやマルセルたち……フェリタニア合衆国の重じゆう鎮ちんとの会議の場が設もうけられることになりました。場所はノルウィッチ城の会議室です。

ギデオン：元は敵てきの中ちゆう枢すうみたいなところだったのに、なんか来き慣なれちゃったなあ（笑）。

チコ：諸しよ行ぎよう無む常じようっすねぇ。

ＧＭ：広い会議室の長いテーブルの上かみ座ざにスリスが。スリスから見て左側にフェリタニアの重鎮たちが、その正面にみなさんが並ならんでいます。

ヒルダ：な、なるほど。緊張するな。

ＧＭ：なお、アキナはスリスの真後ろに立って、鞘に入った大だい剣けんをどっかりと身体の前に立てています。何かあればスリスを守って戦えるようにしてあるわけです。

ギデオン：こ、こえー!!

ＧＭ：マルセルが「申もうし訳わけないが、形式を整えねばならんこともあるのでな」と言います。

リージュ：お気遣いありがとうございます（笑）。

チコ：マルセルさんは苦労性っす（笑）。

ヒルダ：では、私からスリス陛下たちに話をしよう。「最初に……このたび、アンバーとビルベリの改造を行ない、両者の分ぶん離りに成功した。これでもう暴走はしない」

ＧＭ：スリスは「では、ひと安心です」と安あん堵どした顔になります。

リージュ：これからは、ひとりの友達としてスリスさんと面会したいって言っていました。

ＧＭ：「そう、それは嬉うれしい申し出です」と優しく微笑んだあと、「だが、話はそれだけではないのでしょう？」と表ひよう情じようを引ひき締しめます。

ヒルダ：はい。ここからが本題です。信じられないかもしれませんが……今、この大陸は世界から切きり離はなされようとしているのです。

ＧＭ：すると、マルセルが苦い顔で「そうらしいな」と言います。「ベネット殿から話は聞いている。このままでは、未み曾ぞ有うの大だい災さい厄やくが訪おとずれるとな」

一同：あらら……。

チコ：（ひそひそ）オイラたちが命がけでつかんだ情報をすでに知ってるっす！

ヒルダ：（ひそひそ）いや、ここはマルセル殿が事じ情じようを知っている方が話が早いだろう。

リージュ：ちなみに、ベネットさんはなんて言ってたんですか？

ＧＭ：マルセルが震ふるえ声ごえで言います。「ナヴァールからの伝言で……『適てき切せつな対たい策さくを取れ』……それだけだ」

一同：…………。

チコ：そ、それはマルセルさんをナヴァールさんが信しん頼らいしてるってことっすよ！（笑）

リージュ：さ、さすがマルセルさんです!!（笑）

ギデオン：ナヴァールの懐ふところ刀がたなと呼ばれるだけのことはあるな！（笑）

ヒルダ：こら！　止やめて差し上げろ（笑）。




　マルセルさんを励はげます（笑）『ゲッタウェイ』のみなさん。




ＧＭ：マルセルは「いいんだ、フォローしてくれなくても……」と言います（笑）。「それより、ナヴァールが言っていたという情報をなるべく正確に聴ききたいのだが」と。

リージュ：えーと……「エル・ウルフリック・ミンスターに〝偉大なるヒース〟を植えると、アルディオンがエリンに固定される」そうです。

ヒルダ：それで、ピアニィ様が自由に動けるようになると言っていたな。

チコ：これは〝偉大なるヒース〟のお爺ちゃんから聞いた話っすけど、オイラが願えば、〝偉大なるヒース〟は大地に根づくことができるらしいっす！　ただ、アルディオンを固定するほどに、大きく成長させるためには……。

ＧＭ：そこまで言うと、スリスは「分かっています。古き盟めい約やくに従したがい〝偉大なるヒース〟と契約を結ばねばならないのですね」と言います。

一同：おや？

ヒルダ：なんでスリスがそのことを知ってるんだ？

チコ：あっ！　そうか！　スリス陛下たちは、メルトランド王家の人間だから、その辺の事情にくわしいっすね？

ＧＭ：そのとおりです。古き盟約については、イザベラがこう説明します……。




　イザベラは語った。

　メルトランド王国の先せん祖ぞの約半数はエリンディルからの移い民みんであったこと。

　その移民のうち、メルティという女性がウルフリックの名みよう代だいとして、この地の守しゆ護ご神しんであったエリカと盟約を交わし、この地へ移い住じゆうすることを許ゆるされたこと。

　そして、盟約の代だい償しようとして、ウルフリックがメルティに渡していた〝知ち恵えの竜輝石〟をエリカに渡し、この地を守ることを約束したことを。




ＧＭ：「……そのメルティの子孫が、我らメルトランド王家なのだ」とイザベラは締しめくくります。「血ち筋すじは三つに分かれたが、どの世でも必ずエリカの声を聞くことができる者が現あらわれ、この地を守ってきたのだ」

ヒルダ：なるほど。

ＧＭ：「だが、この戦せん乱らんの始まりのときに、寿じゆ命みようが訪おとずれ、エリカは枯かれたのだ」

ギデオン：『ブレイク』一巻の話だな。

チコ：そうっすね……そして今、オイラの頭に生えてるわけっすが。

ＧＭ：ここで、スリスが口を挟はさみます。「そう言った意味では、私はメルトランドの正しき女王ではありません。エリカと契約はしていませんし、契約を交わす際に使われたという〝知恵の竜輝石〟の行方も知りません」

ギデオン：そうか。スリスは〝知恵の竜輝石〟がナーシアの手元にあるって知らないのか。

ＧＭ：イザベラは「エリカと盟約を交わすなら、ナーシアを呼よぶ必要があると思う」と言います。スリスも「メルトランドの伝でん統とうを守るのであれば、エリカに選ばれたナーシアを女王にするべきでしょうし、彼女が望めば、私は退たい位いをするつもりです」と言います。

チコ：メルトランド女王を退位して、フェリタニアの統一帝一本に絞るっすね。

ギデオン：まあ、分ぶん裂れつ状態のメルトランドをナーシアに任まかせるというのは悪くない案だな。アベル辺りが歯ぎしりしそうだが（笑）。




アベル・クリード

　メルトランドの王族。ただし、男だん性せいなので王位継けい承しよう権けんがなく。そのせいで反はん乱らんを起こした。現げん時じ点てんで『デスマーチ』シリーズのラスボス候補になっている。
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ヒルダ：なるほど。まずはナーシアと会って話をした方がいいってことか。

リージュ：そうですね。

ヒルダ：ナーシアの行方については、何かご存ぞんじか？

ＧＭ：スリスは「いえ。アガルタ公国のロッシュ様がおくわしいかと」と答えます。

ヒルダ：ナーシアとロッシュは姉弟だから、か。なるほど。

ＧＭ：そして、ここで、伝令のイムイムが部屋に入ってきます。




イムイム・キャリー

　フェリタニアの誇る伝令。『無印』『デスマーチ』を中心に活躍している。
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一同：おっ？

ＧＭ：イムイムは手紙をマルセルに渡し、マルセルは内容を一読するとスリスとイザベラに渡します。マルセルとふたりの間で幾いく度どかの目配せがなされ、やがてマルセルはみなさんにも聞こえるように言います。

ギデオン：なんだなんだ!?

チコ：……イヤーな予感がするっす。

ＧＭ：マルセルが読み上げる内容は次のとおり……。




「アヴェルシアより伝令！　各地に散らばっていた妖魔たちが、エストネルに集結してきているようです。国こつ境きよう線せん沿ぞいでの戦闘が激げき化かしているとの報ほう告こくあり！」




一同：な、なんだってえぇぇぇ!!

ＧＭ：どうやら、エストネル国内で妖魔の動きが活発化、加えて秩ちつ序じよだった行動を取りはじめ、近きん隣りん諸しよ国こくの脅きよう威いになっているとか。

一同：…………。

ＧＭ：さらに、予言者マーリンと名乗る人物が、「簡単には突とつ破ぱさせないよ」と言って回っているとか……。

ギデオン：ど、どストライクじゃねーか!!

ヒルダ：どうあってもチコをヒースの植樹ポイントまで行かせない気か……。

チコ：マーリンのことだからどうせ裏うらに何かの目的を隠かくしてると思うっすが……とりあえず第一の目的はそういう示じ威いだと思うっす。

ＧＭ：報告に驚おどろいていたマルセルでしたが、落ち着きを取とり戻もどし、みなさんの発言の方に興味が移うつったようです。

ヒルダ：じゃあ、我々と〝血の螺旋〟のマーリンの関係を説明しよう。……かくかくしかじかと、『ゲッタウェイ』シリーズのこれまでのお話を語ります。

チコ：特に今回重要な、「マーリンが〝偉大なるヒース〟のことを目の敵にしている」ことを強調するっす。

ＧＭ：みなさんの話を聞くと、マルセルは「なんということだ……」と言って黙だまり込こみます。その外のフェリタニアの面々もシーンとなります。

ギデオン：おいおい、意い気き消しよう沈ちんしてる場合じゃないんだよ。チコもマルセルも軍師だろ？　なんか策さくを出せよ、策を！

ＧＭ：マルセルは、「策は……ある！」と言います。

一同：おおっ！

リージュ：でも……裏うら目めるんじゃ？

ヒルダ：まあまあ（笑）。まず、話を聞こう。

ＧＭ：マルセルの策というのは、「多方向からの同時攻撃による陽動」です。

ヒルダ：……と、言うと？

ＧＭ：「敵が秩序だって行動しているということは、裏を返せば誰だれかの指し揮きで動いているということだ。だから、相そう応おうの軍ぐん勢ぜいを多方面からぶつければ、敵をいくつかの集しゆう団だんに分離させることができる」

リージュ：それはなぜでしょう？

チコ：軍隊はまとまって行動するところに強みがあるっす。だから、まとまった軍勢に攻せめられたら、自分たちもまとまって防ふせぐか、あるいは逃にげないとやられてしまうっす。

ヒルダ：なるほど……敵が防ぼう御ぎよのために陣じん形けいを整える。するといくつかの集団に別れるから、集団の間に隙すき間まができる。その隙間を突破する、というわけか。

ＧＭ：「うむ。ただ、この策を実じつ現げんするにはふたつの問題がある」と、マルセル。

ヒルダ：ふたつの問題？

ＧＭ：「そうだ。まず、第一にまとまった戦力をぶつけるだけの軍勢が必要だ。それも、攻こう撃げき側がわが逆ぎやくに包囲されないように、多方面から攻せめ込こむ必要がある」

一同：…………。

ＧＭ：「これについては、他国の協力を要請してみる手があるだろう」とマルセル。アキナも「ゴルフォードのゲオルグさんに協力を頼たのんだらどうでしょう？」と案を出してきます。

ヒルダ：グラスウェルズなら、私のコネも使えるかも。

チコ：ロッシュさんにも協力を頼んでみるっす！

ギデオン：あちこち回って顔が広くなったことがここにきて役立つとは！（笑）

ＧＭ：マルセルはもうひとつの問題に触れます。「加えて、チコを目的地に高速で運はこび込こまねばならない。どれだけ多方面から攻撃しても、敵はチコの到着さえ防げばいいのだ」

ギデオン：じゃあ、転送石を使えば？

ＧＭ：「無理だな。敵が魔ま法ほう結界などで防いでいないとは思えんし、そもそもエル・ウルフリック・ミンスターを目標にした転送石などはない」とマルセル。

ヒルダ：私たち四人で突とつ入にゆうしてみるというのは？

ＧＭ：「妖魔が分ぶ厚あつく守っている中を、少数で突破できる可能性は低い……」とマルセル。「要するに、チコとそれを守る仲間を載のせて、高速で移動できる、妖魔の防御を踏ふみ越こえていけるような乗り物でもあればいいんだが、そんな都合のいいものは……」

チコ：あるっす。

一同：…………。

チコ：乗り物ならあるっすよ。

ＧＭ：「な、なんだってぇー！」と、マルセルはチコのセリフに驚きよう愕がくします（笑）。

ヒルダ：……あ、あるな。私たちにはその乗り物がある！

リージュ：そういえばそうでした！

ギデオン：……ま、まさかその乗り物って？

チコ：もちろんあれっすよ。




　軍師、チコは策を示しめした。




「ビルベリで妖魔の防ぼう御ぎよ網もうを突破するっす！」




ギデオン：ビルベリで妖魔の防御網を突破!?　……それはかなり燃える展開だぞ！（笑）

リージュ：それですよ、チコちゃん♪

ヒルダ：これまでの流れからも、それしかない！　……と思うんだが。だが、ルドルフとの約束をさっそく破るはめになってしまうわけか。うーん、ままならないものだな。

ギデオン：まあ、世界が滅びるのを防ぐためさ。

チコ：平和のためにビルベリを使うんだから、ルドルフさんもわかってくれるっすよ。

ヒルダ：そうだな。まずはみんなが生き残ることだ。彼には後で、いくらでも謝ろう（笑）。

ＧＭ：……というところで、シーンを切きり替かえたいと思います。







◆Opening 05◆国こつ境きようにて




　アヴェルシアとエストネルの国境付近。

　そこで新たな動きがあった。




ＧＭ：ここでマスターシーンを挟みたいと思います。

一同：お？

ＧＭ：場所は、アヴェルシアとエストネルの国境付近。アヴェルシアへと踏ふみ入ろうとしている妖魔の軍勢を、アヴェルシアとフェリタニアの連合軍が押おしとどめているところです。




　アヴェルシアとエストネルの国境付近では、アヴェルシアとフェリタニアの連合軍と妖魔の軍勢が戦いを繰くり広ひろげていた。

　だがここに来て妖魔の数が増え、行動が組織的になった。

　このままでは人間の軍隊が持ちこたえられなくのは時間の問題だろう。




リージュ：このままだと攻せめるどころか、守り続けるだけでも危あやういんですね……。




　妖魔の軍勢の中で、ひとりの少年が邪悪な笑みを浮うかべて戦せん況きようを眺ながめていた。

「この地に集え、妖魔たちよ」

　少年の声に呼こ応おうするかのように、陸から、空から、妖魔が集まってくる。




一同：マーリンだっ！

ＧＭ：よくお分かりですね。私は「ひとりの少年」としか言っていないんですが（笑）。

チコ：このタイミングで登場するのは、マーリンしかいないっすよ！（笑）

ヒルダ：そもそも、これだけネタを振ふってあれば……ねえ（笑）。

ＧＭ：まぁ、みなさんのご推すい察さつのとおり、少年とはマーリンのことですが……。




　マーリンは、瑠る璃り色いろの瞳ひとみに愉ゆ悦えつの色を宿して、ぽつりと呟つぶやく。

「もうすぐだ。もうすぐ、〝もうひとつの石〟を手に入れるための舞台が整うぞ……」




リージュ：〝もうひとつの石〟を狙ってるみたいですね？

チコ：あれ？　マーリンの目的はアザゼルとベリアルの復ふく讐しゆうだったような……？

ヒルダ：さすがに本人に確認してみないことには、真意は分からないな。

ＧＭ：それでは、マスターシーンを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆再会の約束




　ノルウィッチ城じよう郊こう外がい。

　そこに巨きよ大だいゴーレムでもある都と市しビルベリが鎮ちん座ざしていた。

　かつてメルトランド国内を暴ぼう走そうしていたその脚あしで、今度はエストネルへの特とつ攻こうをかけようというのだ！




ＧＭ：ではミドルフェイズ最初のシーンです。

ヒルダ：ところでＧＭ。

ＧＭ：なんでしょう？

ヒルダ：ビルベリに愛着がある人たちもいるだろうし、その人たちに断ことわりなくビルベリを使うわけにはいかないと思うんだ。

ＧＭ：なるほど。

リージュ：そうですね。せめて断りを入れないと。

ＧＭ：分かりました。では住民との対話のシーンを作りましょう。舞ぶ台たいはビルベリの広場。シーンプレイヤーはヒルダで。登場したい人は自じ己こ判はん断だんでどうぞ。

ヒルダ：了りよう解かいだ。

リージュ：あたしも登場します。

チコ：オイラも出るっす！

ギデオン：まあ、登場しないわけにはいかんな。

ＧＭ：分かりました。全員登場ということで進めます。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では「今日はヒルダ様から話があるそうだ」と伝達が回り、住人たちが巨大ゴーレムとしての姿をさらすビルベリに集まってきました。天気は良く、すぐ近くにノルウィッチの高い城壁が見えます。

ヒルダ：見晴らしいいんだなあ。

ＧＭ：集まって来た住人のなかには警けい備び隊たい長ちようであるレイチェルもいます。




レイチェル・コンテ

『ゲッタウェイ』二巻かんで初登場したＮＰＣ。元からビルベリの警備を担たん当とうする騎き士しだった。今はヒルダの部下。
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ＧＭ：その他にも見知った面々がいますよ。

リージュ：ビルさんとベリィさんは。

ＧＭ：います。




ビル＆ベリィ

『デスマーチ』七巻に登場。ビルベリの守しゆ備び隊たいの任にん務むに従じゆう事じしている、ドゥアン（有角族）の男だん性せいとヴァーナ（猫族）の女じよ性せいのコンビ。
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ヒルダ：うっ！　なんだか、だんだん緊きん張ちようしてきた（笑）。

リージュ：ヒルダお姉様、がんばって！

ＧＭ：集まった領りよう民みんはヒルダに訊たずねます。「領りよう主しゆ様、今日はどんなお話で？」

ヒルダ：では、言おう。「私わたしたちは、世界を救うために、エストネルに向かわねばならなくなった」

ＧＭ：町の住民は、話についていけず「ぽかーん」となりますね（笑）。




「実は今、エストネルは妖よう魔まが集まっていて、非ひ常じように危き険けんな状じよう態たいにある。

　私たちが生身で向かうには、あまりにも危険すぎる地だ。

　そのために、このビルベリを移い動どう要よう塞さいとして活用したいと思っている」




ＧＭ：ヒルダの言葉を受け、住人たちは「今度は妖魔が相手か？」とざわめき始めます。

ヒルダ：「今回は妖魔の巣の中に突っ込むようなものだ。だから一般市民は連れて行けない。だから、ビルベリの騎士や兵士を除のぞく一般市民には、どうかノルウィッチにいて欲ほしい」と言おう。「私もリージュもチコもギデオンも、必ず戻もどってくるから」

ＧＭ：住民のひとりが歩み出ます。「……その役やく割わりは、領主様たちでないと、できないことなのか？」

ヒルダ：うーん……どう答えようか……？

チコ：（声をひそめて）〝偉い大だいなるヒース〟を復ふつ活かつさせる件けんは言わない方がいいっす。たぶん。

ギデオン：（声をひそめて）メルトランド国内の保ほ守しゆ派はに邪じや魔まされるかもしれん。ここは黙だまっておいた方がいいだろう。

ヒルダ：じゃあ、ビルベリのみんなにはなんて言いわけする？

チコ：エストネルの妖魔を攻こう撃げきする……でいいんじゃないっすかね？

ヒルダ：なるほど……。

リージュ：それから、町の人たちからの問いには、「自分たちがやるべき仕事なんだ」って答えていいと思います！

ヒルダ：了解だ。では町の人たちに言おう。「私たちがやるべき……いや、やりたいことなんだ。エストネルの妖魔を放置してはおけない。これは私たちの仕事だ！」

ＧＭ：住人たちは、必死に言いい募つのります。「俺おれたちは、その手伝いくらいしたいんだよ！」「いつも守られてばかりで……たまには、恩おん返がえしがしたいんだ」

ヒルダ：（優やさしく諭さとすように）戦いに赴おもむく者、日にち常じようを守る者……人にはそれぞれ役割がある。今回、お前たちには、私たちが帰るべき場所を守っていて欲しいのだ。

ＧＭ：「領主様……」




　シーンと黙だまり込こむビルベリの住民たち。

　たたみ掛かけるようにヒルダは言う。




ヒルダ：そう。たとえこのビルベリという移動都市が失われても、みんなが生きていてくれさえすれば、私はビルベリの領主として戻ってこられるのだ。

ＧＭ：住人たちはしばらくざわめいたあと、「なら、領主様、俺たちに命令をしてくれ。そうすれば、俺らは喜んで従したがう」と言います。

ヒルダ：分かった。……ビルベリの民よ！　ノルウィッチにて、我われらの帰き還かんを待て！
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ＧＭ：住人たちは笑って、「了解だ、領主様」と頷うなずきます。そして「ちゃんとみんなで戻ってきてくれよ？」と（笑）。

ギデオン：はっはっは。ちゃんと欠けることなく帰ってくるに決まってるだろう？（笑）

チコ：……誰だれかひとり欠けそうなフラグは立てないで欲しいっす！（笑）




　埋められエンドを警戒するチコでした。




ＧＭ：「ヒルダ様、俺らが降りたあと、こっそり行くのはなしにしてくれよ？」

ヒルダ：ああ、勝手にいなくなったりはしない。ちゃんとお前たちに見送ってもらうさ。

ＧＭ：では、約束を交わし、住人たちが降りるための準じゆん備びに着手したところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆協力を得るために




　エル・ウルフリック・ミンスターへはビルベリを使って向かうことに決まった。

　だが、エストネルは妖魔が跋ばつ扈こする地になっている。

　もうひとつの条じよう件けんを整えねば、〝偉大なるヒース〟の復活は成せないのだ。




ＧＭ：では、次のシーン。全員登場でお願いします。シーンプレイヤーはギデオン。

一同：はい。

ＧＭ：スリスたちとの会議のあと、ビルベリは慌あわただしくなりました。

ヒルダ：非ひ戦せん闘とう員いんであるビルベリの民が、ノルウィッチへと移動を開始したのか。

ＧＭ：そのために荷に造づくりをしているような段だん階かいですね。さらに、志し願がん兵へいたちが乗のり込こんで来ている状じよう況きようです。

リージュ：降りる人と乗る人とで、慌ただしくなっているんですね～。

ＧＭ：そうですね。志願兵たちはレイチェルが指し示じを出し、とりまとめています。

リージュ：きっと、ビルさんとベリィさんもお手伝いしてくれてますね♪

チコ：オズモッドＫ７先生やマルドール……じゃなかった、ルドルフさんは？

ＧＭ：さすがにビルベリから降りますよ。彼かれらは戦闘員ではありませんから。

チコ：了解っす。

ＧＭ：それから、ヴィクトリオとアナリタも降ります。彼らも戦闘能のう力りよくはありませんから、みなさんの足手まといにならないように降りるそうです。
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ヒルダ：そうか。ヴィクトリオさんも前領主としていろいろな感慨があるだろうなあ。

ＧＭ：さて、話を進めますよ。この先、ビルベリを使ってエル・ウルフリック・ミンスターまで乗のり込こむわけですが、それはＦＳ判はん定ていを使って表ひよう現げんすることになります。

ヒルダ：ふむふむ。

ＧＭ：もちろん、みなさんだけでＦＳ判定に挑いどむこともできますが、事前に協力者を募つのってから挑んだ方が、いろいろと楽になります。

ヒルダ：協力者を募る……？

チコ：マルセルさんが言ってた、他国からの援えん軍ぐんっすね。

ギデオン：それはフェリタニアの仕事じゃないのか？

ＧＭ：もちろんフェリタニアは様々な実務をします。ただ、世界に向けて今回の出兵の大義を宣伝するために、フェリタニアの立場に立たない人間が正統性を説く必要があるというのがマルセルの考えです。

チコ：なるほど……。マルセルさんは気配りが細かいっすねぇ（笑）。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではここからがこのシーンの本題です。みなさんが各国に趣おもむいて、援軍の要よう請せいをする、そのための計画を立案する、というイベントの開始です。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は再びノルウィッチ城の会議室。今回はマルセルなど、エンジェルファイヤーのメンバーが相手です。

ヒルダ：なるほど。

リージュ：それで、その援軍のみなさんにはビルベリに一緒に乗ってもらうことになるんでしょうか？

ＧＭ：いえ、チコがエル・ウルフリック・ミンスターに乗り込んで、〝偉大なるヒース〟を復活させために、妖魔の軍ぐん勢ぜいをひきつける役割をお願いすることになります。

ヒルダ：そうか……そういう話だったな。

チコ：ううっ、オイラ、責せき任にん重大……。

リージュ：援軍の要請は、どこにすればいいんでしょう？　あたしたちが今まで仲良くなった人たちにお願いするんでしょうか？

ＧＭ：みなさんが援軍を頼たのめそうな国は、次のとおりです。




・レイウォール王国

・グラスウェルズ王国

・アガルタ公国

・ゴルフォード王国

・ベルリール王国




ヒルダ：あれ？　アヴェルシアは入ってないの？

ＧＭ：アヴェルシアは現げん在ざい対たい妖よう魔まの最前線であり、フェリタニアと共同で動いているので説得の必要がありません。もちろん、フェリタニア合衆国も説得しなくていいです。

ヒルダ：なるほど。




アヴェルシア王国

　ピアニィの母親の出身国。現在の国王はかつてのアヴェルシア王の子、ウィルフレッド。『アクロス』のＰＣであるエルザがウィルフレッドの後見についている。エルザの生家であるブルックス家とは太いパイプを持ち、フェリタニアと非常に近い関係にある。




リージュ：レイウォールはリディルさんが国王になったんですよね？　だったら、お願いしやすいです。

ＧＭ：えーと。実は時じ系けい列れつ的にリディルはまだ王位には即ついてないんです。

一同：あらま！

ＧＭ：でも、みなさんは〝偉大なるヒース〟の予言を聞いているので、そういう前提で話を進めてかまいませんよ。

ギデオン：なるほど。分かった。

ヒルダ：我われ々われの立場だと、レイウォールだけじゃなくグラスウェルズも交こう渉しようしやすいな。

チコ：アガルタ公国はロッシュさんがいるから、交渉に行きやすいっす！

ギデオン：ゴルフォードやベルリールには、俺らが面めん識しきのあるヤツがいねぇなぁ……。

チコ：おっちゃんはゴルフォードの出身っすよね？

ギデオン：だ、か、ら、なおさら肩かた身みが狭せまいんだよ！（笑）

ＧＭ：ことの次第を知ったアキナが「ゲオルグさんならばきっと協力してくれますよ！」と太たい鼓こ判ばんを押おしています。

ギデオン：……手紙書いてくれるんだっけ？　なら交渉にいく価か値ちはあるかもな。

ＧＭ：ベルリールに関しては、小国ではあるものの、少数精せい鋭えいの呼よび声ごえが高いので、協力をこぎ着けられれば……という感じですね。

ヒルダ：アンスラのバックについているのは、『アリアンロッド・サガ シナリオ集　ベルリールの鉄巨神』を遊んでくれたユーザーさんたちのＰＣだ。弱いわけがない！（一同笑）




『ベルリールの鉄巨神』

『アリアンロッド・サガ シナリオ集　ベルリールの鉄巨神』（ゲームフィールド刊かん）のこと。ベルリールの女王アンスラを支ささえているのはシナリオに参加したＰＣたちなのだ。




チコ：たしかに。あのシナリオ集をクリアしたＰＣさんなら、素す晴ばらしい戦力になりそうっすね（笑）。

ヒルダ：援軍要請も大事だが、ナーシアの行方ゆくえも捜さないといけないんじゃないか？

ギデオン：ナーシアの行方なら、ロッシュかアンソンが知ってるんじゃねぇの？

ヒルダ：それもそうか。では、各国に交渉にいったときに、訊きいてみることにしよう。

ＧＭ：なお、時間の猶ゆう予よは、あまりありません。志願兵は着々とビルベリに乗ってきていますし、何より、ピアニィがいつまでもアルディオンを押おさえてはおけないので……。

ヒルダ：手分けをして交渉に行くことになるのか？

ＧＭ：はい。具体的には、ひとり２シーンまで登場可か能のうです。帝紀八一六年の一月頭にはエストネルに向けて進軍できないとピアニィが保ちません。

ギデオン：……ふむ。

ＧＭ：王に謁見するための手続きや、各国の軍の出動の準備なども考えて、みなさんが交渉に費やせる期間はおおよそ２シーンということにしました。

リージュ：大変ですね。

ヒルダ：こういうことには時間がかかるものさ。

チコ：けど、五カ国を回るのに、ひとり２シーンまで登場できるなら、いろいろやれることはありそうっす。

ＧＭ：さらに……（と言いつつ、手元から五枚のカードを取り出す）。

ギデオン：なんだ？　この単語の書かれたカードは？

ＧＭ：今回の説得に使うプレイヤー向けのギミックで〝交渉リソース〟と言うものです。〝交渉リソース〟は、それぞれ各国向けの説得の方針や、そこで発生するイベントなどと関わりがある、三つのキーワードで構成されています。

ヒルダ：なるほど。

ＧＭ：ひとつの国に向かうごとにひとつの〝交渉リソース〟を選べます。適切なものを選択し、書かれているキーワードを使って会話すると、国王や大公を説得する判定に＋５のボーナスがつきます。

ヒルダ：それは大きい！

チコ：このキーワードのどれを使ってもいいんすか？

ＧＭ：はい。ひとつでも使えばＯＫですよ。




　なお、各〝交渉リソース〟のキーワードは次のとおりです。




Ａ．「遺志、ゴーダ伯、幻竜」

Ｂ．「好意、聖樹、新興」

Ｃ．「復活、初めまして、再会」

Ｄ．「古強者、手紙、お疲れさま」

Ｅ．「一年越し、お願い、切り札」




ギデオン：……なんかひとつだけ「ハズレ」っぽいのが入ってるんだが（笑）。

ヒルダ：お養父様の名がある「Ａ．」はグラスウェルズ、「Ｂ．」はアガルタ公国、「Ｅ．」はレイウォールだとして、「Ｃ．」と「Ｄ．」はどこだろう？

チコ：たぶん「Ｃ．」は国が復活したばかりのベルリールっす。「初めまして」と「再会」が同居してるのが、気になるっすけど（笑）。

ヒルダ：「Ｄ．」はゴルフォードかな……。

リージュ：そうですね。「復活」がベルリールで「古強者」がゴルフォードでしょうね。

ギデオン：それで「Ｄ．」の「お疲れさま」はなんなんだ!?（笑）

ＧＭ：それはまあ、行ってみてのお楽しみということで。

ギデオン：くっそー！　たぶんこれを持って行くのは俺だからなあ（笑）。

チコ：おっちゃんの故郷っすからねぇ。

ＧＭ：そして、イザベラが「レイウォール併へい合ごう時に、緊きん急きゆう用として置いてあった、ノルドグラム行きの転送石が残っていた」と持ってきます。




レイウォール併合時

　フェリタニア母体となったアヴェルシアと最初に協力者となったメルトランドは、それぞれ、レイウォールに併合されたり占せん領りようされたりした過か去こがある。




チコ：そんな鹵ろ獲かく物ぶつがあったっすか！

ＧＭ：「事じ態たいが事態だ。使うといい」

チコ：他国からノルドグラムに行くのに使えるっすか？

ＧＭ：「レイウォールには話を通しておく。レイウォールもアキナに縁えん談だんを持ちかけてくるなどフェリタニアと仲良くしたがっているから大だい丈じよう夫ぶだ」と、イザベラが請うけ負おいます。

チコ：縁談って、『デスマーチ』九巻の話っすね。

リージュ：なるほど、そういうことなら転送石は使えそうですね。

ヒルダ：……そうなると、みんなで手分けして四カ国を回り、最後にレイウォールで落ち合うのがいいかな。

ギデオン：でも、それだと判定に失敗した場合、その国の協力は得られないぞ？

チコ：こういうレギュレーションなんだから、全部の国から協力が得られなくてもしかたがないと思うっす。

ギデオン：それもそうか。じゃあ、とりあえず、誰がどこへ行くかを相談しようぜ。




　……そして相談の結果、次のような担当になりました（［ ］内は選んだ〝交渉リソース〟）。




ヒルダ：グラスウェルズ王国［Ａ．］

リージュ：ベルリール王国［Ｃ．］

チコ：アガルタ公国［Ｂ．］

ギデオン：ゴルフォード王国［Ｄ．］
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ヒルダ：……そして最後にそろってレイウォールに行く、と。

チコ：その頃にはリディルお姉ちゃんが女王になることが決まってるっすね（笑）。

ＧＭ：なお、ベルリールにはマルセルが、ゴルフォードにはアキナが紹しよう介かい状じようを書いて渡してくれます。

リージュ：マルセルさん。ありがとうございます。

ヒルダ：では、各自出発しようか。

リージュ：はい！　そして、各自、転送石を使って、レイウォールで落ち合うんですね！

ギデオン：了解。ま、お互たがいがんばろうや。

チコ：おっちゃんの口から「がんばろう」なんて言葉が出るなんて!?（笑）

ギデオン：たまには言ったっていいだろ!?　最終回なんだぞ！（笑）

ＧＭ：それでは、シーンを終了します。







◆Middle 03◆グラスウェルズにて




　こうして、ヒルダはグラスウェルズの首都ベルクシーレへとやってきた。

　国王フィリップにとって命の恩おん人じんとなったヒルダは、すんなりと謁えつ見けんが許きよ可かされた。
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ＧＭ：では、ここからは各国へ協力を要請して回るシーンになります。まずは、ヒルダから。

ヒルダ：は、はいっ！

ＧＭ：グラスウェルズの首都ベルクシーレへとやって来ました。ヒルダはフィリップの命の恩人なので、あっさりと謁見が叶かない、宮きゆう殿でんの謁見の間へと通されました。

ヒルダ：はい……（神しん妙みような面持ちになる）。

ＧＭ：謁見の間といっても、セレモニーなどを行なう広間ではなく、会議用の部屋です。それでも、学校の教室分くらいの広さはあると思ってください。

ヒルダ：わ、分かった。

ＧＭ：その部屋の上かみ座ざにはフィリップが座ざし、背はい後ごには、王国軍ぐん師しのアンソンや、幻げん竜りゆう騎き士し団だん団だん長ちようのリシャールなど、重じゆう鎮ちんたちの姿すがたがあります。フィリップは「レディ・ゴーダの方から来てくれるとは思わなかった。嬉うれしいよ」とにこやかに微笑みます。
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ヒルダ：くっ！　直ちよく接せつ謁見する立場なんかじゃなく、この部屋の調度品としてフィリップ陛下を眺ながめていたい……っ！（一同笑）

一同：おいっ！

ギデオン：……浸しみ出てきたか「渋沢さん」！（笑）。

ヒルダ：おっと、現げん状じようをかいつまんで説明してから、協力をして欲しい旨を告げよう。

ＧＭ：なお、派は兵へいの交渉の後、【精神】で判定していただきます。難易度20です。

ヒルダ：20!?　難易度高いな！

チコ：ヒルダお姉ちゃん、がんばるっす！　お願いをするっすよ！（笑）

ヒルダ：ああ、やるしかないな。「……というわけで、〝偉大なるヒース〟を根づかせてアルディオンを救うため、各国から兵を募っているのです」……おっと、それから「亡き義父ゴーダ伯の遺志でもある平和を実現するためお力をお貸しください」

ＧＭ：お見事。グラスウェルズの〝交渉リソース〟はＡで正解。キーワードも使ってくれましたし＋５の修正を加えてください。

ヒルダ：よし！　だが、まだ不安なので交渉の判定に＋１Ｄできる《オピニオン》も使うぞ。（ダイスを振る）……達成値22で成功だ（笑）。

ＧＭ：フィリップは少し考えたあと、「アンソン」と背後に控ひかえるアンソンに声をかけます。




「我わが国くには、いかほどの兵を送ることができるか？」

　フィリップからの問いかけに、アンソンは地図を広げて説明を始めた。

「現在、南部地方は、神しん聖せいアンリ帝てい国こくが脅きよう威いとして立ち塞がっている状態です。対たい抗こう手しゆ段だんとして駐ちゆう屯とんさせている白竜騎士団を南部地方から動かすことは、さすがに厳きびしいかと」

「ふむ……」

　表ひよう情じようを曇くもらせるフィリップ。しかし、アンソンはニコリと笑ってみせる。

「しかし、陛下には、もうひと振ふりの剣けんがございますれば、そちらをお使いください」




ギデオン：おっ、さすがはアンソン！　優ゆう秀しゆうじゃないか！（一同笑）

ヒルダ：だから、なぜギデオンがそんなにアンソンを持ち上げるんだよ（笑）。

ＧＭ：アンソンからの進言に、フィリップは頷きます。「幻竜騎士団を動かせばよいということだな。ならば、指し揮きは余よが執とろう」

ヒルダ：えっ!?




　みずからも出しゆつ陣じんするというフィリップの言葉に、さすがのアンソンも渋しぶい顔になる。

　だが、フィリップは言い放った。

「世界の危き機きなのだろう？　つまりグラスウェルズの民を守ることでもある。余もともに立ち向かわなくてどうするのだ」

　凛り々りしい表情のフィリップ。アンソンはすっと跪ひざまずき、頭を垂たれた。




ギデオン：（アンソンになり）「仰るとおりです、フィリップ陛下」

ＧＭ：という感じですね（笑）。

ヒルダ：（机つくえに突つっ伏ぷして）うぉぅおぅ！　フィリップ陛下は、本当にご立りつ派ぱになられた!!

チコ：渋沢さんが萌もえツボを突かれたっぽいっすよ（笑）。

ＧＭ：その話を聴きいたリシャールも同行を申し出ます。そしてアンソンの他、セシルとコーディも一緒に行くそうです。

リージュ：セシルやコーディも!?　顔ぶれが豪ごう華か！

チコ：あれ？　でも、そうすると、ベルクシーレは……。

ギデオン：（アンソンになって）ニッコリと笑ってアンソンは言うんだ。「そういうことで、あとは任まかせたよ、カテナ！」

一同：ですよねー（笑）。

ＧＭ：「僕ぼくらの留る守す中は、エゼルバルドと一緒にがんばれ！」って感じですね（一同笑）

チコ：アンソンさん、ちゃっかり書類仕事とかを押おしつけたっすね（笑）。

ヒルダ：フィリップ陛下……ご助力、感かん謝しやします。

ＧＭ：「世界を救うための助力を惜おしむような、グラスウェルズではないさ」

ヒルダ：……そうですね。よろしくお願いします。

ＧＭ：ここでカテナが「〝偉大なるヒース〟を植えるのだな？」と確かく認にんするように問いかけてきます。

ヒルダ：ああ。

ＧＭ：カテナは「ならば、ナーシアと連れん絡らくを取らねば……」と言います。

ギデオン：あ、そうか『ブレイク』のメンバーなら〝偉大なるヒース〟の件は知ってるな。なにせ枯かれたときにそこにいたんだから（笑）。

ヒルダ：カテナ殿どのは、ナーシアの行方をご存ぞんじで？

ＧＭ：カテナはアンソンと顔を見合わせたあと、首を横に振ふります。「いや。最近は連絡が取れていない」

ヒルダ：そうか……。

リージュ：ナーシアさん、連絡が途と絶だえてるんですか。ちょっと不安ですね。

ヒルダ：どうしたんだろう……ナーシア。

ＧＭ：さて、どうなっているのでしょう？　では、この辺でシーンを終了します。







◆Middle 04◆アガルタ公国にて




　チコは久ひさ方かたぶりにアガルタ公国中心地、シャールズベリの地を踏ふんだ。

　最後にここへ来たのは、アガルタ公国包ほう囲い網もう戦の頃ころだっただろうか？

　そんなことを考えていたチコを現げん実じつに引ひき戻もどしたのは……。
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ＧＭ：次はチコ。アガルタ公国の本ほん拠きよ地ち、シャールズベリまでやってきました。

チコ：はいっす。ロッシュさんに謁えつ見けんを申し込むっすよ～。

ＧＭ：では、チコは『デスマーチ』八巻の時にも訪れた、ロッシュの屋敷にたどり着きました。チコの来らい訪ほうを、ロッシュは「いらしゃい、チコ」と快こころよく迎むかえてくれます。

チコ：お久しぶりっす～。

ＧＭ：「今日はひとりで来たのかな？　もしかして、以前僕が提案したように、アガルタ公国への移い住じゆうを決めてくれたのかな？」（一同笑）

ヒルダ：ロッシュ、案外粘ねばるなぁ（笑）。

チコ：そうじゃなくて、今日は〝偉大なるヒース〟のことで話があって来たっす。




　というわけでチコは事情を説明した。




チコ：で、ここからが本題なんだけど、〝偉大なるヒース〟を植えるために、エル・ウルフリック・ミンスターに行かなくちゃいけないのに、今のままじゃ妖魔が多くて近づけないっす。だから、聖樹復活のために、派兵をお願いしたいっす。

ＧＭ：では判定を。なお、ここも〝交渉リソース〟「Ｂ．」で正解です。

一同：やった！

ＧＭ：やはり説得でキーワードの「聖樹」を使ってますし＋５のボーナスがつきます。難易度22の【知力】判定をどうぞ。

チコ：それなら、ファンブルしなければ大丈夫っす。

ヒルダ：さすが軍師だけはあるな！

チコ：へへっ（笑）。（ダイスを振る）……ファンブルじゃない。成功っす。

ＧＭ：「協力を求めてきてくれてありがとう、チコ。アガルタ公国は全面的に協力させてもらうよ」

チコ：むしろ歓かん迎げいムードっすよ!?




　こうしてロッシュはアガルタ公国の参戦をチコに約束しました。

　加えて……。




ＧＭ：ロッシュは「僕もその戦いには出陣する」とまで言ってくれます。

チコ：えぇぇぇ！　ロッシュさんみずから出陣なんて……危なくないっすか？

ＧＭ：「これでも、ハンマーの腕うでには自信があるんだ。ある人から教わったんだけどね」

チコ：そうっすか……。じゃあ、よろしくお願いしますっす。

ＧＭ：「お願いごとはこれで終わりかな？」

チコ：はいっす。あと、聞きたいことがあるっす。

ＧＭ：「何かな？　僕が答えられることだといいんだけど」

チコ：アルディオンを救うために、〝偉大なるヒース〟を成長させる必要があるっすが……そのためには、ナーシアさんの協力が必要なんす。もし、ナーシアさんの行方を知っていたら、教えて欲しいっす。

ＧＭ：ロッシュは困こまったような顔になります。「姉さんはときおり僕に連絡をくれていたんだけど……最近は連絡が来てないんだ。申もうし訳わけないけど、僕も姉さんが現在どこにいるのかは、分からない」

チコ：ええっ!?

ＧＭ：ナーシアはロッシュとアニマルメッセンジャーでやりとりをしていたようですが、最近はそれが途絶えているとのことです。

チコ：なるほど。連絡が途絶えたっすか……嫌いやな予感がするっすね……。

ＧＭ：「ただ、可能な限かぎり、伝言が届とどけられるようにしてみるよ」

チコ：うう、何から何まで、ありがとうっす。それから……これは、オイラの個人的なお願いなんすが……。




　もじもじと何か言いたげなチコにロッシュが問う。




ＧＭ：「なんだいチコ？」

チコ：〝偉大なるヒース〟を根づかせると、オイラはただの女の子になっちゃうっす。

ＧＭ：「うん。それは、そのとおりだね」

チコ：（もじもじしながら）それでも……お友達でいてくれるっすか？

ＧＭ：「もちろん。今までと変わらぬお付き合いをしたいと思っているよ。〝偉大なるヒース〟を植樹して落ち着いたら、アガルタ公国に来たらどうだい？」

チコ：うーん……悩なやましい（笑）。ちょっと返答は保留したいっす……。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終了します。







◆Middle 05◆ベルリールにて




　ベルリールの首都、ベルストン。

　初めてのひとり旅に戸と惑まどうリージュは、この国で意外な人物と出会うことになる。
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ＧＭ：次は、リージュのシーン。ベルリールの首都ベルストンにやって来ました。

リージュ：はい！　初めてのひとり旅なので、フードを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠かくしますよ！

ヒルダ：むしろ、その方が怪あやしいよ！（笑）

リージュ：リージュとしては、周囲の人たちがみんな自分を見ている気がしちゃうんです。

ギデオン：ああ、不安だから他人の視し線せんが気になって、逆ぎやくに目立つ行動しちゃうのか（笑）。

リージュ：はい。そんなわけでドキドキしながら王宮に向かいますよ！

ＧＭ：なるほど。しかし、あらかじめ紹しよう介かい状じようを書いてもらっていたため、リージュはすんなりと国王のアンスラとの謁えつ見けんが許きよ可かされます。ベルリールは国が復ふつ活かつして間もないせいもあり、王宮といっても、ビルベリの領りよう主しゆの館と同じくらいのサイズです。

リージュ：ちょっと落ち着きました（笑）。

ヒルダ：まあ、グラスウェルズ辺りと比くらべたら、そこまで緊きん張ちようはしないだろうな。

リージュ：入り口で紹介状を見せて取り次ぎをお願いします。

ＧＭ：すると、兵士に王宮の中に案内され、しばらく後に「お待たせしたフェリタニアからの使者殿」と言って、女王アンスラが現われます。




アンスラ・アルシオネ・ベルリール

　ベルリールの女王。一度滅亡したベルリール王国を再建した。
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リージュ：ではフードを脱ぬいで、挨あい拶さつをしましょう。「初めまして。ビルベリから来ました、リージュ・フェア・リースと申します」と名乗り援軍を要請しましょう。




　結果だけを見ればリージュの援えん軍ぐん要よう請せいは空から振ぶりに終わった。

　ベルリールはまだ復ふつ興こうの途と上じようであり、十分な戦力がないことに加え、隣りん接せつするレイウォールアライアンスからの軍事的脅きよう威いにさらされており、とても派は兵へいどころではないという。




リージュ：うーん。判定の余地なく失敗っぽいです。

ヒルダ：くそぅ！　ミック・ヴィルナー許ゆるすまじ！

チコ：実はあいつこそ、アルディオンで一番悪いやつなんじゃないかと思うっす！

ＧＭ：ですが、まだこの国での判定は失敗したわけではありません。この国の場合、独立したての国ということもあって、援軍の演出はこれまでとちょっと違います。ここでリージュは【幸運】の目標値14の判定をお願いします。なお、ここも「Ｃ．」で正解です。

リージュ：６以上で成功……（ダイスを振る）成功です！

ＧＭ：では、「ただし……」とアンスラが言います。

一同：おや？

ＧＭ：「この国を復活させる際に手を貸してくれた冒険者たちがいます。彼らに、参陣をお願いしてみます」

一同：おおおぉぉぉっ！

ギデオン：それはつまり、読者のＰＣか！

チコ：それは頼りになるっす！

ＧＭ：「また、このベルストンの町に〝コロローナ商会〟という方々が逗とう留りゆうしているとか」

一同：コロローナ商会！




コロローナ商会

　元は『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』というシリーズのエリンディル大陸に住んでいたＰＣたち。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』（以後、『レジェンド』）にて、アルディオン大陸にやってきた。
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ＧＭ：アンスラは言います「彼かれらは力のある冒ぼう険けん者しやだという噂うわさを聞きました。もし、少しでも戦力を確かく保ほしたいのでしたら、彼らと交こう渉しようしてみるとよいのではないでしょうか？」

リージュ：〝コロローナ商会〟？　……あっ、この間、コロシアムへ誘さそってくださったあのドルさんがいるギルドですね！




　リージュは『レジェンド』に登場しており、コロローナ商会とは面識があります。なお、コロシアムに出場した際のリージュのリングネームは〝マスク・ド・殺意〟でした（笑）。




ＧＭ：アンスラは「まあ、お知り合いだったんですか」と驚おどろきます。

リージュ：はい。情じよう報ほうをありがとうございました！　早速お会いしてきます！




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、シーンはそのままで、場所だけを変えましょう。リージュはベルストンの町にある〝コロローナ商会〟が逗留している宿屋へとやってきました。一階は酒場、二階が宿屋という造りになっています。

リージュ：では、入り口から、そっと中の様子を伺うかがってみます。

ＧＭ：すると、「姉妹の美しき旅物語ラララ～♪」という脳のう天てん気きな歌声が聞こえてきます。

リージュ：この宿で間ま違ちがいないみたいですね。では、入っていって声をかけましょう。「すいませ～ん、〝コロローナ商会〟の方ですよね？」

ＧＭ：中にいたのは、有翼族セラトスのドゥアン、ユーノス。彼は「いかにも！　……おっと、リージュさんではないですか！」と目を丸くします。




　ユーノスは二階に届とどくような声で仲間たちを呼よんだ。

　意外な再さい会かいに喜ぶコロローナ姉妹とユーノス。

　ただ、いぶかしんでいることも間違ちがいない。

　挨拶をすませたリージュは、早速依い頼らいにかかることにした。




リージュ：実は、今日はお願いがあって参りました。

ＧＭ：フレアとセレネは顔を見合わせてから、「お願い？」と首を傾かしげます。




　リージュは事情を説明し、助力を願いました。フレアとユーノスは大乗り気だが、セレネを説得する必要があったのです。




ＧＭ：では、難なん易い度ど20の【精せい神しん】判はん定ていをしてください。成功すると、セレネを説得することができ、協力を取りつけることができます。ただし、こちらには〝交渉リソース〟の修正は乗らないので注意してください。

リージュ：大丈夫！　【精神】判定は得意です！

ギデオン：よし！　銃じゆうで脅おどすんだ！（笑）

リージュ：そんなことしませんよ！　（ダイスを振ふる）……うん、21で成功です♪

ギデオン：これはやっぱり、銃で脅おどしたんだな（笑）。

リージュ：だから、そんなことしません！　「今はアルディオン大陸だけじゃなく、世界全体の危き機きなんです。世界を守るために、どうかその力を貸かしてくださいませんか？」

ＧＭ：では、フレアが「そうだね。今までコロシアムでわたしたちに歓かん声せいを送ってくれた人たちのためにも、この危機は放っておけないよ！」と賛さん同どうしてくれます。セレネも「以前はこっちの都合で手伝ってもらったんだから、お返しはしないとね」と苦笑します。

リージュ：やったぁ！

ＧＭ：「ただし」とセレネが言います。「実はこの後、ひとつ仕事が入っているので、そちらを片かたづけてから、リージュさんたちのところへ駆かけつけます」

ギデオン：こっちは世界が滅びるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだぜ。他の仕事なんて……。

ＧＭ：「とても大切な仕事なので……」

チコ：……あ！　分かったっす!!　このあと、みなさんはヘクスフォードに行くっすね。

一同：あっ！

ＧＭ：さすがはチコ、よく気づきましたね。このすぐ後にヘクスフォードの闘とう技ぎ場じようで、レイウォールの王おう座ざを賭かけた戦いが始まるのです。




　そう、『メイビー』で描かれた闘技場での戦いに『レジェンド』のみなさんは登場することになっているのです。




リージュ：なるほど、分かりました。それではまた後日ノルウィッチでお会いしましょう。

ＧＭ：「ええ。必ず」とフレアが請うけ負おってくれます。

ギデオン：よかったなリージュ。空振りにならなくて。

リージュ：はい！

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆ゴルフォードにて




　アキナに認したためてもらった紹介状を手に、ギデオンはゴルフォードの首都ウォリックフォードへとやって来た。

　出しゆつ奔ぽんして以来初の帰き還かんである。

　いろいろ思うところはあるが、まずは仕事だ。

　ギデオンはゴルフォードの錬れん金きん騎き士し団だんの建物へと向かうのであった。
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ＧＭ：次は、ギデオンのシーンです。ギデオンは、ゴルフォードの首都ウォリックフォードへとやって来ました。

ギデオン：ちっ、本当は戻ってきたくなかったんだがなぁ……。

ＧＭ：ギデオンは、アキナに認めてもらった紹介状を手に、ゲオルグがいる錬金騎士団の建物へと向かうことになります。

チコ：国王のドワーディンのところに行くんじゃないんすか？

ギデオン：アキナが仲良しなのは、錬金騎士団の団だん長ちようであるゲオルグだから、先にゲオルグに話をつけるんだろうなとは思ってたぜ。

チコ：なるほど。おっちゃん、珍めずらしくやる気になってるっすね？

ギデオン：このシーンは俺しか登場できないから、ツッコミ役が不ふ在ざいでな。ボケても面白くないから、真面目に仕事する！（一同笑）

一同：そんな理由か!?




　ギデオンに総ツッコミをするみなさん。




チコ：そんなメタな理由で仕事がんばるのってどうかと思うっす！（笑）

ＧＭ：錬金騎士団の建物は機械的というか、現げん代だい建けん築ちく風の余よ計けいな装そう飾しよくのない、直線を基き調ちようとした建物です。

ヒルダ：ファンタジー世界にあるとかえって浮ういて見える建物だな（笑）。

ＧＭ：ギデオンが入り口でアキナの紹介状を見せると、無事にゲオルグと面会できます。




ゲオルグ・ゲルリッツ

　ゴルフォードの将しよう軍ぐん。種族はエクスマキナ。錬金騎士団の団長。事実上ゴルフォード軍のトップっぽい。銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちようで、〝ゴルフォードの銀獅じ子し〟の異い名みようを持つ。でも、変へん装そうしてひとりで潜せん入にゆう任にん務むを敢かん行こうしたりするお茶目さんでもある。アキナと親しい。
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ギデオン：俺は一いち応おう、『デスマーチ』八巻かんでゲオルグと少しだけ会話をしたんだよなぁ。「よっ、久ひさしぶり！」と軽く挨拶してみるか。

ＧＭ：すると、「あなたは、あのときの……お久しぶりです」とゲオルグは微笑みます。

ギデオン：お、おぅ……やべぇ！　こんな風にフレンドリーに返されるとは思わなかったよ!!　……どうしよう？（オロオロ）

チコ：自分で困こまるようなボケは今後自じ粛しゆくするといいっす（笑）。

ＧＭ：ゲオルグは、「今日はどのようなご用件で？」と問います。

ギデオン：事じ情じようを説明して、「というわけで、援軍を頼たのみたいんだ」と単刀直入に言おう。これが「アキナ」の手紙だ、とキーワードを言うぞ（笑）。

ＧＭ：了解です。ここも「Ｄ．」で正解です。ギデオンの言葉に、ゲオルグは、側に控ひかえていた副官のイルゼと何やら言葉を交わします。




イルゼ

　ゲオルグの副官。女じよ性せいのエクスマキナ。初登場は『デスマーチ』三巻。
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ギデオン：…………。

ＧＭ：ど、どうしました？

ギデオン：いや……な。（鈴吹）社長がこの場にいたらきっと「イルゼもいるぜ～」って言ったんだろうなぁ（一同笑）。

チコ：それは絶ぜつ対たい言ったっすね（笑）。

ヒルダ：言うな、絶対（笑）。

リージュ：言いますね（笑）。




　さすが社長。抜ばつ群ぐんの信しん頼らい感です（笑）。




ＧＭ：では難易度22の【感知】判定を。

ギデオン：ここは失敗できねぇ。《ダンシングヒーロー》を使っておこう。

チコ：おっちゃん、本気っすね。

ヒルダ：どうしたんだギデオン、成長してるじゃないか!?（笑）

ギデオン：うるさいな！（笑）　……（ダイスを振る）成功だ！

ＧＭ：ゲオルグは「事情はよく分かりました。では、我わがゴルフォードからは、錬金騎士団を派兵いたしましょう」と約束をしてくれます。

ギデオン：おっ!?　こっちから頼たのんでおいてなんだが、本当にいいのか？

ＧＭ：アキナの書しよ状じようを見て「ええ。本当に世界の危機のようですし」と言います。そしてここで「実は……」とゲオルグがギデオンに提案をします。「少しでも戦力を集めたいようですね。もし、よろしければ、私の知り合いを雇やとってみてはいかがです？」

ギデオン：お前の知り合い……？

ＧＭ：「ええ、腕うで利ききの傭よう兵へいです。近くの村に滞たい在ざいしていますよ。私たちは準じゆん備びのため、ここから離はなれることはできませんが、あなた自身が交渉に行ってみる価か値ちはあるかと」

ギデオン：でも、錬金騎士団の協力は取りつけたから、これで俺の役やく割わりは済すんだような。

ヒルダ＆リージュ＆チコ：こらっ！（笑）




　こうして渋々ながら、ギデオンはゲオルグに紹介状を書いてもらい、戦力になるというゲオルグの知り合いのところへ向かいました。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：シーンはそのままで、場所だけを変えます。ギデオンは意い気き揚よう々ようと、教えてもらった村に向かいました。寂さびれた村に一軒だけある小さな酒場に、それらしき人物たちがいます。

ギデオン：ほほう？　ひと目で分かるのか？

ＧＭ：ええ、「この村の人間ではありません」という感じをかもしだしていますから。

ギデオン：村人じゃない雰ふん囲い気きって、どんな雰囲気なんだ!?（笑）

ＧＭ：そこにいるのは、黙もく々もくと銃の整せい備びをしている男、いかつい鎧よろいを身にまとったエルダナーンの少女、黒い翼つばさのドゥアン、そして、ピンク色のボールっぽいエクスマキナが……。

チコ＆リージュ：『イェーガー』チーム！（笑）

ＧＭ：はい。そこにいたのは『イェーガー』のファング、ルナ、エメリー、チャイの四人。
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ヒルダ：たしかに、その四人は、村人っぽくない雰囲気だろうな（笑）。

ギデオン：だからといって、とても腕利きの傭兵たちには見えないんだが……まぁ、いいか。声をかけてみよう。

ＧＭ：そうすると、ボールっぽいエクスマキナであるチャイが、かわいらしい声で……。

リージュ：（チャイになって）「チャイがかわいいからって、そんなに見つめちゃ照れるっちゃ！」

ギデオン：……か、かわいい？

リージュ：（チャイになって）「もー、いきなりナンパとか、積極的っちゃね？　チャイ恥ずかしいっちゃー！」




　この大竹さん……ノリノリである。




ギデオン：ナンパじゃねー!!　……って、いかん！　このままだと話が進まん!!（笑）　とりあえず、ゲオルグからもらった紹介状を見せながら、話をしよう。「俺はギデオン。これから大だい規き模ぼな作戦が行なわれるんで、その志し願がん兵へいを募つのってるんだが……」

ＧＭ：するとエメリーがピクリと反はん応のうします。

チコ：（エメリーになって）「大規模な作戦ですって？」

ギデオン：ああ。世界の命運をかけた、大きな戦いが……。

チコ：（エメリーになって）「そ、そんな……あのときの悲ひ劇げきがまた繰くり返かえされようとしているの!?」

ギデオン：え、ええと……（たじろぐ）。

チコ：（エメリーになって）「最後まで言わなくていいです。あの悲劇を繰り返さぬために、前世では、聖せい女じよであり姫ひめであったあたしのところに来たんですね!?」

ギデオン：ええぃ！　この中に他人ひとの話を聞ける方はいらっしゃいませんかぁっ!!




　ギデオン、魂たましいの叫さけび。




ＧＭ：するとルナが「すまないね。この子は、根は良い子なんだが、変わった妄もう想そうにとりつかれていてね……」と口を挟はさみます（一同笑）。

チコ：（エメリーになって）「さっすがルナさん！　仲間のことをよく分かってますね！」

ＧＭ：「ああ、よく分かってるさ。だから、余計な前世話はもうしなくていい」（一同笑）

チコ：（エメリーになって）「そんな！　また新しい前世を思いついたのに!?」（一同爆ばく笑しよう）

ギデオン：前世を思いつくってなんだよ!?（笑）

ヒルダ：ギデオンがツッコミを入れるとは珍めずらしい（笑）。




　その後、ギデオンはなんとかルナに事情を説明して、話を進めることに成功しました。

　ただ、元々傭兵でもある『イェーガー』の面々は必ずしも乗り気ではありません。




ＧＭ：では、ギデオンは難易度20の【感知】判定をしてください。成功すれば、チャイやエメリーも説得され、『イェーガー』チームの協力を得られます。

ギデオン：ここは《ダンシングヒーロー》を使っておこう。

チコ：おっちゃん、本気っすね。

ギデオン：これだけ苦労して、成果なしなんて耐たえられるか！　（ダイスを振る）……よし、21で成功だ。

ＧＭ：おめでとうございます。

ギデオン：おい、エメリー。前世がどうのこうの言っていたが、そのせいで今生きてる世界をおろそかにしてもいいというのか？

チコ：（エメリーになって）「はっ！　あたしが決戦の地へと向かうことは、前世から定められていたということですね……。分かりました。この運命を受け入れましょう！　悲劇は二度と繰り返しません」（一同笑）

ギデオン：おい、俺の言ってること聞いてないだろ!?（笑）




　その後、ギデオンは話の流れでチャイに「巨きよ大だいゴーレムをかわいい少女に移うつし替かえた」技ぎ術じゆつ者しや（ルドルフのこと）を紹介することになったり、色々あって、最終的に『イェーガー』の面々の協力を取り付けることに成功しました。
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ギデオン：よし、俺がんばった！　超ちようがんばったぞ！

ＧＭ：ファングたちの協力も取りつけたギデオンは、ウォリックフォードの宿屋で一泊……。

ギデオン：あ。このシーン、締しめの演えん出しゆつは俺がやってもいいかな？　ちょっと思いついたネタがあるんだけど。

ＧＭ：いいですよ。どうぞ。

ギデオン：俺はウォリックフォードの宿屋に一泊して、翌よく朝あさ、早い時間に宿を発つんだ。そして、とある一いつ軒けん家やの前で足を止めて……。




　ウォリックフォードの中心街にある、立りつ派ぱな一軒家。

　手入れの行いき届とどいた垣かき根ね越ごしに、ギデオンが屋内の様子を窺っていた。

　そこにいるのは、どことなくギデオンに似にた容よう貌ぼうの、ドラゴネットの家族。

「じゃあ、パパ、ママ、行ってきます！」

　鞄かばんを手にしたドラゴネットの少年が、慌あわただしく出かけていこうとしている。

　それを、母親がやんわりと制せい止しした。

「こら、待ちなさい。ちゃんと御祖父おじい様さまと叔父様にご挨拶してから出かけなさいっていつも言っているでしょう？」

「あ、そうだったそうだった」

　軽く肩かたをすくめると、少年は暖だん炉ろの側に飾かざられている肖しよう像ぞう画がに向かって挨拶をする。

「行ってきます。祖父ちゃん……それから、ギデオン叔父さん」
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ギデオン：そして、俺は気取られる前に転送石を使って、レイウォールへと飛ぶ。「……世界は、守らないとな」

一同：おお～！

チコ：カッコイイ！

ギデオン：最終回だから、ちょっとカッコイイ演出しておきたかったんだよ（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終了します。ギデオンは「お疲れさまでした」（笑）。

ギデオン：「お疲れさま」ってそんなオチかい！（一同爆笑）







◆Middle 07◆一年越ごしの約束を




　各国に交渉に向かったヒルダたちは、レイウォールで合流した。

　向かう先は王都ノルドグラム城じよう。

　そこには、昔、みんなで世話になったリディルがいるはずだ。
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ＧＭ：次は、レイウォールに交渉に向かうシーンになります。全員登場してください。

ヒルダ：各自が転送石を使って、ノルドグラムに飛んだ直後からか？

ＧＭ：そうですね。転送石を使ってノルドグラム入りをし、みなさんが再ふたたび集まったところから、シーンスタートです。

ギデオン：よし、俺はチコと固い握あく手しゆを交わすぞ。

チコ：ほえ？

ギデオン：あっ、リージュとも握手をしておく！

リージュ：おじさま、どうなさったのですか？

ギデオン：チコ、リージュ……。

ヒルダ：ど、どうしたギデオン？

ギデオン：お前らが実はマトモなヤツだということが、よーく、分かったよ！（一同笑）




　なんだか、『イェーガー』のみなさんとの出会いがトラウマになった模も様ようです。




ヒルダ：さて……みんな、首しゆ尾びはどうだった？　私は、グラスウェルズの協力を取りつけた。

リージュ：ベルリールのみなさんとは別に、頼たよりになりそうな人たちに声をかけました。

ギデオン：こっちも上手くいったぞ。

チコ：オイラもっす。ただ、ナーシアさんについてなんすが……ロッシュさんでも連れん絡らくが取れていなくって、行方が分からないそうっす。

ヒルダ：あのロッシュでさえも、ナーシアの行方ゆくえをつかんでいないのか……。アンソンたちも知らないというし、困ったな。

リージュ：ナーシアさん、一体どうしちゃったんでしょうか……。心配です。

ヒルダ：……確たしかにナーシアは心配だが、ノルドグラムまで来てしまった以上、レイウォールの協力を取りつけるところまでは済すませてしまわないとな。

チコ：じゃあ、ノルドグラム城へ向かうっすね。

ＧＭ：では、みなさんはノルドグラム城までやって来ました。彼女の戴冠式が終わるまで待たされましたが、すんなりと女王への謁見が許可されました。

ヒルダ：一応、我われ々われとリディルとは知り合いだからな。

ＧＭ：謁見の間に向かうと、リディルが玉ぎよく座ざに座すわってみなさんを迎むかえます。両りよう脇わきにグレイとリアムが立ち、背はい後ごにはバヤンやカルロス、護ご衛えいの兵士たちが控えています。

ヒルダ：リアム……？

ギデオン：リアム・ヴェレンガリア。ステラの従弟いとこだ。
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ヒルダ：ああ、そうか。とりあえず、堅かた苦くるしい前口上をつらつらと……。

ＧＭ：リディルは苦笑したあと、兵士たちを下がらせます。「事情を知らぬ部下は下がらせましたので、そういうのはやめにしませんか？　私とみなさんの仲じゃありませんか」

ヒルダ：……すまないな、リディル。気を遣つかわせてしまって。

ＧＭ：「いえいえ。それにしても、みなさん、お久しぶりです」と微笑みます。

チコ：リディルお姉ちゃん、お久しぶりっす！

ＧＭ：グレイがチコに向かって「噂は聞いているぞ。軍ぐん師しとしてだいぶ成長したようだな」と言います。「フォーキャスターとしての能のう力りよくは、ワシよりも優すぐれている」（一同笑）

チコ：「ふふーん！」と、自じ慢まんげな顔をして、胸むねを張るっす！（笑）

リージュ：リディルさん、お久しぶりです。とうとう王様になられたのですね。

ＧＭ：「いろいろとのっぴきならない事情がありまして」




　今を去ること二年前。

　よもやこのような形で再会するとは、誰だれひとり思っていなかったに違いない。

　暖あたたかい再会の挨拶を終えると、ヒルダたちは用件を切り出した。




ヒルダ：……というわけで、レイウォールからの派兵を「お願い」できないだろうか？

ＧＭ：では難易度20の【精神】判定を。

ヒルダ：ならここはリージュが判定してくれないか？

リージュ：はーい！　（ダイスを振る）成功です！

ＧＭ：では、「なるほど。分かりました」とリディル。そして、「では、私が竜りゆう炎えん騎士団を率ひきいて参戦いたしましょう」

一同：……はぁ？

ヒルダ：えーと。その……。

ギデオン：まあ、グラスウェルズがフィリップを出してくる以上、レイウォールもトップを出さないわけにはいかんだろう。体てい裁さいがあるからな。

ＧＭ：ところで、レイウォールで力になってくれるのは、リディルたちや竜炎騎士団ばかりではありません。

リージュ：なんでしょう？

ＧＭ：「こちらにおわすお方なのだが」と、グレイがひとりの女の子を指します。深しん紅くの髪かみに深紅のドレスを着た女の子です。

ヒルダ：……それって。

ＧＭ：はい。深紅竜〝アイン・ソフ〟です。




アイン・ソフ

　アルディオン大陸を守しゆ護ごする神竜セフィロス。その力を与あたえられた紅こう白はくの竜のうちの一方。要するに神様クラスの力を持つ竜である。
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ギデオン：正直〝血の螺旋ダーインスレイブ〟が本気を出したら俺らでは敵かなわないが、アイン・ソフがいるなら互ご角かくに戦えるかも。

リージュ：バランスが取れましたね。

ヒルダ：なるほど。これが交渉リソースにあった「切り札」か……。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。リディルはリアムに軍編へん制せいをするように指し示じを出したあと、みなさんの方へ向き直って「みなさん、今日はどうぞ泊まっていってください。ちょうどこれからパーティーも開かい催さいされますし」と言います。

一同：パーティー？

ＧＭ：「ええ。みなさんはお忙いそがしくてスケジュールを確かく認にんする間もなかったでしょうが……今日はアルトリウス祭ですよ」

チコ：えっ、そうだったっすか!?（笑）

ＧＭ：「はい。事じ態たいが切せつ迫ぱくしているのは分かりますが、せめて今こ宵よいくらいは、パーティーを楽しんでもいいのではないでしょうか？　……去年は約束を叶かなえられませんでしたし」

ヒルダ：そういえば、「アルトリウス祭を一緒に過すごそう」と約束したんだったな。

チコ：懐かしいっす。

リージュ：やっと約束が果たせるんですね。嬉うれしいです♪

ギデオン：豪ごう勢せいな食事を期待していいんだな？（笑）

チコ：おっちゃん……いい雰囲気が台なしっすよ（笑）。

ＧＭ：では、みなさんはリディルが主しゆ催さいのアルトリウス祭のダンスパーティーへと参加することになりました。




　リディルが手配してくれたパーティ衣装に身を包み、ヒルダたちはパーティー会場となっているノルドグラム城の大広間へと足を踏ふみ入いれた。

　部屋の中央には、大きなモミの木が置かれている。

　全体的に星や月をモチーフにした奇き麗れいな飾かざりがつけられているが、一番目を引くのは、てっぺんにつけられた、銀色の竜の飾りだ。




チコ：あっ、銀の竜の飾り！　あれは、アルトリウスが住んでいたという都を守護していた、〝銀の〟ケセドを模もしたものと言われているっすよ。

リージュ：あたしは「チコちゃんは物知りですね～」って感心します。

チコ：ふふふ、もっと褒ほめていいっすよ？（一同笑）

ヒルダ：ダンスパーティーなのか。じゃあ、私は男だん性せいパートを担たん当とうしようか。

リージュ：えっ!?　もしかして、あたしと一緒に踊おどってくれるってことですか？

ヒルダ：ああ、もちろん。男性用のタキシードに着替えてくるから、ちょっと待っていてくれ。

リージュ：やったぁ！　ありがとうございます、お姉様♪（すごく嬉うれしそう）




　ヒルダとリージュに加え、リディルやチコのお相手をバヤンとカルロスが務つとめる。

　壁の花（笑）になったギデオンとグレイが、互いに酒を酌み交わす。

　こんな楽しい時間をまたすごせるのだろうか？

　戴冠式の夜はもう少しだけ続く……。




ヒルダ：……それにしても、運命とは不思議なものだ。ひょんなことで道が交こう錯さくし、別れて……もう二度と見まみえることはないかもしれないと思っていたのだがな。

ＧＭ：リディルは「そうですね。たとえもう会えずとも、元気で過すごしているのならば、それで十分と思っていました。どんな理由であれ、どれほど短い時間であれ、こうやってまた言葉を交わすことができるのは、とても僥ぎよう倖こうです」と微笑みます。

チコ：このパーティーが終わったら、いよいよ決戦、なんすね……。

ヒルダ：すべてが解かい決けつすれば、お互たがいアルディオンの平和を目指して動いていくことになる。目指す先は一緒だろう？

ＧＭ：「ええ、そうですね」

ヒルダ：ならば、戦いが終わったあとまた旧きゆう交こうを温めようではないか。

ＧＭ：「……そうですね。今度こそ、私たちの目的は同じです。一緒に戦わせてください」

ヒルダ：ああ。心強い限かぎりだ。

ＧＭ：では、パーティーもたけなわというところで。シーンを終了しましょう。







◆Middle 08◆アイン・ソフの加護とナーシアの行方




　アルトリウス祭を終えたヒルダたちは、ビルベリへと戻ってきた。

　各国の協力は取りつけることができた。

　決戦の準備を進める一同に、深紅竜が支援をくれるのだが……。




ＧＭ：次のシーンは、みなさんがアルトリウス祭を終え、ビルベリへと戻ってきたところからスタートになります。

ヒルダ：はい。各国の協力は取りつけることができたが……。

リージュ：ナーシアさんの行方が分からないのでは、エル・ウルフリック・ミンスターに向かえないですよね。

チコ：オイラだけじゃ、〝偉い大だいなるヒース〟を成長させることはできないっすからね。

ＧＭ：では、みなさんがビルベリのコントロールルームで、そんな風にナーシアの行方について話し合いをしていると、不意に人ひと影かげが入って来ます。

ヒルダ：誰だれ？

ＧＭ：みなさんの前に、赤い髪かみの少女が現あらわれました。

一同：アイン・ソフ!?

ＧＭ：はい。ノルドグラムであった深紅竜の少女です。リディルたちにさきがけてノルウィッチにやってきた彼女は、みなさんに話があると声をかけてきます。

ヒルダ：わざわざ、こんなむさ苦しい部屋に来てくれるとは。おもてなしもできず、申し訳ない。

ＧＭ：アイン・ソフは言います「いや、単刀直入にみなさんと話せればよい。早速質問だが、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟にとって最大の脅きよう威いは何だと思う？」

チコ：……オイラの頭の上の〝偉い大だいなるヒース〟っすね。

ＧＭ：「逆ぎやくに言えば。どれだけ他に〝血の螺旋〟がチコを目的地に到着させないように何かしらの手を打ってくる可か能のう性せいを最さい優ゆう先せんに考える必要がある。そういうわけじゃ」

チコ：なるほど！　ありがたいっす！

ＧＭ：「ただ、私わたしは〝血の螺旋〟との戦いに備そなえて、力を温おん存ぞんする必要がある。だから、直接的な協力はできないが……」と言って、アイン・ソフは護ご符ふを三枚まいとりだし、ヒルダに差し出します。「これを授さずけよう」

ヒルダ：これは？

ＧＭ：「私の力が込こめてある護符だ。困こまったときに使うといい」

ヒルダ：アイン・ソフの護符か……。

リージュ：強力そうです。

ＧＭ：はい。これはイベントアイテムとして使用しますので、ルールの説明をしますね。

ヒルダ：あ、データ的な効こう果かがあるんだ。

ＧＭ：はい。護符一枚につき、アイン・ソフの加護を一回受けることができます。これは戦せん闘とうやＦＳ判はん定ていで使用することができる、すごいアイテムです（笑）。

一同：すごいアイテム！

チコ：このタイミングでそんなアイテムが来るとは思わなかったっす！

ＧＭ：では、アイン・ソフの護符の効果を説明しておきましょう。

ヒルダ：聞かせてほしい。




●アイン・ソフの護符について

　アイン・ソフの加護を１シナリオに３回まで使用できる。以下の３つの効果の中からひとつを選択して使用する。同じ効果を複ふく数すう回かい使用しても、使い分けてもかまわない。




▼アイン・ソフの加護①：判定振り直し

効果：判定を行なった（スキルやフェイトによる振り直しも終わった）あとで使用する。その判定を振り直すことができ、さらに、判定に＋２Ｄのボーナスを得る。




▼アイン・ソフの加護②：【ＨＰ】および耐久力回復

効果：任意のタイミングで使用可能。ＰＣ全員の【ＨＰ】を【最大ＨＰ】まで回復する。もしくは、ビルベリの耐久力を［２Ｄ×[image: ]］点回復する。




▼アイン・ソフの加護③：ダメージキャンセル

効果：ダメージロールの直後、もしくはビルベリの耐久力が減少する直前。シーン内の場面（選択）が受ける予定のダメージを０に変更する。もしくはビルベリの耐久力が減少する値を０に変更する。




チコ：さすがはアイン・ソフ。加護の力も半はん端ぱなく強いっすね。

ヒルダ：ああ。

リージュ：そういえば……アイン・ソフさん。

ＧＭ：うむ。なにかな？

リーグ：実はマーリン……〝血の螺旋〟が〝もうひとつの石〟を欲ほしがっているみたいなんですけど、その理由をご存ぞんじないですか？

ＧＭ：「〝もうひとつの石〟は、〝ひとつの石〟に何かあったときのために、ゴヴァノンが作り上げた複ふく製せい品ひんだ。私の力でも及およばぬほど強力な力を持っている」

チコ：そこまで強力なんすか！

ＧＭ：「そんなアイテムを〝血の螺旋〟が欲ほつしている以上、よからぬことを企たくらんでいることは間ま違ちがいないが……それ以上は分からぬな」とアイン・ソフ。

ヒルダ：ふーむ。

ＧＭ：と、そんな時、このビルベリのコントロールルームに来る人影があります。

ギデオン：今日は来客が多いな。で、誰なんだ？

ＧＭ：フードを目深に被った少年……。

一同：えぇぇぇっ！

ギデオン：ま、まさか……。

チコ：……マーリン、っすか!?

ＧＭ：「ご名答！」とマントのフードからのぞいたその顔は……確かにマーリンです。

一同：このタイミングでかいっ！




　割わりと本気で驚おどろいているみなさんでした。




ヒルダ：よくも……ノコノコと現あらわれたな？（爽さわやかな笑顔）

ＧＭ：少年は笑って返します。「キミたちがナーシアの行方を捜しているようだから、教えてあげに来たんだけど……」と彼の視線の先には、深紅竜アイン・ソフの姿が。

チコ：このふたり、すっごい険悪な感じになりそうっすね。

ＧＭ：ええ。アイン・ソフは冷ややかに「久しいな〝血の螺旋〟。〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟以来か？」と言い、一方のマーリンは「やれやれ、今日は帰ろうかなぁ～」と及び腰です。

ギデオン：まあ、待て。言いたいことは言ってから帰れよな。

チコ：そうそう。ナーシアさんがどうしたっすか？

ＧＭ：「そうこなくちゃ！」マーリンがパチンと指を鳴らすと、虚こ空くうに幻げん影えいが浮うかびあがります。映うつし出だされるのは、鎖くさりで縛しばり上あげられたナーシアの姿すがたです。

ヒルダ：（忌いま々いましそうに）お前がナーシアをさらったのか!?

ＧＭ：「キミたちが、彼女を必要とすることは分かっていたからね。これでも、僕ぼくは〝始祖の四人Four Deadly Swords〟のひとりだよ？」

ヒルダ：くっ……。

ＧＭ：マーリンはニヤリと笑うと、「ねぇ、彼女のことを助けたいかい？」と問います。

リージュ：助けたいです！

ＧＭ：「じゃあ、〝もうひとつの石〟を持って、エル・ウルフリック・ミンスターへおいでよ。そこで決着をつけようじゃないか」

ギデオン：……もし断ことわった場合は？

ＧＭ：「キミたちが断った場合は、彼女の命はないよ。なんなら来なくてもいい」

ヒルダ：悔くやしいが……マーリンの思惑にのるしかなさそうだ。

ＧＭ：「話に乗ってくれて嬉しいよ。じゃあ、僕はこれで……」

ギデオン：待て！　去るなら、今日のラッキーカラーを教えてからにしろ！（一同笑）




　ラッキーカラーに拘こだわるギデオン。




ヒルダ：こんな状じよう況きようで聞くようなことか!?（笑）

ギデオン：だって気になるだろ!?

ＧＭ：「ラッキーカラー？　そうだな……きっと血のように赤い色じゃないかな？　それじゃあ、失礼するよ」と、マーリンはふっと姿を消します。




＊　　　＊　　　＊




一同：…………ふぅぅぅ（←空気の抜ぬけたような声）。

ヒルダ：やれやれ。ナーシアは、マーリン……というか、〝血の螺旋ダーインスレイブ〟に捕つかまっていたのか。

チコ：どうりで行方が分からないはずっすよ。さすがのナーシアさんでも、単たん独どくで〝始祖の四人〟のひとりと渡わたり合あうのは無理っす。

リージュ：それにしても、〝もうひとつの石〟を持ってこいだなんて、どういうことでしょう？　今はエネルギー不足で使い物にならないのに……。

リディル：ナーシアさんを殺すんじゃなくて、人ひと質じちにしている理由も気になります。

ギデオン：エネルギーが充じゆう填てんされれば、また力が振ふるえるから、欲ほしいのかもな。

ヒルダ：きっと、マーリンの野望を果たすために、〝もうひとつの石〟が必要なのだろうよ。それが具体的にどんなものなのかは、分からないが……。

チコ：でも、〝もうひとつの石〟が欲しいだけなら、今ここで戦えばいいだけっすよね？　なんで今オイラたちを襲おそわなかったんすかね？

ギデオン：そりゃアイン・ソフがいてくれたおかげだろう。

ヒルダ：確かに、ここで荒事に及ぶのは向こうにとってリスクが高いと踏んだのだろう。

リージュ：うみゅー。でも、マーリンさんの企みが分からないと、なんか落ち着きません。

ヒルダ：今回ばかりは、罠わなを仕し掛かけた奴やつごと噛かみ切きる……と意い気き込ごむのは危険かな。

ギデオン：マーリンの企みなら、チコのスキル使えば明かすことができるんじゃねぇの？

チコ：《スタンドバイ》っすか。




《スタンドバイ》

　ＧＭにひとつ質しつ問もんできるスキル。主に、フォーキャスターのすごい洞どう察さつ力の表れとして演えん出しゆつされる。




チコ：ここで《スタンドバイ》使っちゃうっすか？

ヒルダ：いいと思うぞ。

ＧＭ：では、何と質問しますか？

チコ：う～ん……。よし！　じゃあ、「〝血の螺旋〟がしかけている罠は何？」って質問するのはどうっすかね？

ヒルダ：いいんじゃないか？　もしマズくても《スタンドバイ》が差さし戻もどされるだけだし。

ギデオン：ダメ元で聞いてみろ（笑）。

チコ：了解！　《スタンドバイ》を使用。「〝血の螺旋〟が仕し掛かけている罠は何っすか？」

ＧＭ：（ちょっと考えてから）……《スタンドバイ》を使用しているので、お答えしましょう。端たん的てきに言ってしまうと「アイン・ソフの力を削けずるための罠をしかけている」です。

チコ：アイン・ソフの力を削るための罠？

ＧＭ：ヒルダが渡わたされた護符は、平たく言ってしまうと、アイン・ソフの力の塊かたまりなんです。そのため、護符が使用されればされるほど、アイン・ソフが弱体化していきます。

ヒルダ：なるほど。つまり、〝血の螺旋〟は私たちに護符を使用させて、アイン・ソフを弱らせようって魂こん胆たんなのか。

ＧＭ：はい。具体的には、護符を使えば使うほど、クライマックスでの戦闘が厳きびしくなるように設せつ定ていされています。

チコ：何ですと!?

リージュ：なるほど。だからさっきも、あたしたちを手にかけなかったんですね！

ヒルダ：アイン・ソフが弱体化を待っているのか……。

ギデオン：じゃあ、極力、護符を使わずに、俺おれらの力だけでエル・ウルフリック・ミンスターまでたどり着けってことか。

ＧＭ：そういうことです。ただその場で黙って聞いていたアイン・ソフは「大事なのは、〝偉大なるヒース〟の植樹。いざとなれば私のことは気にせず護符を使うのだ」と言います。

ヒルダ：そうさせてもらう。だが、あなたには〝血の螺旋〟を押さえて欲しい。だから、なるべく護符の使用は控える方針でいくことにするさ。

リージュ：チコちゃんのおかげで、マーリンさんの企みが見み抜ぬけましたね。チコちゃん、ありがとう！

チコ：えへへ、どういたしましてっす！

ＧＭ：では、この辺でシーンを終しゆう了りようしますね。







◆Middle 09◆出しゆつ陣じん！




　志願兵を仕切っていたレイチェルが、ヒルダへと搭とう乗じよう完かん了りようの報ほう告こくを伝えてきた。

　これで、準じゆん備びはすべて整った。

　あとはビルベリを向かわせるだけだ。

　目的のすべてが集っている、エル・ウルフリック・ミンスターへ！




ＧＭ：では、次のシーンです。ビルベリの出しゆつ撃げき準備が整ったので、エル・ウルフリック・ミンスターに向けて出撃する場面になります。ビルベリには志願兵たちが乗り、逆に、一いつ般ぱん市民たちはノルウィッチへと避ひ難なんが済すんでいます。

ヒルダ：私たちがいない間に準備を進めてくれていたのか。

ＧＭ：ヴィクトリオたち、ノルウィッチへと避難した住人たちが、見送りにきています。

チコ：……何か軍ぐん艦かんに乗って出撃するみたいな気分っす。

ギデオン：じゃあ、町の連中に声をかけておこう。「戻もどってきたら、盛せい大だいに宴えん会かいをするから、酒は大事に取っておいてくれよ！（笑）」




　割わりと死し亡ぼうフラグっぽいです。ギデオンさん。




ＧＭ：住人たちは「さよーならー！」「必ず帰ってこいよー！」などと口々に叫さけんでいます。

ギデオン：なんか、ＧＭも死亡フラグ立ててるなあ……（笑）。

リージュ：大丈夫です！　戻ってくる場所があるんですから、あたしたちは無む敵てきです！

ＧＭ：スリスからも挨あい拶さつがあります。「ビルベリの民たちのことは、任まかせて。どうか、ご武運を」と言います。

ヒルダ：ありがとう。彼かれらのこと、よろしく頼たのむ。

ギデオン：あ、そうだ。俺、ルドルフに話があるんだった。

リージュ：そうですよ！




　というわけで、ギデオンはルドルフにエクスマキナの改かい造ぞうについて相談するのでした。




ＧＭ：そして、アンバーともしばしお別れとなります。アンバーは不安そうな顔で、みなさんを見上げています。「……行くの？」

ヒルダ：ああ、行ってくる。でも、心配しなくていい。

ＧＭ：アンバーは「リージュ……」と呟つぶやいて、リージュの手を握にぎります。

リージュ：ヴィクトリオさんたちの言うことを聞いて、いい子で待っていてくださいね？

ＧＭ：アンバーは「……うん」と頷うなずくと、握っていた手を離はなしました。

リージュ：アンバーちゃんに、おそろいの聖せい印いんを渡わたしておきましょう。「これは、人を守るときに役立つものです。あたしの代わりだと思って、持っていてください」

チコ：じゃあ、オイラは絵本を渡すっす！　「暇ひまなときは本を読むといいっすよ」

ギデオン：アンバーに何かあげる流れか……。俺は……ドランの着ぐるみを渡す！（一同笑）




　第一巻かんで使ったドランの着ぐるみ、まだ取ってあったんですか！




ＧＭ：「ええと……着方がよく分からないから、帰ってきたら、教えて」

ギデオン：うむ。みっちり教えてやろう。

ヒルダ：止めておきなさい！（笑）

[image: ]

ギデオン：そういうヒルダは何を渡すんだ？

ヒルダ：そうだな……。戻ってきたら一いつ緒しよに店でも見て回ろう。そんな約束をする。

リージュ：あっ、それは素す敵てきですね～！

チコ：いいな～。オイラも行きたい！

ヒルダ：分かった分かった（笑）。じゃあ、帰ってきたら、みんなでショッピングをしよう。

チコ：そういえば……援えん軍ぐんって、もう出発してるっすかね？

ＧＭ：エストネルでの交戦開始予定日は決めてあり、それに間に合うよう、順次出陣をしているはずですよ。ビルベリは移動速度が速いので、実はもっとも遅れて出発します。

チコ：なるほど。

ＧＭ：エストネルへ向けて軍隊が進む中、各国の首しゆ脳のうが転送石を使うなどしてノルウィッチに集結します。出しゆつ陣じん式しきを執とり行なうためです。

一同：出陣式!!

ＧＭ：ノルウィッチ郊こう外がい。ビルベリがあるその付近に天てん幕まくが張はられ、その前にはこの戦いに参加する各国軍の首脳と、その近この衛えの兵士が集まっています。加えてフェリタニアの兵士もいるので、一万人を超える人が集結してるって感じですね。




フェリタニア合がつ衆しゆう国こく：スリス、イザベラ……。

レイウォール王国：リディル、グレイ、バヤン、カルロス……。

グラスウェルズ王国：フィリップ、アンソン、セシル、コーディ……。

ゴルフォード王国：ドワーディン、ゲオルグ、イルゼ……

アガルタ公国：ロッシュ……。




ＧＭ：……といった面々。その他にも当然名前の出てこない兵士がいますし、ここ以外に旧エストネル領を攻撃するそれぞれの軍が割り当てられた箇所で配置についています。

ヒルダ：……これだけの軍が、いわばチコをエル・ウルフリック・ミンスターに連れて行くために集結してるんだなあ。

チコ：……背せ筋すじが伸のびる思いっす。

ＧＭ：その上で、レイウォールの主力部隊たいはリベリウス将しよう軍ぐんらに、グラスウェルズの主力部隊はリシャール将軍に、ゴルフォードの主力軍は翠すい緑りよく銃じゆう士し隊隊長ハンスに率ひきいられて、それぞれエストネル領りよう内ないに向けて進軍しています。




ハンス・ゴーランド

　ゴルフォードの森林を護る翠緑銃士隊の隊長。対妖魔戦のプロフェッショナルとして、ゲオルグにエストネル攻めの統率を委ねられた。
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リージュ：なんで別れて進軍してるんですか？

ＧＭ：レイウォールやグラスウェルズ、ゴルフォードらの国は、ノルウィッチを経けい由ゆしてエストネル領に入るには遠回りすぎるからです。他にも作戦上の理由がありますが、それは後で説明します。なお、各国の王や重じゆう鎮ちんは、この出陣式に参加した後、自分たちの軍へと合流する予定です。

リージュ：なるほどー♪

ＧＭ：さて、きら星のように、軍ぐん装そうの国王や高級軍人たちが居い並ならぶ中、演えん壇だんの上に、イザベラをともなってスリスが現あらわれます。

ギデオン：スリスが演えん説ぜつするのか!?

ＧＭ：今回の軍ぐん勢ぜいは、実じつ質しつはともかくスリスの呼よびかけで集まったものですから。

ヒルダ：む、アキナ殿どのたちエンジェルファイヤーの面々が見あたらないようだが……。

ＧＭ：それなんですが……事前にかわたなさんと打ち合わせたところ、この時期にはアキナたちは顔を出さないようにして欲しいと言われまして。

ギデオン：なんと！

ＧＭ：まあ、『デスマーチ』一〇巻の進行次第では、エンジェルファイヤーがこの場にいたことになるかも、とかわたなさんに言われていますから……。

ヒルダ：なるほど。事じ態たいは色んな意味で不ふ透とう明めいな部分があるということだな（笑）。

ＧＭ：当面フェリタニア合衆国軍の指揮は、有能な軍師であるカーティス・アヴァロンという読者投稿ＮＰＣさんがとるそうです。




カーティス・アヴァロン

　合衆国軍の軍師。怠けぐせがあるが、攻守に非凡な才能を持つ人物。先年のラングエンドとの戦闘でも活躍した。
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ギデオン：あちらはあちらで、うまくやってもらうしかないな。

ＧＭ：ええ。……さて。スリスは小さな身体で演壇に上がり、出陣の挨拶を始めます……。




「この中にはかつてわたしの国と戦火を交えた人もいるでしょう。

　あるいは長年いがみ合い、憎にくみ合ってきた方々もいるでしょう。

　わたし自身、一度は国を失い、他国へ難を逃のがれたことがあります……」




チコ：『無印』二巻と『ブレイク』一巻の話っすね。




「その間、様々な戦いの影に卑ひ劣れつな妖よう魔ま、魔ま族ぞくの存そん在ざいがあることをしりました。

　アルディオン大陸の影で暗あん躍やくする恐おそるべき組そ織しきの存在も明かされました……」




ヒルダ：バルムンクのことだな。

チコ：まあ、あいつらは『サガ』シリーズの敵てき役っすからねえ。




「一度は平和がもたらされたと考え、安あん堵どしたことも、

　その直後に混こん沌とんとした未来に突つき落おとされたこともありました！」




リージュ：ありましたねぇ（←菊きく池ちさんの方を見る）。

ギデオン：あったねぇ（←目を逸そらす）。




「妖魔たちの陰いん謀ぼうに加え、人間たちの思おも惑わくも重なり、

　未来への展てん望ぼうが見えなくなったこともありました……」




ヒルダ：これは『無印』のヒューバードや『デスマーチ』のグリンダのことか。

リージュ：ヒューバードお兄様……。




「そして、その間……大陸に平和をもたらそうと活かつ躍やくした、

　先代統とう一いつ帝ていピアニィ様は、世界を守るために玉ぎよく座ざを退しりぞきました。

　ピアニィ様は今でも必死でエストネル王国の地下で敵と戦っています！」




ヒルダ：そうだよな。〝偉大なるヒース〟の復ふつ活かつはピアニィを救い出すための戦いなんだ。

リージュ：そして、最後に〝邪じや神しんの御み子こ〟を倒たおすための戦いでもあります……。




「わたしたちにできることは多くはありません。

　しかし、今エストネルの地下で身動きが取れなくなっているピアニィ様を、

　そしてその仲間たちを自由にできれば、きっとどんな敵でも倒せるはずです！

　みなさん。今あなた方にできることを全力で行ってください。

　そして妖魔、魔族を打だ倒とうして、人間の勝利をつかみましょう！」




一同：おーっ！




　その場にいる全員が起立し雄お叫たけびをあげる！

　誰だれが始めたのか、ピアニィの名を呼よび、バンザイと叫さけぶ者たちもいた。

　時に帝紀八一六年一月一日。

　フェリタニア合衆国のスリスの呼びかけに応おうじて集まった人間の軍勢は、妖魔の群むれが待つエストネルに向かった。

　後に〝人類戦争〟と呼ばれる、妖魔に翻ほん弄ろうされてきた人類の一いち大だい反はん攻こう作戦であった。




ＧＭ：では、出陣式の後、アンバーたちにしばしの別れを告げたみなさんは、ビルベリに乗のり込こみます。中には、志願兵たちが乗っていて、ヒルダの号令を待っている状じよう態たいです。

ヒルダ：では、ビルベリに乗り込んで、号令をかけるぞ。「出発だ！　目的地はエル・ウルフリック・ミンスター！」




　小山ほどもある歩く城塞、ビルベリから、重い駆く動どう音おんが響く。

　その鋼鉄の足が高々と上がり、続いて地を踏ふみしめる。

　大地を震わせながら、ビルベリはエストネルに向かう第一歩を踏み出した。




ＧＭ：志願兵から「了解！」と答えが返ってきて、ビルベリがズシンズシンと進み始めたところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 10◆未来を担になう者たちと一緒に




　帝紀八一五年一月のある晴れた日。

　出陣式を終えた移い動どう都市ビルベリは、旧エストネル領を目指して移動していた。

　そこでヒルダたちを待ち受けていたのは……。




ＧＭ：では、次のシーンです。ビルベリは、アヴェルシア領内に入り移動中です。

一同：はい。

ＧＭ：山がちなアヴェルシアの地を、ビルベリはものともせず、移動しています。

チコ：頼もしいっすねえ。

ＧＭ：今、ビルベリには、みなさんの他にも、レイチェルに率いられた志願兵たちが乗っています。志願兵の中には読者投とう稿こうのみなさんを採さい用ようさせていただきました（と設定が書かれた紙を見せる）。




ストーム・スタインドール（七〇歳さい／男／ネヴァーフ　投稿者：東京都　愛あい尾お羽わさん）

　ビルベリの警けい備び隊たいの老兵。元は引いん退たいしていたが近年のビルベリの激げき動どうを受け、現げん役えき復ふつ帰きを遂とげた。特注のハルバードを振ふり回まわし、ひとりで十倍の敵を支ささえる腕うで前まえの持ち主で、レイチェルの信しん頼らいも厚あつい。虫歯ひとつない頑がん丈じような歯が自じ慢まん。
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ＧＭ：志願兵の中で目立つのは、七〇歳の老兵ストームさん。まるで硬かたい岩のような外見で、年ねん齢れいを感じさせない迫はく力りよくがあります。

ヒルダ：一時は引退していたのか。この説明を読むと、元ビルベリ領主のジェラルドとやりあった時に、いなかったのは幸いだったか。

ギデオン：案外ジェラルドとケンカして、引退したんじゃねぇか？

チコ：熱そうな、爺じいちゃんだし、ありそうっす（笑）。




アビメレク・アダマス（二六歳／男／エルダナーン　投稿者：群ぐん馬ま県けん　青鬼さん）

　アルディオン各地にて活躍中の商人。豊ほう富ふな人脈を持ち、様々な組織に人材や仕事を斡あつ旋せんすることを得意としている。ギデオンの旧きゆう知ちの人物。かつて、ゴルフォード王室中ちゆう枢すうに無理をして食くい込こもうとしていた時期がある。その自分の身を危き険けんにさらす行動を、若わかき日ひのギデオンにいさめられたという過か去こを持つ。通つう称しようメレク。
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ＧＭ：このアビメレクさんは、シーフとしても腕うでが立ち、旧きゆう友ゆうギデオンの力になろうとビルベリに乗り込んできた人物です。

チコ：お……おっちゃんにも若わかい頃ころあったんすね。

ギデオン：あるよっ!?　当たり前だろ!?（笑）　普ふ通つうここは、ギデオンさんは昔はカッコ良かった……とか、人じん徳とくがあったんですね……とか、感心するところだろ!?

チコ＆リージュ＆ヒルダ：はっはっは。

ギデオン：なんで笑うんだよっ!?（一同爆ばく笑しよう）




マイラ・アリアドネ（二四歳／女／ヒューリン　投稿者：大おお阪さか府ふ　燦さん然ぜん斗と輝かがやくさん）

　ビルベリ出身の女傭よう兵へい。様々な戦場で経けい験けんを積んだ腕うで利ききの戦士だ。先年のビルベリの騒そう動どうの際さい、故こ郷きようの危き機きに駆けつけてみれば、ビルベリは逃にげ出だした後。その後、暴ぼう走そうするビルベリを追いかけて大陸を放ほう浪ろうした苦労人である。先日ようやくビルベリに合流を果たし、最終決戦の参加に間に合った。
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ヒルダ：その……。なんというか……すまん。マイラさん。

チコ：しょうがないっすよ。まさか、ビルベリが動けて暴走するなんて、オイラたちも予想もつかなかったことっすから（笑）。

ＧＭ：はっはっは（←ビルベリの設定を決めた張ちよう本ほん人にん）。

リージュ：でも、強そうな方は大だい歓かん迎げいです♪

ギデオン：だな、戦いでその腕前を見せてもらうとするか。

ＧＭ：さらにビルベリには〝血の螺旋〟を警戒し、アイン・ソフが同行していますし。ベルリールの勇者たちと〝コロローナ商会〟も同乗しています。

チコ：心強いっすね～。

ＧＭ：そして、みなさんは各国との交こう渉しように成功しましたので、続々と援軍がやってきます。

ヒルダ：ありがたいな。

ＧＭ：（多くの描かき込こみがされた地図を拡ひろげながら）こちらをご覧らんください。
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ヒルダ：ほう。各国の軍の進軍図のようだな。

ＧＭ：はい。

チコ：この矢印は各国の軍の動きを表わしてるっすね。……ふむ。レイウォールは二方向から進軍するっすね。

ＧＭ：主力は旧エストネル領を南下している部隊と、西方から回り込んでいる部隊です。

チコ：なるほど。

ＧＭ：新国王リディル本人に加え、軍ぐん師しのグレイ、バヤン、カルロスも同行しています。不ふ穏おんな動きを見せるレイウォールアライアンスに対する備えを残しつつも、総勢一万の兵力をこの戦いに投入しています。建国したばかりなうえに、南方のミックの存在を考えると最大限の兵力といえます。

リージュ：リディルさんは、本当にこの戦いに力を入れてるんですね。

ＧＭ：ええ。気合いが入っていますよ。

ギデオン：グラスウェルズは神聖アンリ帝国領を通過しているぞ！（笑）




　グラスウェルズもフィリップ王みずからが出陣。白竜王国最強の将軍リシャールと王国軍師アンソンが帯同し、経験の浅い若わかき王を支える。

　主力はグラスウェルズの精せい鋭えい部隊幻竜騎士団を中心とした高速部隊で、その数一万。

　なお、エゼルバルドの白竜騎士団は、神しん聖せいアンリ帝てい国こくに備え本国の守しゆ備びを任まかされている。




ＧＭ：グラスウェルズ各地で、それぞれの任にん務むについていた精鋭の幻竜騎士団員たちが速やかに集結。部隊を編制し、またたくまに神聖アンリ帝国領を突破、エストネルを目指しています。

ギデオン：幻竜騎士団は、精鋭部隊だからな。『ブレイク』の初期は12レベルのファントムレイダーズが、幻竜騎士団の新米という扱あつかいだったことからしても、そのレベルの高さは分かるってもんだ。




　その他ゴルフォードはドワーディンが出陣。ノルウィッチから合流したゲオルグの率ひきいる錬金騎士団を中心とした軍勢一万が、高速でエストネル南東から進軍している。

　アガルタ公国もロッシュみずからが三〇〇〇の部隊を率いてエストネルを目指す。

　そして、フェリタニア合衆国軍二万も同様にノルウィッチから南方へ進軍する。やや兵力が少ないアガルタ公国軍は、フェリタニア合衆国軍と緊きん密みつな距きよ離りを保たもっている。




ヒルダ：これだけの国が共同作戦をする様は壮観だなあ。

ＧＭ：しかし、彼らの目的はいわば陽動。魔族、妖魔の軍をひきつけ、その隙すきに本命のビルベリはエル・ウルフリック・ミンスターに赴き、チコの頭に生えている〝偉大なるヒース〟を彼かの地ちに植しよく樹じゆする必要があるのです。

リージュ：そのために、こんなに多くの人たちに協力をしてもらったんですよね。

ギデオン：考えてみればすごい話だな（笑）。

ＧＭ：各国の軍は妖魔軍団を引きつけるために、なるべく派手に進軍します。さらに様々な方向から包囲するように攻め込み、敵の守備体系を拡げる。

ヒルダ：妖魔軍団も応戦してくるだろうな。

ＧＭ：そして生じた敵陣の薄いところをビルベリで突破するというのが、マルセルとチコがオープニングで考えた作戦です。

チコ：それが実現した今……、オイラの責せき任にん重大っすね。

リージュ：ふふ、チコちゃん。あたしたちなら、きっとやりとげられますよ♪

ヒルダ：リージュは頼たのもしいな（笑）。大だい丈じよう夫ぶだチコ。私たちがついているんだ。

チコ：はいっす！

ＧＭ：なお、援軍要よう請せいをした際の各国との交渉すべてに成功しているので、このあと行なわれるＦＳ判定に、様々なボーナスがつきます。詳しよう細さいは、ＦＳ判定でのお楽しみ。

一同：はーい。

ＧＭ：さて。ここで全員で難なん易い度ど15の【幸運】判定を行なってください。どなたかひとりが成功すればＯＫです。

ヒルダ：（ダイスを振ふる）達成値11で失敗。

チコ：（ダイスを振る）達成値６っす……。失敗っす。

リージュ：（ダイスを振る）達成値10で失敗です。

ギデオン：【幸運】は４。《ダンシングヒーロー》を使用。（ダイスを振る）16で成功だ!!

一同：おお！（拍手）

ＧＭ：では、エストネルに乗のり込こもうと、アヴェルシアの山岳地帯を進むビルベリですが……進路方向にある少し開けた丘に、「伝令になってあげてもよくってよ！」とぱたぱたはためく横おう断だん幕まくが掲かかげられているのが見えます（一同笑）。

ギデオン：じゃあ双眼鏡で見張ってた俺が「おい、進路方向に何かいるぞ」って言う（笑）。

チコ：（素すに戻って）そ、それってもしかして……！

ＧＭ：シェルドニアン学園の制せい服ふくを着た生徒たちが、校章が刻きざまれた旗を振ふって、みなさんを待ち受けています。気の強そうな少女が一歩進み出て、「あなた方に協力してあげてもよくってよ！」と言います。

チコ：やっぱり、『エチュード』のみんなだ～!!（←『エチュード』の著ちよ者しや）
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ＧＭ：はい。ユファたちが、駆かけつけてくれました。もし、今の判定に失敗していた場合、彼かの女じよたちはビルベリと遭そう遇ぐうできなくなるところでした（笑）。

ヒルダ：なるほど。一いつ旦たんビルベリを停止させて彼女たちを乗せ、話を聞くことにしよう。

ＧＭ：では、ユファたちは昇降用の階段から、ビルベリに乗り込んできます。

チコ：質問するっす。シェルドニアン学園の生徒がどうしてここに？

ＧＭ：ユファが「エル・ウィン・フリットでピアニィ様の護ご衛えいをしていたの。でも、エルザ先生に頼たのまれて……シェルドニアン学園の代表として、アヴェルシア軍にピアニィ様の無事を伝令するために、出てきたの。決死の伝令隊だったのよ？」と言うと、大きな斧おのを持ったネヴァーフの少女……ルーチェが「そうしたら、アヴェルシア軍から、みなさんに協力してあげて欲ほしいと頼まれまして、引き受けたのです。これも神の試練ですから」と補ほ足そくします。

チコ：なるほど。……みんな、すっかり逞たくましくなって……（ほろり）。

ギデオン：おい、ただの緑りよく谷やさんになってるぞ。チコ、戻ってこ～い（笑）。

チコ：はっ！（笑）

リージュ：（ユファになって）「あたしたち、世界の危機を救うのを、手伝ってあげてもよくってよ！」（一同笑）

ＧＭ：ドラゴネットの少年が「ポーション投げて支し援えんするドラよ」と言います。

ギデオン：まぁ、猫ねこの手も借りたいところだ。手伝ってもらおうぜ。

ＧＭ：「オレは猫じゃねぇけどな」とヴァーナの少年のパルがボソリと毒どく突づきます（笑）。

ギデオン：本物の錬れん金きん術じゆつ師しが来たなら、ビルベリが故こ障しようしてもどうにかなりそうだな。

チコ：ユーキリスは薬学専せん門もんだから、ビルベリの修しゆう理りは無理だと思う……っす（笑）。

ヒルダ：何はともあれ、協力してくれるというならば、厚意は受け取っておこう。

リージュ：（ユファになって）「アルディオンの未来を担う者たちのひとりとして、協力してあげますわ」

ヒルダ：よろしく頼む。では、再さい出しゆつ発ぱつだ！

ＧＭ：では、ヒルダの号令に従したがい、再ふたたびビルベリが動き出したところで、シーン終了です。







◆Middle 11◆エル・ウルフリック・ミンスターへの道




　ビルベリはエストネルの国境を越こえた。

　荒こう涼りようとした大地にてヒルダたちを待まち構かまえていたのは、おびただしい数の妖魔たちだった。




ＧＭ：では、エル・ウルフリック・ミンスターへと進撃するＦＳ判定のシーンになります。

一同：はい！

ＧＭ：まず状況の説明をしましょう。出陣式から数日後の早朝。ビルベリは旧エストネル領との国境にある山の上に到達しました。みなさんがいる薄暗いコントロールルームの正面には巨大なスクリーン。そこには冬の青空の下、拡がる旧エストネル領が映し出されます。

リージュ：エストネルっていま、どんな様子なんですか？

ＧＭ：ほぼ全域が妖魔や魔族の巣そう窟くつとなっており、国土は荒れ果てています。整備されていた街道には雑ざつ草そうが生い茂り、街や村は廃はい墟きよと化し、見る影もないほどボロボロです。

チコ：相変わらずの有様っすね……。

ＧＭ：さらに、その先はある地点からいきなり生命の気配すらない荒野が広がっています。

ギデオン：半径六〇キロメートルに広がる、大廃墟ってやつだな。

ヒルダ：背筋の寒くなるような場所だがぐずぐずしている暇はない。突っ切っていくぞ。

ＧＭ：ではヒルダの指示を受け、操縦者がビルベリは増速させます。一面の荒野を土つち煙けむりを上げながら進むビルベリ。冷たく乾いた風ががしゃがしゃと揺れる城壁の上を吹きすさびます。

ギデオン：風が心地いいぜ。最大戦速でつっ走ぱしれってヤツだな！（←ノってきたらしい）

ＧＭ：しばらく進み、やがて正午を過ぎた頃。前方の大地に黒々としたふたつの兵士達の群れが見えます。既に各国の軍と妖魔の軍勢の戦闘が始まっているようです。

一同：おおっ!!




　人類の軍に相対する妖魔の軍団はまさに異形の集団であった。

　見張り用の双眼鏡で見ると、トカゲのような顔つきをしたもの、ぬめっとした肌と長い手を持つ兵士、屈強な大型種族、全身が体毛で覆われた弓兵、ヒューリンと似ていつつも体の一部が異形化した騎兵、などの人型種族が隊列を組んで武器を振りかざしていた。




リージュ：もう始まってるんですね！

チコ：ゴブリン、トロール、オウガ、バグベア……っすよね、そいつら。

ギデオン：あとはフォモールもいるようだな。

リージュ：妖魔ですね！

ＧＭ：正解です。邪悪な種族の集まりですが、きちんと統制がとれた妖魔の軍団です。

ヒルダ：その軍団の様子はどうだ？

ＧＭ：妖魔軍団は正面の人間の軍隊と激闘中でビルベリにはまだ気づいていないようです。ここはフェリタニア合衆国とアガルタ公国軍が担当する戦域ですね。




　戦場を渡る風に、ふたつの国の軍旗が翻ひるがる。

　兵士たちの士気も高く、雄叫びとともに妖魔たちに攻めかかる。

　人類の軍隊は、優勢に戦いを進めているように見えた。




リージュ：さすが合衆国軍♪

チコ：ロッシュもがんばってるっす！

ＧＭ：そして、戦場全体が広すぎて見えませんが、各国の軍が、今まさに妖魔軍団との戦闘を繰り広げているわけです。

ヒルダ：うむ。彼らが妖魔たちを引きつけているうちに、妖魔軍の手薄な箇所から目的地目指して突撃するぞ！　いいか、みんなここが正念場だ……ビルベリ、全速前進っ！

一同：おぉぉぉぉーっっ!!

ＧＭ：というわけで、ＦＳ判定を開始しましょう。勝利条じよう件けんは、みなさんがエル・ウルフリック・ミンスターに到とう着ちやくすることになります。

ヒルダ：とても分かりやすい勝利条件だ！（笑）

ＧＭ：このＦＳ判定は、三つのＦＳ判定を並へい行こうで行なうことになります。

一同：三つ同時！

ギデオン：そいつは画期的だ!!

ＧＭ：はい。進行判定を行なう場合、三つのＦＳ判定からひとつを選択することになります。

チコ：一度選んでしまったら、他のＦＳ判定の進行判定はできないっすか？

ＧＭ：いえ、新たにメインプロセスが回ってきた場合は、前と違ちがうＦＳ判定を選べます。

チコ：なるほど。




●三つのＦＳ判定について




ＧＭ：まずは個々のＦＳ判定について説明しましょう（とＦＳ判定のシートを見せる）。




◆ＦＳ判定①：エル・ウルフリック・ミンスターへ進軍する

制せい限げん人数：なし

終了条件：４ラウンド経けい過か

成長点：50点

支援判定：任にん意いの能のう力りよく値

完了値：20

進行判定：【感知】／15




チコ：（ＦＳ判定のシートを見て）ふむ。このＦＳ判定①はビルベリがエル・ウルフリック・ミンスターに到着するまでを表わしているっすね？

ＧＭ：はい。みなさんが最終的な目的地にたどり着けるかを決めるＦＳ判定です。このＦＳ判定①さえクリアすれば、合衆国軍は戦略的な勝利を得ます。ＦＳ判定②とＦＳ判定③はＦＳ判定①の補ほ助じよ的てきな役割になります。




◆ＦＳ判定②：妖魔軍ぐん団だんに反はん撃げきする

制限人数：なし

終了条件：なし

成長点：[image: ]

支援判定：任意の能力値

完了値：15

進行判定：命中判定／32




ＧＭ：このＦＳ判定②は、ビルベリに攻撃してくる妖魔軍団を撃退できるかどうかを決める、反撃にあたるものです。妖魔軍団の攻こう撃げき力りよくに関しては、あとで述のべます。

リージュ：やはりビルベリが攻撃を受けるのは避けられないんですね。

ＧＭ：はい。大がかりに進軍している各国の軍が妖魔軍団の大半を引き受けてくれます。しかし、ビルベリはどうしても目立ちますので、敵の攻撃にさらされてしまうのです。

ヒルダ：やむをえんな。せいぜい反撃させてもらおうか。

ギデオン：進行判定が命中判定ってことは、俺とヒルダとリージュは武ぶ器き攻撃の命中判定で、チコは魔法攻撃の命中判定、ぶっちゃけ魔ま術じゆつ判定でやってもいいんだな？

ＧＭ：はい、その認識で問題ありません。




◆ＦＳ判定③：ビルベリのエネルギーをチャージする

制限人数：なし

終了条件：なし

成長点：[image: ]

支援判定：任意の能力値

完了値：10

進行判定：【精せい神しん】／15

補足：このＦＳ判定では進行値を上げていくと、イベントという形でビルベリの機能が使える。イベントを発生させる（機能を使用する）かはプレイヤーが選せん択たくする。イベントを発生させた場合、進行値はリセットされる（０になる）。複ふく数すうのイベントを発生させることができる進行値になっていたとしても、発生させることができるイベントはひとつだけである。

・イベント１（進行値３のとき）：ビルベリに搭とう載さいしている兵器にエネルギーを送る。ＦＳ判定②の完了値に＋３する（完了値の上じよう限げんが上じよう昇しようする）。

・イベント２（進行値６のとき）：ビルベリのジャンプブースターを使用する。ＦＳ判定①の現げん在ざい進行値に＋３する。

・イベント３（進行値10のとき）：ビルベリの秘ひ密みつ兵器を使用する。妖魔軍団の攻撃力をマイナス一〇〇〇する。１シナリオに１回使用可能。




チコ：つまり、古代兵器ビルベリの防ぼう衛えい機能をＦＳ判定のイベントで表現してるっすね。

ヒルダ：ビルベリの巨体を考えれば、戦場全体に影響を与えそうだ。

ギデオン：秘密兵器か。これはいいな、ぜひ起動したい。

チコ：攻撃力を一〇〇〇減らす効果はかなり強力っす！

ギデオン：いや、効果はもちろんなんだが、秘密兵器に惹かれるものがあってな（笑）。

リージュ：分かります！（笑）

ギデオン：そういや、俺たちが交渉してきた援軍のボーナスってどうなってるんだ？

ＧＭ：援軍によるボーナスは、各ＦＳ判定中のイベントという形で組くみ込こんであります。どんな効果なのかは、イベントが発生したときに説明します。

リージュ：それじゃ、援軍要請に失敗してたら、イベントが発生していなかった……？

ＧＭ：ええ。援軍のイベントはＰＣにとってプラスの効果があるように組みましたから、その分ＦＳ判定がきつくなっていたでしょうね。

リージュ：なるほど～。

ＧＭ：さて、次。このラウンド進行での特とく殊しゆ項こう目もく、ビルベリの耐たい久きゆう力りよくと妖魔軍団の攻撃力についての説明をします。




●ビルベリの耐久力と妖魔軍団の攻撃力

◆ビルベリの耐久力

　ビルベリの耐久力は５０００点。《ヒール》やポーションなどのスキルやアイテムなどで回復することはできない。

　耐久力が０になるとビルベリは進軍できなくなる。ビルベリが進軍不ふ能のうになるとＰＣたちは自分の足で移動することになる。

　ＰＣが自力で移動する場合は、ＦＳ判定①の進行判定の難易度に＋５、上昇する進行値が１／２（端は数すう切きり捨すて）となる。ＦＳ判定②、③は変へん更こうなし。




ＧＭ：ビルベリに対しては《カバーリング》などもできませんので、注意してください。

チコ：自力で移動は厳きびしいっすね。何としても、ビルベリの耐久力が０にならないようにしなくては！




◆妖魔軍団の攻撃力

　妖魔軍団の攻撃力は３０００。

　毎ラウンドのクリンナッププロセスにこの値だけ、ビルベリの耐久力が減げん少しようする。

　ビルベリの耐久力が０になり、ＰＣが自力で移動することになった場合、毎ラウンドのクリンナッププロセスに、ＰＣ全員が攻撃力の十分の一と同じ値のＨＰロスを受ける。

　ＦＳ判定の進行などによって攻撃力は増ぞう減げんする。




リージュ：このままじゃ、２ラウンド目のクリンナッププロセスでビルベリが沈しずんでしまいますね。

ヒルダ：１ラウンド目で妖魔軍団の攻撃力を削けずらないといけないようだな……。

ＧＭ：なお、妖魔軍団の攻撃力は、ＦＳ判定②の進行値×[image: ]点減へります。つまり、進行判定で上昇した進行値分×[image: ]点、現在の攻撃力を減らします。

チコ：これ、ＦＳ判定②をクリアしたらどうなるっすか？

ＧＭ：進行値が完了値まで行くと、攻撃力を減らすことはできなくなります。ただし、イベントなどで完了値が増ふえた場合、進行値が完了値になるまで進行判定を行なえるとします。

ヒルダ：つまり、ＦＳ判定②はＦＳ判定①をクリアするまで終わらないってことだな。

ギデオン：なるほどね、まずは俺たちは戦略的な勝利を目指すべきってことか。

ヒルダ：ふむ。「ＦＳ判定①：エル・ウルフリック・ミンスターへ進軍する」のクリアを最優先するということだな。

リージュ：それがあたしたちの……戦略的な勝利なんですね。

チコ：そうっす。ようするにオイラたちの役目は〝偉大なるヒース〟を植樹するべき地、エル・ウルフリック・ミンスターにたどりつくことってワケっす。

ヒルダ：ＦＳ判定の②や③はそのための補助的手段だ……。その優先順位は重要だな。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：きっと戦術を練りたいだろうと思いますので、相談タイムをどうぞ。

チコ：ではお言葉に甘えて相談を。《パーペチュアルチェック》は必要っすかね？

ギデオン：ＦＳ判定しかないなら、敵が割わり込こんで行動してくることもなさそうだ。使わなくていいだろう。

ヒルダ：このパーティで【感知】判定が得意なのは誰だれだ？

チコ：おっちゃんとオイラじゃないっすかね。

ギデオン：俺は《ダンシングヒーロー》や《ドラゴンソウル》を持ってるから、比ひ較かく的てきＦＳ判定は成功しやすいぞ。

ヒルダ：そうだな。

ギデオン：まぁ、ギルドサポートの《最後の力》でフェイト３点回復できるから、このＦＳ判定で各自フェイトは３点まで使ってもいいんじゃないかと思う。

リージュ：そうですね。

ギデオン：全体的な戦術としては、まず、１ラウンド目にＦＳ判定②に全力で取りかかる。妖魔軍団の攻撃力はラウンドごとに、さっさと削けずっておいた方がいい。

ヒルダ：同感だ。

ギデオン：そのあとは、基き本ほん的てきにはＦＳ判定①を進めるが、その判定に使用する能力値が苦手分野だった場合は、ＦＳ判定③に挑ちよう戦せんしてみてもいい。

ヒルダ：ＦＳ判定③に挑戦するならば、イベント３を発生させるつもりで挑いどんだ方がよさそうだな。ほかのイベントは能のう率りつが悪い。

ギデオン：期き待たい値ちでことがすすめば、勝利条件は問題なく満たせるはず。……ま、スムーズに行くだろう。このＦＳ判定はＧＭがダイスを振らないからな（笑）。

一同：なるほど!!（笑）

ヒルダ：このＧＭはいやなところでクリティカルを出すことがあるからなー（笑）。

リージュ：クリティカルを出す回数自体はそれほどでもないんですけどね～（笑）。

チコ：そのぶん腹黒だから、だいじょうぶっす。

ＧＭ：あははは（何が大丈夫なんだろう）。それでは、ラウンド進行に突入しましょう。




●第一ラウンド

行動値

ギデオン　　　　24

チコ　　　　　　23

リージュ　　　　17

ヒルダ　　　　　３




ビルベリの耐久力：５０００

妖魔軍団の攻撃力：３０００

[image: ]




ＧＭ：戦場では妖魔軍団と人間の軍隊の激突が熾し烈れつを極めています。怒号や武器と防具が打ち合う音が響き渡ります。合衆国とアガルタ公国軍のお攻撃により生じた、妖魔軍団の守備が手薄なルートをビルベリは前進していきます。

チコ：うううぅ～。武者震いするっす！

ＧＭ：では第一ラウンドのまずはセットアッププロセスです。

ギデオン：一いち応おう《グラスホップ》を使って、回避判定に＋１Ｄ。いつでも回避に移れるよう体勢を整えておく。

ヒルダ：《グランディア》＋《アグランダイズ》。戦闘態勢を整えて、命中判定とダメージを上げておこう。

ＧＭ：ほかにありませんね？　では、イニシアチブプロセス。まずはギデオンから。

ギデオン：待機！　他三人の動きを見て、ＦＳ判定①に挑いどむかＦＳ判定②に挑むかを決める。

ＧＭ：分かりました。では、次はチコ。

チコ：ＦＳ判定②の進行判定を行なうっす。

ＧＭ：「妖魔軍団に攻撃する」ですね。命中判定で難易度32です。ビルベリに気づいた妖魔の軍団がビルベリの前方に回り込もうとしています。

チコ：なら、志願兵の魔術士たちと一緒に、城壁から魔術で妖魔を攻撃するっす。ビルベリの魔術をとくと味わうがいいっすよー！　魔術判定で……（ダイスを振る）達成値33。

ヒルダ：差分が＋１だから、進行値が１点上昇だな。




ＦＳ判定②：進行値　０→１（完了値まで残り14）




ＧＭ：チコの水の槍に合わせて、志願兵たちが炎の矢やら風の刃やらを妖魔軍団へ雨あられと放ち、軍団の一画を吹き飛ばします。が、彼らの動きは変わりません。

チコ：けれど、あまりに多た勢ぜいすぎて、損害としては微々たるもの……という感じっすかね。

ＧＭ：そうですね。魔術にひるむことなく、妖魔軍団は陣形を立て直します。具体的には、妖魔軍団の攻撃力が[image: ]点減りました。




妖魔軍団の攻撃力　３０００→２９００




ＧＭ：次はリージュ！

リージュ：ＦＳ判定②に挑戦します。あたしはビルベリの砲ほう台だいを使って、妖魔軍団を蹴け散ちらしますよ。

ギデオン：ビルベリの砲台って、遺跡についている古代兵器か？

リージュ：そうそう。ビルベリのコントロールルームで遺跡の砲台を操作できませんか？

ＧＭ：ＯＫです。いくつか砲撃管制装置がこの部屋にあります。

リージュ：では、その前に座って、近寄ってくる妖魔軍団を乱れ撃ちです！

ＧＭ：そうすると、志願兵のマイラ・アリアドネさんもリージュを手伝ってくれます。「砲台なら、以前の戦場で一度だけ扱ったことがある。ずぶの素人より、役に立つはずさ」

リージュ：ありがとうございます♪　それじゃ、砲台の操作を半分ほど受け持ってもらいましょう。命中判定で判定します！　（ダイスを振る）出目は16。達成値は37ですね。

ヒルダ：差分＋５で、進行値が３点上昇。

ＧＭ：リージュの放った砲弾が妖魔軍団の陣形内に次々と着弾し、爆発。もうもうと煙が立ち上る中、妖魔たちが慌てふためいているのが見えます。

リージュ：とにかく撃ちまくって、妖魔の軍団を混乱させることができたみたいです！

ＧＭ：マイラさんも、正確な砲撃で軍団の要所を吹き飛ばし、リージュの砲撃による混乱を増幅させていきますよ。

チコ：おおー、マイラさんやるっす！

ギデオン：これで攻撃力が[image: ]減少だな。




ＦＳ判定②：進行値　１→４（完了値まで残り11）

妖魔軍団の攻撃力　２９００→２６００




ＧＭ：では、進行値が４になったところで、イベントが発生します。ユファ、パル、ルーチェ、ユーキリスら〝砲撃を手伝ってあげてもよくってよ！〟こと『エチュード』チームが、リージュの補ほ佐さをしてくれました（一同笑）。

ヒルダ：またギルド名が変わった！（笑）

リージュ：やっかいな砲台に群むらがろうとする妖魔に対してパルくんとルーチェちゃんが牽けん制せいし、ユーキリスくんは味方にポーションを投げて支援、最後にユファが《フロストプリズム》で敵をなぎ払はらいます♪

ギデオン：すげぇ。妖魔たちが凍りついてる。さすが、ピアニィ陛下の後輩だ！（笑）

チコ：ユファちゃんが「露つゆ払はらいしてあげましたわ！　さぁ、撃ちなさい！」ってリージュお姉ちゃんを応援するっすね？

リージュ：「ありがとう！」　でも、まだまだいっぱい残ってますね……。

ヒルダ：そんなことはないさ。リージュは十分働いたよ。

ＧＭ：『エチュード』チームの協力により、追加で進行値が１点上昇します。




ＦＳ判定②：進行値　４→５（完了値まで残り10）

妖魔軍団の攻撃力　２６００→２５００




リージュ：〝狙撃を手伝ってあげてもよくってよ！〟のみなさん、ありがとうございます！

チコ：ありがとう、シェルドニアン学園の生徒さんたち！　いや、そのリプレイを書いたのは私ですが！（笑）

ヒルダ：ずっとつっこみを我が慢まんしていたんだが……あのギルド名は一体何なんだ？（笑）

チコ：あのギルドは、好きなだけギルド名を変更できると、聞いたことがあるっす（笑）。

ギデオン：そもそも、名前を自由に書かき換かえるルールなんてないぞ（笑）。

リージュ：（なぜか疲つかれたように）あのギルドマスターさんは、風変わりな人なんですね……（一同笑）。

ヒルダ：大竹さんのキャラ（リージュ）が大竹さんのキャラ（ユファ）から精せい神しん的てきなダメージを受けている（笑）。

ＧＭ：このように、味方になってくれたＮＰＣからＦＳ判定を有利にするボーナスをもらえます。

ギデオン：協力を得られたことで、「進行値＋１」みたいなボーナスがもらえるわけか。

ＧＭ：はい。エチュードは「進行値」のボーナスですが、他にも色々な種類があります。

チコ：おおお、援軍要請に成功しておいてよかったっす！

ヒルダ：さて、次は私の番だな。ＦＳ判定②の進行判定だ。ビルベリから降りて、移動を邪魔する妖魔軍団を奇襲しよう。そうだな……ストームさんにも手伝ってもらうか。

ＧＭ：志願兵のストーム・スタインドールさんですね。彼は特注のハルバートを手に、獰猛な笑みを浮かべながらやって来ます。「領主様のご指名とあらば、答えぬわけにはいくまい。老兵の技、とくとご覧に入れよう」

ヒルダ：よろしく頼む。ほかにも少数の警備兵を率いて奇襲だ。ヒットアンドウェイ。一当てしたら、とっとと引くぞ！　判定にはフェイトを１点使う。（ダイスを振る）達成値35！

リージュ：それだと、進行値が２点上昇ですね。

ヒルダ：奇襲が効いたみたいだな。雑兵にはかまわず前線部隊の指揮官に突撃するぞ！

ＧＭ：雲うん霞かのごとく迫る敵兵をストームさんがハルバードでなぎ払い、押し返します。「現役時代を思い出して血が踊るわい。ワシを差し置き、領主様に近寄れるとは思うなよ！」

ヒルダ：おお、頼もしい！　おかげで指揮官の攻撃に専念できる！

ＧＭ：はい。結果としてヒルダは、妖魔軍団の指揮官を撃破。断末魔の叫びとともに、立派な鎧を身につけたフォモールの武将が倒れていきます。

チコ：これで軍団が前線の立て直しを強いられて、攻撃力が[image: ]ダウンっす！




ＦＳ判定②：進行値　５→７（完了値まで残り８）

妖魔軍団の攻撃力　２５００→２３００




ＧＭ：進行値６で再びイベントが発生。ファング、ルナ、エメロード、チャイの『イェーガー』チームが協力に駆かけつけます。

一同：来た～っ！（笑）

ＧＭ：状況的にはヒルダの奇襲を支援したって感じですね。彼らのおかげで奇襲の効果が高まり、妖魔軍団の攻撃力がさらに[image: ]減ります。




妖魔軍団の攻撃力　２３００→２０００




チコ：エメリーは「やめて！　アタシのために争わないで！」って言いながら、戦場の空に舞まい上あがりますよ！

ＧＭ：すると、妖魔たちが「アレは何だ？」「撃うて！」と、ドドドっと矢や魔法をエメリーに集中砲ほう火かします。

チコ：エメリーは「こ、これが、アタシの使命なのね……」と言いながら、撃うち落おとされました（一同笑）。

ヒルダ：落ちたぁっ!?　なんなんだ、あれは？（笑）

ＧＭ：妖魔たちも「なぜ出てきたんだこいつは」という顔になってますが、その隙をつくかのように、戦場に銃じゆう声せいが鳴なり響ひびきます。ファングによる狙撃ですね。

リージュ：チャイは「乙女おとめの怒いかり、受けてみるといいっちゃ！」って言いながら、小さなボディから〝にゅっ〟と伸びた巨大な腕で妖魔にパンチしてると思います（笑）。

ＧＭ：ルナはヒルダに向かって「妖魔の気はこっちが引いとくから、あんたはビルベリに戻もどりな。ギルドマスターなんだろ」と言い、妖魔に向けて風の魔術を撃ち放ちます。

ヒルダ：協力、感謝する。彼らのおかげで、私たちは無事にビルベリへ帰還できた。……ところで、チコがさっきから静かなんだが（一同笑）。

[image: ]

ギデオン：魂たましいが同一だから、出会えたことに感動して口数が少なくなってるんだろう（笑）。

リージュ：プレイヤーが一緒だってことですよね、それ（笑）。

チコ：プレイヤーは一緒でも、あんな生き物とオイラの魂はぜんぜん違うっす！（笑）

ＧＭ：エメリーは再び空に舞い上がり「そこのフィルボルさんには、前世以上の縁えんを感じますぅ」とチコに話しかけます。

チコ：ええい、うるさい！　あんたはもっと地に足をつけて生きた方がいいっす！

ＧＭ：「天使は地に足をつけないって、お兄様が言ってました！」（一同笑）

チコ：うるさいっす～！

ヒルダ：すごく面白いなぁ、チコとエメリーのやりとり。『アリアンロッド』の私の持ちキャラはヒルダだけだから、笑って見ていられる（笑）。

ＧＭ：では、待機していたギデオンのメインプロセスになります。

ギデオン：これなら、ＦＳ判定②を進めた方がよさそうだな。ムーブで《アフターイメージ》。メジャーでＦＳ判定②の進行判定。判定の直前に《ダンシングヒーロー》を使用。踊おどりながら、内部に侵入してきた妖魔を攻撃するぞ。（ダイスを振る）達成値は35か。

ヒルダ：進行値が２点上昇だな。




ＦＳ判定②：進行値　７→９（完了値まで残り６）

妖魔軍団の攻撃力　２０００→１８００




ギデオン：軽やかにステップを踏ふみながら、妖魔を切きり裂さいていく俺！

ＧＭ：では、内部から破壊工作を行なおうとしていた妖魔は、ギデオンの手によって残らず倒されました。

ギデオン：せっかくだし、メレクが指揮して妖魔を探し出してくれたことにしておくか。

ＧＭ：なるほど。では、日頃から人を使うことに慣れているアビメレク・アダマスさんが指揮をして侵入されやすい場所に人を配置し、警戒していたとしましょう。

ヒルダ：で、妖魔に侵入されたらギデオンに報告が行くわけだな。

ギデオン：報告を受けたら、俺はその妖魔を倒しにいくっと。俺自身が警戒する手間を省けて助かるぜ。

ＧＭ：てわけで、メレクさんの警戒網とギデオンの働きにより妖魔の侵入部隊は全滅。最後に侵入してきた体毛に覆われた妖魔、バグベアが「これほど、警戒が厳重とは予想外だった……」と悔しそうに漏らして、倒れます。

ギデオン：さすがだな、メレク。お前のおかげで被害なしだぜ。

ＧＭ：メレクさんは照れたような笑みを浮かべて「キミには大きな借りがあるからね。これで少しでも返せたとしたら、嬉しいよ」と言います。

チコ：力を貸してくれる友達がいてよかったっすね！

ギデオン：まったくだ。持つべきものはコネクションだな。なにしろ楽ができる（笑）。

リージュ：おじさまらしいです（笑）。

ＧＭ：これで攻撃力は１８００まで減少。妖魔軍団にも損害が出てますが、まだまだ半数以上残っている状況です。

ギデオン：意外と厳しいな。

ＧＭ：ＰＣは全員行動済ずみになったので、クリンナッププロセス。ここで、妖魔軍団の攻撃力の分だけ、ビルベリの耐久力が減ります。




妖魔軍団の攻撃力　１８００

ビルベリの耐久力　３２００




ＧＭ：ビルベリに取り付いた妖魔軍団の前衛が装甲の隙間を剣や槍で攻撃。さらに後衛から放たれた砲弾と魔法が直撃。少なくないダメージを受け、ビルベリが大きく揺れます。

リージュ：あたしたちの街が壊こわれていっちゃう……！

ギデオン：なぁに、まだまだ小しよう破はだ。進行に支し障しようはない！

ＧＭ：では、第一ラウンドを終了します。




●第二ラウンド

行動値

ギデオン　　　　24

チコ　　　　　　23

リージュ　　　　17

ヒルダ　　　　　３




妖魔軍団の攻撃力　１８００

ビルベリの耐久力　３２００

[image: ]




ＧＭ：さて、第二ラウンドのセットアッププロセス。そろそろ日がかげりはじめます。長い影を荒野に落としながらも進むビルベリめがけて、敵の増援がやってきます。

一同：なんだってぇっ!?

ＧＭ：妖魔軍団の攻撃でビルベリの移動スピードが落ちていたようです。戦闘開始時は遠隔地にいたヴァンパイアの武将の率いる妖魔精鋭部隊が戦場に到着。ビルベリの攻撃に加わります。この増援により、妖魔軍団の攻撃力が［２Ｄ×[image: ]］上昇します。

ギデオン：おーい、大きな目をだすなよ～！（笑）

ＧＭ：なんでそんなに警けい戒かいしてるんですか？（笑）　そんな大したことないですって。（ダイスを振る）出目は９。なので、攻撃力が[image: ]上昇します。




魔軍団の攻撃力　１８００→２７００




ヒルダ：先ほどがんばったのが、一気に帳消しになるような値だな……。もう次からは、ＧＭが振るダイスは１か２か３しか出ないようにしようよ！（一同笑）

ＧＭ：それは無理な相談です（笑）。

ギデオン：こうなったら、本ほん腰ごしいれてＦＳ判定①をやるしかないか？

ヒルダ：このラウンドは、ギデオンにはＦＳ判定①を進めてもらい、私たちはＦＳ判定②を完了させて、次のラウンドで決着をつけるという手もある。

ギデオン：イベントが発生する可か能のう性せいもあるから……そうしてみるか？

チコ：オイラは待機しておけば、ＦＳ判定①でもＦＳ判定②でも対たい処しよできるっすよ。

リージュ：じゃあ、その作戦でいきましょう！

ＧＭ：ＰＣ側は、セットアッププロセスの行動はありますか？

ヒルダ：こちら側は特に何もしない。

ＧＭ：分かりました。では、ギデオンのメインプロセスからになります。

ギデオン：戦略的な勝利を目指しＦＳ判定①の進行判定をやるぞ。《ドラゴンソウル》を使用。（ダイスを振る）出目が振ふるわないから、フェイトを１点使って振り直し。（ダイスを振る）達成値19だ。

ヒルダ：差分＋４で、進行値が２点上昇だな。




ＦＳ判定①：進行値　０→２（完了値まで残り18）




ギデオン：ビルベリの見張り塔に登って、進みやすそうな進路を探さがすとするか。

ＧＭ：そうすると、ビルベリの進路を塞ぐように展開する妖魔軍団の陣容が見えますね。相当な数がいます。見た限りで隙がなさそう……というところでしょうか。

ギデオン：どんだけいるんだ、妖魔軍団!?　ヒルダ、迂回だ迂回！

チコ：次はオイラの番だけど、待機するっす。

ＧＭ：では、リージュの番です。

チコ：リージュお姉ちゃん、ここはバリッとＦＳ判定②を進めちゃってくださいっす！

リージュ：うん！　じゃあ、フェイトを２点使います。ビルベリの砲台を操あやつるコントロールパネルを弄いじりながら「使い方のコツが分かってきました！」と言います。

ＧＭ：となりで同じように砲台のコントロールパネルを弄っていたマイラさんが「え、分かってなかったの!?」と驚愕してますが（笑）。

チコ：使い方を分かってないのに、妖魔軍団を混乱させたリージュお姉ちゃん、すごいっす！

リージュ：大砲を正確に操って、指揮官のいる辺りを正確に吹き飛ばします！（ダイスを振る）わっ、けっこう遠くまで転がっちゃった。えっと、６と１と……。

ヒルダ：（ダイスを見て）こっちに６がひとつあるぞ。

チコ：（ダイスを見て）こっちにも６がひとつあるっすよ。

ギデオン：（ダイスを見て）俺の前にも６がひとつあるな。

ＧＭ：…………って、ことは？

リージュ：（ダイス目を確認して）……全部で６が四つのクリティカルです!!

一同：おおおぉぉぉーっ!!

ヒルダ：素す晴ばらしい！　クリティカルした場合、進行値は、６が出た数＋１Ｄ点上昇するから……。

チコ：リージュ、お姉ちゃん。１Ｄ振って。

リージュ：はーい（ダイスを振る）。




　リージュが振った一個のダイスがテーブルをころころと転がっていきます。

　みんなが見守る中、ダイスはやがて動きを止め、ひとつの面を上にして止まりました。

　その面に書かれていたのは六個の点。つまり……。




リージュ：６が出ました♪

一同：なんだってえぇぇぇ!?（爆笑）

チコ：６が四つでたから、６に４を足して10!!

ヒルダ：進行値が10点増ふえるから……振ふり切きったな！

ＧＭ：う、うそぉ!?　これでＦＳ判定②が終わっちゃった!!

一同：いっぇーい!!

ギデオン：すっごいな、これ。６出過ぎだ！（笑）

ＧＭ：まさかここで終わるなんて……もっと引っ張るはずだったのに……。リージュの攻撃は、ビルベリに群むらがる妖魔たちを一気に蹴け散ちらしました……。

チコ：ほんと、すごいっす！（笑）

ヒルダ：さすがだ、リージュ。正確に妖魔軍団の指揮官を吹き飛ばしたぞ!!（笑）

リージュ：えっへん!!（笑）




ＦＳ判定②：進行値　９→15（完了値まで残り０）

妖魔軍団の攻撃力　２７００→２１００




ＧＭ：えー……イベントが一気に発生します。まずは、進行値10で発生するイベントから。

リージュ：はい！

ＧＭ：攻撃を受けて損そん壊かいが出ているビルベリの様子を見て、セレネたちが修しゆう繕ぜんに走ります。「セレネちゃん、こっちに大きな風かざ穴あながあるよ！」「近くにあるものでとりあえず塞ふさいでおいて！　修理班はんを呼よんでくるから！」

ヒルダ：『レジェンド』チームの助力か！

ＧＭ：はい。単に修繕だけしているわけではなく、弱点を突こうと迫る妖魔たちを次々と撃退しながら作業するという、離れわざを見せています。

チコ：さすがコロローナ商会。色んな変則マッチをこなしてきただけはあるっす（笑）。

ＧＭ：これにより、ビルベリの耐久力が[image: ]点回復しました。




ビルベリの耐久力　３２００→３７００




ＧＭ：ドルやユーノスが「ビルベリの修繕はワシらや修繕班に任せておきなされ」「リージュさんたちは、進むことだけを考えていてください」と声をかけてくれます。

リージュ：は、はいっ！　分かりました！

ＧＭ：そして、進行値15でもイベントが発生します。

ヒルダ：完了値に到とう達たつすると発生するイベントか。どんなのだろう？

ＧＭ：リシャール率いるグラスウェルズ幻竜騎士団の一隊が駆けつけます。土埃を巻き上げながら、馬に乗った幻竜騎士団が戦場に登場。勢いをゆるめることなく妖魔軍団の側面へ突撃し、敵中突破して駆け抜けていきます。

チコ：さすが、幻竜騎士団。教科書のように綺麗な突撃っす。

ＧＭ：これにより、妖魔軍団の攻撃力が１０００点下がります。




妖魔軍団の攻撃力　２１００→１１００




チコ：これはすごい！　ヒルダお姉ちゃんがグラスウェルズに行った甲か斐いがあったっすね！

ヒルダ：ああ、プレイヤーの心を満たしただけで終わらなくてよかったよ（笑）。

ＧＭ：リシャールはリージュに向けて、ぴっと薔薇ばらの花を一輪、投なげ渡わたします。「道は我々グラスウェルズが切り開きます。あなた方は目的地へ向かってください」

リージュ：あっ、ありがとうございます！　薔薇の花、もらっちゃった♪

チコ：リシャールさんだけっすか？　フィリップ様やアンソンさんは？

ＧＭ：ふたりは幻竜騎士団の本隊で、妖魔軍団の主力を引きつけるべく、指揮をしています。激戦が続く中、特に手練れの一団を率いたリシャールが、ビルベリの支援に来てくれたという状況です。

ヒルダ：ありがたい！　……幻竜騎士団によって、道は切り開けた。みんな、エル・ウルフリック・ミンスターまで突つき進すすむぞ！

ギデオン：おう！

ＧＭ：さて、次はヒルダの番ですが……。

ヒルダ：（ちょっと考えて）ＦＳ判定①を進めたいが、私は【感知】判定が苦手だから支援しておこう。イニシアチブプロセスに【筋きん力りよく】でチコへの支援判定を行なう。（ダイスを振る）21で成功だ。進軍中でビルベリも揺ゆれるだろうから、支ささえようか。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、ありがとうっす！

ＧＭ：最後は、待機していたチコの番です。

チコ：ＦＳ判定①の進行判定を行なうっす。フェイトを１点使用。（ダイスを振る）達成値は24っす。

ヒルダ：それなら進行値が４点上昇だな。




ＦＳ判定①：進行値　２→６（完了値まで残り14）




チコ：ヒルダお姉ちゃんに支えてもらいながら戦場を眺ながめて、「敵の数が減った今なら行けるっす。あの辺りを目指して直進！」と指示を出すっす。

ＧＭ：では、進行値３のところでイベントが発生します。ゲオルグ、イルゼが率いるゴルフォードの錬金騎士団が、地形が変わるかと思うほどの猛烈な砲撃で追撃してくる敵を足止めしてくれます。以い降こう、進行判定が難易度17の【器用】判定になります。

ギデオン：さすがは錬金騎士団ってところだな。

ＧＭ：錬金騎士団の本陣はかなり遠いのですが、新開発の長距離砲を繰り出して支援してくれています。同行しているドワーディンも妖魔相手に怯えながらも奮戦しています。

リージュ：そう言えば、来てましたね（笑）。

ＧＭ：ゲオルグたちが頑張ったんです（笑）。

ヒルダ：そういえば、援軍要請に失敗してたら、ＦＳ判定①のイベントはどうなっていたんだ？

ＧＭ：別のイベントが発生して同じように能力値の変更が行なわれますが、難易度は高くなっていました。今回ですと難易度20の【器用】判定ですね。

チコ：げげ──!?　それはきびしいっす!!

ヒルダ：援軍要請が成功していてよかったな。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスに移ります。妖魔軍団の攻撃力の分だけ、ビルベリの耐久力が減ります。




妖魔軍団の攻撃力　１１００

ビルベリの耐久力　３７００→２６００




ヒルダ：幻竜騎士団によってかなり妖魔軍団の勢せい力りよくが落ちたな。

ギデオン：戦場で動き回る妖魔の数が、目に見えて少なくなってきてるに違いない。

ＧＭ：では、第二ラウンドを終了します。




●第三ラウンド

行動値

ギデオン　　　　24

チコ　　　　　　23

リージュ　　　　17

ヒルダ　　　　　３




妖魔軍団の攻撃力　１１００

ビルベリの耐久力　２６００

[image: ]




ＧＭ：さて、第三ラウンドのセットアッププロセスです。日も落ち、星がまたたく夜空のもと、ビルベリの進撃が続きます。

チコ：うう、このぶっ続けの行進、そろそろオイラ疲れてきたっす～。

ヒルダ：確かにこの進撃は精神的にも肉体的にも来るだろうな。だがもうひとがんばりだ！

ＧＭ：はい。ここで再び敵の増援がやってきて、［２Ｄ×[image: ]］攻撃力が上昇します。

一同：ちょっと待てえええぇぇぇっ!!

ギデオン：うへぇ、毎ラウンド援軍が来るのか……。

ＧＭ：もうお気づきと思いますが、妖魔たちはエル・ウルフリック・ミンスターにいたるまでに何重もの防衛線を引いているのです。

ヒルダ：連中、数は多そうだからなぁ。ここはＧＭが低い目を出してくれるのを祈るのみ。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は５なので、妖魔軍団の攻撃力が[image: ]点上昇します。みなさんは夜の荒野にまたたく妖魔たちの怪しい目の輝きが、さらに増えたように感じます。




妖魔軍団の攻撃力　１１００→１６００




チコ：ほっ、出目が低くて助かったっす……。

ギデオン：これで、イベントなんかで妖魔軍団の攻撃力が跳はね上あがらない限かぎり、次のターンまでビルベリの耐久力は持ってくれそうだな。

ヒルダ：そうだな。とはいえ、だいぶダメージを喰らってるのは事実だ。このラウンドで決着をつけたいところだ。

ＧＭ：セットアップに特になければ、イニシアチブプロセスに移ります。まずは、ギデオンのメインプロセスです。

ギデオン：ＦＳ判定①をやるしかないんだが……　【器用】判定得意なのは誰だ？

ヒルダ：私は12だ。

リージュ：あたしは11なので、そこそこ得意ですよ！

チコ：オイラは２しかないので、苦手っすね。

ギデオン：俺は10。チコ以外なら、そこそこ行けそうか。なら、任せてもいいかな。

リージュ：それはかまいませんが、どうしてですか？

ギデオン：【器用】判定のあとに【敏びん捷しよう】判定が来そうな気がするんだよ。【敏捷】だと俺が一番得意だし、それなら待機して備えておこうかと思ってな。

チコ：なるほど、一理あるっす。

ヒルダ：だったら、みんなに待機してもらって、まず私が判定に挑むというのはどうだ？　私は【筋力】と【器用】が得意なのだが、あとは不得手なものばかりなので……汎はん用よう性せいに富とんだ人を残しておいた方がいいだろう。

ギデオン：それがよさそうだな。では、俺は待機！

リージュ：あたしも待機します。

チコ：オイラも待機っす！

ヒルダ：では、私の番。ＦＳ判定①の進行判定をやろう。きっと、ここで大きく進めておいた方がいいはず。自分の出目は信じないので、フェイトを２点使用。（ダイスを振る）出目は11。達成値は23だ。

リージュ：進行値が４点上昇ですね！

ヒルダ：では、「チコが示した道を進め！」と檄げきを飛ばしたことにしよう。




ＦＳ判定①：進行値　６→10（完了値まで残り10）




ＧＭ：イベントがふたつ発生するので、順番に演えん出しゆつします。まずは進行値７のイベントから。

ヒルダ：はい。

ＧＭ：ベルリールの旗を掲かかげた戦闘部隊が陽動として動き、妖魔の気をひきつけてくれます。以後、進行判定の難易度が15に下がります。

ギデオン：シナリオ集を遊んでくれたユーザーさんのＰＣがやってくれてるんだな（笑）。

ヒルダ：すごい、なにがどうなってると具体的には説明できないが、とにかくすごい動きでベルリールの部隊が妖魔をひきつけている！（笑）

リージュ：ああ……ユーザーさんのＰＣだから描写できないんですね……（笑）。

ＧＭ：シナリオ集を遊んだ読者の方は、ご自分のＰＣが活躍している様を想像してください（笑）。

チコ：とにかく、ありがとうっす！

ＧＭ：次は、進行値10で発生するイベントです。妖魔軍団が巨きよ大だいな怪かい物ぶつスネークラーケンを戦線に投入してきます。この読者投稿の怪物を排はい除じよしなければ先には進めません。




スネークラーケン（投稿者：岐阜県　名も無き有志一同・代表）

　イカと一〇種類の毒どく蛇へびを合成した巨大な人じん造ぞう生物。イカスミで周囲を暗くし、一〇本の触しよく手しゆの毒蛇で、敵を拘こう束そくしかみついて毒を注入する。強力な戦せん闘とう力りよくに加え、環かん境きようを有利にし、［毒］や［スタン］などのバッドステータスを駆く使しするイヤらしいエネミーである。
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ギデオン：げげぇっ!?　なんか、超ウザそうな敵、キターっ!!（笑）

チコ：どどど、毒っすか!?

ＧＭ：ふっふっふ。非ひ常じようにイヤらしい敵なんですよ。そのため、ＦＳ判定②の進行値が15以上でなければ、ＰＣの戦略的な勝利に直結するＦＳ判定①の進行判定を行なえないとか、判定に失敗するとダメージがくるなどの特殊な処しよ理りのあるイベント……なの……ですが……。

ヒルダ：ＦＳ判定②は、すでに15になっているぞ。

一同：…………（リージュを見る）。

リージュ：あ、あたしが終わらせてますね。

ＧＭ：妖魔軍団が投入しようとした切り札は、リージュの砲撃によって、すでに撃げき破はされていたというオチに……（一同爆笑）。

ギデオン：スネークラーケンくん……なんか、すまん（笑）。

ＧＭ：（しくしくしく）では、次は、待機していたリージュになります。

リージュ：ＦＳ判定①の進行判定をやります。フェイトを１点使います。（ダイスを振る）達成値は21です。

ヒルダ：進行値が４点上昇だな。ここまではスムーズに進んでいるぞ。

リージュ：あたしが砲撃で妖魔を蹴散らしておいたルートを進んでいるんですね、きっと！　「目め隠かくししていても、分かります。ルートは……あっち！」




ＦＳ判定①：進行値　10→14（完了値まで残り６）




ＧＭ：妖魔軍団はビルベリを食い止めようとしますが、ビルベリは砲撃によって防衛線に穴を穿ち、そこをくぐり抜けていきます。進行値14でイベントが発生。ロッシュが差し向けたアガルタ公国軍の騎兵部隊が助太刀に来てくれました。

チコ：ロッシュさんにアガルタ公国のみなさん！　ありがとう。オイラがんばるっすよ！

ＧＭ：アガルタ公国軍は妖魔の陣を巧みに引きつけ、近くにいた幻竜騎士団と共同して、攻撃、妖魔軍団をずたずたにします。その陣形はまっぷたつに割れ、中央に道ができます。

ヒルダ：今だ、この道を通って包囲を抜けるぞ！

ＧＭ：これでビルベリは完全に妖魔の防衛線を突破。あとは追いつかれないように進む必要があります。以降、進行判定が難易度20の【知力】判定に変更になります。

チコ：というところでオイラの番！　オイラ、【知力】判定は得意っすよ。

ヒルダ：神がかった順番になったな。リージュががんばってＦＳ判定②を終わらせておいてくれてよかった。

リージュ：えへへ♪

チコ：ＦＳ判定①の進行判定をやるっす。フェイトを１点使用するっす。これで、３Ｄ＋15。（ダイスを振る）出目が12っすから、達成値は27っす！

ヒルダ：進行値４点上昇だな。

チコ：〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟前のエストネルの地図と、目の前の地形、それと追撃してくる妖魔軍団を見み比くらべながら進むっすよ。「方角は合ってるっす。このまま進めばエル・ウルフリック・ミンスターまでいけるはずっすよ！」




ＦＳ判定①：進行値　14→18（完了値まで残り２）




チコ：どけどけ～い！　移動要よう塞さいビルベリ様のお通りっすよ！（一同笑）

ＧＭ：急に子こ供どもっぽい反はん応のうになりましたね（笑）。

チコ：目的地が目前っすから、テンションも上がるっす！

ＧＭ：進行値16で、最後のイベントが発生します。リディルの指令で敵陣奥深くまで前進してきた竜炎騎士団が加か勢せいに来てくれました。先頭に立つのはバヤンとカルロス。リディル本人とグレイは本陣の指揮のために残っています。

ヒルダ：今度は竜炎騎士団か！　それにしても各国の精兵達が次々と我々を支援してくれる。ありがたいことだ。

ギデオン：みんな、この作戦の鍵がビルベリだってわかってるのさ。だから、最精鋭部隊をビルベリの直衛につけてくれるんだろう。

ＧＭ：そういうことです。

ヒルダ：…………身が引き締まる思いだ。

ＧＭ：まず、カルロスが大きな銃じゆうでビルベリを追う妖魔軍団に大きな一いち撃げきをお見み舞まいします。

ヒルダ：あのでかい銃で攻撃したら、地面にクレーターができると思うんだが……（笑）。

ＧＭ：カルロスの攻撃によって混こん乱らんした妖魔の軍団に、バヤンが竜とともに突とつ撃げきします。「俺が主力だと思ったか？　残念！　メインアタッカーは竜なんだよ～！」（一同笑）

ヒルダ：バヤン……相変わらずなヤツ。

ＧＭ：そのバヤンが大音声で、ビルベリに向かって叫びます。「お嬢からの伝言だ！　妖魔軍団は引きうけた！　ビルベリは真っ直ぐに進めってさ！」

リージュ：リディルさん、ドラゴンファイヤーのみなさん、ありがとうございます！

ＧＭ：以降、進行判定が難易度17の【敏捷】判定になります。そして、順番は、待機していたギデオン。

ギデオン：よし、俺の得意分野が来たぞ。このラウンドで終了だな！　フェイトを２点使用して、【ＭＰ】は温存する方ほう針しんでいく！　（ダイスを振る）よし、達成値29だ。

ヒルダ：これで、完了値に到達だ。

ギデオン：よーし、俺は言っちゃうよ！




「目的地まですぐそこだ！　ダメージを気にせず全力で突き進め！　見ろ！　エル・ウルフリック・ミンスターはすぐそこだ!!」




ＦＳ判定①：進行値　18→20（完了値まで残り０）




　こうして……。

　ついに、ビルベリは目的地に達した。




ＧＭ：妖魔軍団が竜炎騎士団に足止めされている間に、ビルベリは急加速。あっという間に妖魔軍団を引きはがし、エル・ウルフリック・ミンスターへたどり着きました！　進行値が完了値に達したのでＦＳ判定はこれで終了となります！

一同：やった──!!

チコ：まずは、第一段階終了っす！

ヒルダ：リージュがＦＳ判定②をクリアしたあたりから、神がかった展てん開かいになった（笑）。

ギデオン：そうだな。おかげでかなりスムーズにクリアできた。

チコ：ビルベリの耐久力も２６００ある状態っすから……半壊ってとこっすかね？

リージュ：ビルベリ、大たい破はしなくてよかった……。

ＧＭ：さて。みなさんはエル・ウルフリック・ミンスターに到着しました。ビルベリは、追ってくる妖魔を足止めするために、ぐるりと[image: ]度方向転てん換かんをします。

ヒルダ：我々は素す早ばやく降おりよう。「あとは任まかせる！」

ＧＭ：フレアは「わたしたちは、ここで妖魔たちの足止めをします」とニコリと笑います。

リージュ：（ユファになって）「ビルベリの修しゆう復ふくを進めておいてあげてもよくってよ！　待っててあげるから、さっさと行ってきなさい！」

ＧＭ：セレネは「今はただあなたたちの目的を果たしてください」と見送ってくれます。

ヒルダ：ああ。では、行ってくる！

リージュ：これで護符を使わずに、ＦＳ判定を終えることができましたね～！

ヒルダ：アイン・ソフは、今、どうしているんだろう？

ＧＭ：〝血の螺旋ダーインスレイブ〟を待ち受けるため、ビルベリの一番高い場所へと向かったようです。

ヒルダ：なるほど。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：次はクライマックスフェイズになります。今のうちに、回復行動を行なってかまいません。ただし、１メインプロセスずつになります。

ギデオン：【ＭＰ】とフェイトしか消費してないから、使うならＭＰポーションだな。

ヒルダ：【ＭＰ】が[image: ]だったんだが、ＭＰポーションを使って21点回復したので、全快した。フェイトは残り２点だ。

チコ：【ＭＰ】は使用してないので、[image: ]点のまま。フェイトは残り３点っす。

リージュ：あたしは【ＨＰ】も【ＭＰ】も減へっていません。フェイトは残り２点です。

ギデオン：ＭＰポーションとＥＸＭＰポーションを使用して、【ＭＰ】を全快にした。フェイトは残り２点だ。

ＧＭ：では、回復が終わったところで、クライマックスフェイズに移ります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆〝血の螺旋〟との戦い




　深夜のエル・ウルフリック・ミンスター。

　そこは、英えい雄ゆう王ウルフリックの墓ぼ所しよがあった都市だ。

　しかし、先年の大グレート崩壊デイストラクシヨンの後、かつての荘そう厳ごんな建物は姿すがたを消し、巨きよ大だいなクレーターが拡ひろがっている。

　だが、その広大な窪くぼみの中心には不気味な建造物が出現していた──。




ＧＭ：ではクライマックスフェイズとなります。シーンプレイヤーはヒルダ。

チコ：ついにラストバトルっすね。

ヒルダ：（真しん剣けんな表ひよう情じようで）ああ、そうだな。

ＧＭ：さて、みなさんは決戦の地エル・ウルフリック・ミンスターにやってきました。もう夜も更け、早朝へさしかかろうかという時刻。辺りは巨大なクレーターになっていて、草木がなくなっているのはもちろんのこと、地形すら変わってしまっています。

ヒルダ：思い出すな、あの時の惨さん劇げきを。

リージュ：……ええ。




　一行は『ゲッタウェイ』第三巻かんで、エストネルの地で起きた大崩壊の悲ひ劇げきの様子を目の当たりにしています。

　エル・ウルフリック・ミンスターからはやや離はなれた位置であったが、その際さいに生じた爆ばく風ふうに巻まき込こまれ、辛からくも生いき延のびたという経けい験けんを、四人はくぐり抜ぬけているのです。




ＧＭ：さて、みなさんが目指すのはクレーターの中心地。本来なにもないはずのその地には、いつの間に建てられたのか、漆しつ黒こくの建造物らしきものが星明かりに照らされています。

ヒルダ：建造物？

ＧＭ：ええ。近づいていくと分かりますが、その建造物は神殿のようです。マーリンがその魔力で構築したもので、見たこともない黒光りする材質の建物や柱が整然とならび、中心にはひときわ大きな祭さい壇だんがあります。その壁には血のように赤い紋もん様ようが無数に刻まれています。

ギデオン：魔族の神殿ってヤツか？　悪趣味だねぇ。

チコ：こんなものを作って……。マーリンは何を企んでいるっすか？

ＧＭ：さて、どうでしょう？　なにかの演出かも。

ヒルダ：マーリンのことだから、何か意図があるかもな。

リージュ：とにかくその祭壇に進みましょう。きっとマーリンはそこにいると思います。

ＧＭ：みなさんは妨害されることもなく祭壇に入り込めます。その中央奥には十じゆう字じ架かのようなものがそびえ立っています。気を失ったナーシアが、鎖くさりで縛しばられているのです。

ヒルダ：ナーシア、助けに来たぞ！

チコ：こんなにあっさり、祭壇に入れた……やっぱり怪しいっす。

ＧＭ：すると、不意に声が響ひびきます。「やぁ、よく来てくれたね。嬉うれしいよ」




　虚こ空くうから不意に姿を現あらわしたのは〝血の螺旋ダーインスレイブ〟マーリン。

　黒い羽根と角を露あらわにした魔族としての姿であった。

　祭壇の奥の十字架と四人の間に立ち塞がるように出現した彼は、ゲッタウェイの面々をあざ笑うような視し線せんをなげかける。




ギデオン：おい、マーリン！　ラッキーカラーは赤だと言っていたな。お前ら妖よう魔まの血がたくさん流れたぞ。

ＧＭ：「だから？」

ギデオン：マーリン、お前の予言はよく当たるよな。ということは、リージュは……お前たち、魔族が好き勝手できるような世界を滅めつ亡ぼうさせる娘むすめのようだぜ（ニヤリ）。

ＧＭ：「ふん、相変わらず口が達者だね。……だが、それはどうかな？　ピアニィが懸けん命めいにアルディオンを押おさえ込こんでいるようだが、力ちから尽つきるのも時間の問題だよね？」

リージュ：うっ……それは、そのとおりです……。

ヒルダ：ならばその前に我われ々われがお前を倒たおす！　と槍やりを構かまえマーリンにつきつける。

リージュ：あなたを倒し〝偉い大だいなるヒース〟を根づかせればいいだけのことです！

ＧＭ：すると、マーリンはチコを見つめます。「その希望の芽も刈かり取とってあげるよ」

チコ：うう……そ、そうはさせないっす！

ヒルダ：〝偉大なるヒース〟を根づかせるために、様々な人に力を貸して貰ったんだ！

リージュ：みんなの思いを！

チコ：無む駄だにするわけにはいかないっす！

ＧＭ：「みんなの思い、ねぇ？　……思いだけで、この力の差を覆くつがえせると思っているのかな？」とマーリンは薄うすら笑わらいます。




　マーリンがそう呟つぶやくと、何も無かった星空におどろおどろしい雲が立ちこめ、その雲間から赤く禍まが々まがしいオーラをまとった巨人が姿を現わした。

「これが、ボク……〝血の螺旋ダーインスレイブ〟マーリンの真の姿であり本体。さぁ、キミたちをひと思いになぎ払はらい、哀れな骸むくろにしてあげよう」




ヒルダ：〝大崩壊〟のときに見た、あの姿か……。

ＧＭ：そうです。圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感を放ち、あなたたちの方をジロリと睨にらみ付つけてきます。

チコ：うう……。

リージュ：で、でも、こちらにはアイン・ソフさんの加か護ごがありますっ！




　リージュの発言と時を同じくして、ビルベリの方から赤い光の柱が立ち上る。

　ふと気づけば、決戦の地の上空に翼つばさを羽ばたかせて滞たい空くうする深紅竜が姿を見せた。




ＧＭ：では、アイン・ソフがこの地に姿を見せ「〝血の螺旋〟はこちらが押さえる。その間に、〝偉大なるヒース〟を」という彼かの女じよの声が、みなさんの脳のうに直ちよく接せつ届とどきます。

チコ：了りよう解かいっす！

ＧＭ：マーリンはため息をつきます。「アイン・ソフのお出ましか。仕方ない。まずはキミたちを屠ほふって〝もうひとつの石〟を手に入れたあと、ゆっくり彼女と戦うことにしようか」

リージュ：……〝もうひとつの石〟を手に入れて、どうしようというのですか？

ＧＭ：「冥めい土どの土産に教えてあげるよ。〝もうひとつの石〟を利用すれば、ボクは大いなる力を手にする」

ヒルダ：……大いなる力だと？　今でも十分以上に強いだろうに。

ＧＭ：「人の目からすればそうだろうね。だが、〝もうひとつの石〟があればボクは〝邪じや神しんの御み子こ〟を排はい除じよできる」

一同：…………え？

ギデオン：〝邪神の御子〟を排除っ!?

ＧＭ：「そして、その暁に、ボクは──」




「──〝邪神の王〟となる」




一同：〝邪神の王〟だとぉ──っ!?

ヒルダ：そんなものになられたら『無印』のピアニィたちでもヤバイんじゃないか!?

リージュ：そ、そうかも!?（←ピアニィのプレイヤー）

ギデオン：『無印』のボスキャラが倒される!?　『デスマーチ』もシナリオに激しく影響が……っていうか、『サガ』全体に影響するぞ（←『無印』の著者）。

ＧＭ：みなさん、ぜひこの戦闘、がんばってください。

一同：鬼だあああぁぁぁっ!?

リージュ：でも……でも！　ならばなぜあたしから早々に〝もうひとつの石〟を奪うばわなかったのですか？

ＧＭ：「キミがイルシールで〝もうひとつの石〟を使った時、放ったエネルギーで〝邪神の御子〟たる〝あの御方フェリタニア〟にその所在を知られてしまったからね」
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ギデオン：アレは目立ったようだからな。

ＧＭ：「あの後、表だってボクが石を奪いにいけば、野心がバレてしまうじゃないか。その後、ナヴァールも現われたしね」

チコ：こそこそと、姑こ息そくなヤツっす！

ヒルダ：それで、このタイミングまで〝もうひとつの石〟の回収を待ったと？

ＧＭ：「そういうこと。僕は未来予知の力で〝偉大なるヒース〟の植樹のため、キミたちがこの地にに来るのは知っていた。そこでこの地に結界を張り、儀式の準備すませての到着を待つことにしたのさ」

ギデオン：ここはお前が〝邪神の王〟になる儀式のための神殿ってことかよ。

ヒルダ：そう簡かん単たんにことが運ぶか？　神竜王だっているだろう？

ＧＭ：「なぁに。神竜王とて、神の力にの前にはひれ伏すしかないさ」

チコ：あ……マーリンにさらに質問。〝邪神の王〟なんかになって何をするっすか!?




　チコの問いに、少年の顔をした魔族は、残忍な笑みとともに呟いた──。




ＧＭ：「……ふふふ。この大陸をおもちゃにして好き勝手に遊ぶんだよ」

一同：なんてヤツだぁぁぁーっ!!

ＧＭ：「さぁ、おしゃべりはここまでだ。〝偉大なるヒース〟を刈り取ろう。キミたちに断末魔の悲鳴をあげさせて、絶ぜつ望ぼうへの序じよ曲きよくとしようじゃないか！」

ヒルダ：……お前たちが好き勝手する世界など、私わたしはごめんだ。

ＧＭ：「ククッ。無残に殺されたゴーダ伯の後を自ら追うのかい？　親不孝な養女だねぇ」

リージュ：ひどいっ！

ヒルダ：…………確かにお養父様は死んだ。

ＧＭ：「認めるのかい？　心が折れたかい？　なら、せいぜい血の花を咲かせて……」

ヒルダ：だが！　その理想は──より多くの人が豊かに暮らせる世界を作るという思いは、私の中に生きている！　決してお前などに殺されはしない！

ＧＭ：「黙れっ！」

チコ：いや、黙らないっす！　そして世界を護りたいというエリカお爺ちゃんの思いもあるっす。お前を倒し〝偉大なるヒース〟の植樹を成功させて見せるっす！

ＧＭ：「くっ！　矮わい小しような人間の分ぶん際ざいで痴しれ言ごとをぉぉぉっ!?」発言を否定され、凶きよう相そうになってマーリンはみなさんを睨にらみます。

ヒルダ：この戦い、絶対に勝つぞ。我々の希望〝偉大なるヒース〟をみんなで護るんだ！

一同：おうっ!!




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、配置を説明します。まず、ＰＣ全員で１エンゲージ。そこから、10メートル離はなれた位置に、マーリンがいます。ナーシアは気き絶ぜつさせられているので、みなさんの助力にはならない代わりに、マーリンも攻こう撃げき対象にしません。より優ゆう先せんして倒すべき相手がいるので。

ヒルダ：ふむ。

ＧＭ：さらに、マーリンがぱちんと指を鳴らすと、みなさんから５メートル離れた位置に別エンゲージで２体、15メートル離れた位置に１体……人間型の血のように赤黒い闇が出現します。闇のシルエットはマーリンをモデルにしているようですね。

ヒルダ：マーリンをモデルにした闇？　なんだそれは？

ＧＭ：「ボクの分身みたいなものさ。芸のひとつだと思ってよ」とマーリンが答えますよ。以降、これはマーリンの影かげと呼びます。

チコ：つまり、マーリンを中心とした三角形の頂ちよう点てんにマーリンの影がいるっすね。

ＧＭ：そうなります。なお、この戦闘は上空の〝血の螺旋〟と深紅竜アイン・ソフの神魔大決戦と同時に展開してきます。

ヒルダ：その戦闘はこちらの戦闘となにか関係があるのか？

ＧＭ：ひとつあります。アイン・ソフの護ご符ふの効こう果かは憶おぼえていますか？

リージュ：効果は「判定の振ふり直しができる。さらに、達成値を２Ｄ点上じよう昇しようさせる」「ＰＣ全員の【ＨＰ】を【最大ＨＰ】まで回かい復ふくする」「シーン内の場面（選せん択たく）が受ける予定のダメージを０にする」ですよね。

ＧＭ：はい。その効果は、この戦せん闘とう中にいつでも使うことはできます。

チコ：そうなんすか？

ＧＭ：ええ。ただし、護符の残り枚まい数すうラウンドのクリンナッププロセスに、〝血の螺旋〟にアイン・ソフが敗北してしまいますので、注意をしてください。

一同：何だって!?

ヒルダ：現状だと、護符は残り三枚まいあるから……三ラウンド以内に終わらせろってこと？

チコ：四ラウンドになると負けってことすか？

ＧＭ：そうなります。

リージュ：とにかく今は三ラウンド以内にマーリンを倒さなきゃいけないんですね。

ギデオン：そのうえで、戦闘の進行が苦しくて、護符の力を借りるごとに残りラウンドが減るわけか。

ＧＭ：そうです。

チコ：マーリンという強敵に加え、ラウンド制限も厳しいっす。

ヒルダ：護符の使いどころの判断も慎重にしないと。

ギデオン：だな。

リージュ：ちなみに、ＦＳ判定で護符を三枚とも使っていたらどうなっていたんですか？

ＧＭ：アイン・ソフは出てきた直後に〝血の螺旋〟に倒され、みなさんは〝血の螺旋〟に蹂躙されて終了となっていました。

ギデオン：げげーっ!?

ヒルダ：うかつに護符を使わなくてよかった……（笑）。

チコ：藤ふじ井いさん、腹はら黒ぐろいっす！（笑）

ＧＭ：ありがとうございます（にっこり）。

ヒルダ：まあ、腹黒いからこそ『ゲッタウェイ』シリーズって気もする（にっこり）。

ＧＭ：逆に、時間が来る前にＰＣたちがマーリンを倒せば、マーリンの分だけ〝血の螺旋〟の力が失われ、アイン・ソフが勝利を収めることになります。

リージュ：つまり、上空の戦いもあたしたちの戦い次第ってことですね。

ＧＭ：そのとおりです。では、そろそろ第一ラウンドを始めましょう！




●第一ラウンド

行動値

マーリン　　　　　　　　30

ギデオン　　　　　　　　24

チコ　　　　　　　　　　23

リージュ　　　　　　　　17

マーリンの影Ａ～Ｃ　　　10

ヒルダ　　　　　　　　　３
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはマーリンから。

ヒルダ：さぁ、何をしてくるんだ？

ＧＭ：《螺ら旋せんの狂きよう宴えん》という、オリジナルエネミーパワーを使用します。三体のマーリンの影から赤黒い風が螺旋を描えがきながら広がり、周辺にあるものをすべてなぎ払はらいます。

ギデオン：パワーか！　《インタラプト》じゃ止められないな。効果は？

ＧＭ：「射しや程てい：視し界かい」「対象：場面（選択）」に、［５Ｄ＋（マーリンの影の数＋１）×[image: ]］点の物理ダメージを与あたえます。なお、スキルによる軽けい減げんは不ふ可かです。

ヒルダ：もしかして、それって判定なし？

ＧＭ：ええ、判定なしでダメージがいきます。

一同：なにいぃ!?

チコ：今だと、５Ｄ＋[image: ]点の物理ダメージが強きよう制せい的てきに来るっす！

リージュ：そのダメージだと、みんな死んじゃいます!!

ヒルダ：くっ、さすがバルムンクの首しゆ領りよう〝始祖の四人Four Deadly Swords〟ってことか！




　相談の結果、一同はアイン・ソフの護符の力を使用。このダメージを０にしました。




ギデオン：やむを得ないとは言え、これで二ラウンド以内にマーリンを倒さないと俺たちの負けってことか。

チコ：〝邪神の王〟の誕生なんて見たくないっす！

ヒルダ：次に護符を使えば残り１枚……さすがにもうこれ以上は使えんな。

チコ：それだと、次にまた《螺旋の狂宴》を使われたらお終いっす！

ギデオン：そうならないように、最優先でマーリンの影を倒さねえとな。

ＧＭ：では次にギデオンのセットアッププロセス。

ギデオン：まずここは俺のセットアッププロセスの処理の前に、ギルドサポートの宣せん言げんをしようぜ。




　ギデオンの提案を受け、ゲッタウェイは《限げん界かい突とつ破ぱ》《最後の力》《陣じん形けい》を宣言。

《陣形》の効果による移い動どうで、ギデオンがマーリンの影Ａへ、残り三人がまとまってマーリンの影Ｂへエンゲージしました。




ＧＭ：それでは改めて、ギデオン自身のセットアッププロセスを。

ギデオン：《グラスホップ》。華麗なフットワークを駆使して、狙いをつけさせないようにしておく。回かい避ひ判定に＋１Ｄしておいた方がいいだろう。

ＧＭ：次はチコです。

チコ：《パーペチュアルチェック》。おっちゃんも、いるっすか？

ギデオン：そうだな……。【行動値】が１下がるが、全員同じ【行動値】なら、自由に順番を決められるから有利か。俺おれにもかけてくれ。

チコ：じゃあ、対象はＰＣ全員っす。みんなが連係して動けるように指示を出すっすよ。これで【行動値】が全員23に。

リージュ：あたしですね。《インペレイティブ》で《シャインストライク》と《ホーリーアタック》＋《ホーリーウェポン》を使用。魔ま術じゆつ判定の際さいに《グレイスフォース》を乗せます。

ＧＭ：いつものコンボですね。

リージュ：（ダイスを振ふる）成功。祈りを捧げて魔力を込めると、キャリバーが白く輝きます。これで武ぶ器き攻撃のダメージが上昇。

ＧＭ：マーリンの影は、セットアッププロセスでは特に何もしません。

ヒルダ：《グランディア》＋《アグランダイズ》。「この大陸を守り抜ぬいてみせる！」と、改めて誓い、ダメージと命中判定を上昇させる。

ＧＭ：マーリンはヒルダの誓いを「魔族がいなくても、どうせ人間たちは争い続ける。お前とお前の父の理想はまったくの無駄なのさ」とせせら笑います。

ヒルダ：お養父様の遺志を守ると決めた以上、もう迷わない。今さらどれほど言葉をろうしても、私の決意を揺ゆるがすことはできないぞ！

ＧＭ：「くっ……。それが愚かだって言うんだよ！」　では、イニシアチブプロセス。なにもなければ、まずはマーリンの行動です。

ヒルダ：こちらはない。さぁ、来い！

ＧＭ：では、マーリンの行動。ムーブアクションは《高速準じゆん備び》で「タイミング：マイナーアクション」のオリジナルエネミースキル《影の魔ま剣けん》を使用します。




《影の魔剣》

　マーリンの影を一体指定し、メインプロセスで行なう攻撃を、指定したマーリンの影を基き準じゆんにした射程、対象で行なうことができるようになるスキル。




ヒルダ：なるほど。で、どのマーリンの影を指定する？

ＧＭ：もちろん、ヒルダたちにエンゲージしている、マーリンの影Ｂです。

ヒルダ：まぁ、そうだよなぁ……（笑）。

ＧＭ：マーリンは自分の足下にわだかまる闇へ手をつき入れると、巨大な魔剣を引き抜きます。マーリンと同じように、マーリンの影たちも魔剣を手にします。続いてマイナーアクションは《破は壊かいの螺旋》。その巨大な魔剣が赤黒い螺旋の光をまといます。

リージュ：これもオリジナルエネミースキルですね！

ＧＭ：そうです。効果は、武器攻撃で１点でもＨＰダメージを与あたえた場合、対象の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】を20点下げます。効果は累るい積せきし、かつ、シーン終しゆう了りようまで持続します。

ギデオン：それはやべえ!?

ヒルダ：私の防御力を削そぐつもりだな……。

ＧＭ：メジャーアクションは、エネミーパワーの《三回攻撃》。まずはヒルダの防御力を全部削いでしまいましょう。一撃目の対象はヒルダ！

ヒルダ：……こい！

ＧＭ：パッシヴのオリジナルエネミースキル《螺旋の呪のろい》の効果で、武器攻撃で１点でもＨＰダメージを与えた場合、与えたダメージと同じだけ攻撃の対象の【最大ＨＰ】を減げん少しようさせます。この効果は、マーリンが戦闘不ふ能のうになるまで持続します。

チコ：【最大ＨＰ】が減少!?　マジっすか!?

ヒルダ：やばい……ダメージを受けるたびに、加速度的に私が役立たずになってしまう！




　北ほく欧おう神話に出てくるダーインスレイブは、一度鞘さやから抜ぬくと生き血を完全に吸すうまで鞘に戻もどらないという伝説を持つ魔剣。それをモチーフにしたのです。
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ギデオン：とどめを指すまで、癒えないダメージを与えるってことか。

ＧＭ：そういうこと。近いイメージの能のう力りよくを持たせてみました。まあ、マーリンを倒せば、このペナルティは消えますよ（一同笑）。

ヒルダ：そもそもマーリンを倒せばこの戦闘は終わるだろう!!（笑）

ギデオン：これ、ヒルダを完全マークってことだよな。

チコ：オイラたちの要が誰だれだか、ちゃんと分かってるってことっすよね。

ＧＭ：「ボクはずっとキミたちを見ていたんだよ？　対たい策さくぐらい立てるさ」ニヤリと笑うマーリン。さて、一撃目。マーリンの力を受けた影が、ヒルダを切り裂こうと技も何もなく力任せに魔剣を振るう！　命中は、４Ｄ＋30。（ダイスを振る）命中は43です。

チコ：そんなの、クリティカル以外避よけられないっす！（ダイスを振る）命中したっすよ！

ＧＭ：ダメージは、５Ｄ＋[image: ]点。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。（ダイスを振る）基き本ほんの【物理防御力】と合わせると、[image: ]点止めた。

ギデオン：ヒルダの防御力が落ちると痛いたいから、何としてでもダメージは０にしたいぜ。

ヒルダ：頼むリージュ。

リージュ：はい！　お姉様！　《プロテクション》！




　リージュの懸命の《プロテクション》とヒルダの持ち前の防御力で、《三回攻撃》の一回目をダメージ０でしのぐ。

　続く二撃目は《インバルネラブル》でシャットアウト。

　そして三撃目……。




ヒルダ：……（ダイスを振る）！　くっ、避けられなかった。

ＧＭ：命中したのでダメージを出します。（ダイスを振る）ヒルダに[image: ]点の物理ダメージです。

ヒルダ：《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》。ダメージを０にするには、５Ｄで出目24必要か……。

チコ：素のままのダイス数だと厳しいっすね。

ヒルダ：そうだな。ここはフェイト２点、いや念のため３点使おう。

リージュ：やっぱり、自分のダイス目を信じていないんですね……（笑）。

ヒルダ：期き待たい値ちなんて幻げん想そうだからな！（ダイスを振る）……よし、出目25！　合計で[image: ]点防ふせいだから、ダメージは０だ!!（一同拍はく手しゆ）




　振り回され、勢いがついた巨大な剣がヒルダを粉ふん砕さいせんと襲いかかる。

　対するヒルダは、両の脚で荒野を踏みしめ、盾を構えた。

　剣と盾が衝突し、大きな音とともにヒルダの脚が地面にめり込む。

　だが、ヒルダは傷ひとつ負うことなく、その衝撃のすべてを受けきった！




ＧＭ：むむむむ……１点もダメージが入らないなんて！　マーリンは感心して「なかなかやるね。人間風ふ情ぜいではあるが、惨めに命乞いをすれば、ボクが魔族の王になった世界で下働きに使ってあげるよ」と言います。

ヒルダ：ふん、どうせ貴き様さまの世界では人間がいい加減な予言に翻ほん弄ろうされる日々を過ごすんだろう？　そんな提案は断らせてもらう！

ＧＭ：「そうかい。じゃあ、生きてても……しょうがないねっ！」と言い放つと、マーリンの全身から赤黒い闇が吹ふき上あがります。次は、【行動値】23のみなさんの番です。

ギデオン：まず俺から動いていいか？

リージュ：いいですよ～。

ギデオン：よし。ムーブで《アフターイメージ》、マイナーが《ソードダンス》、メジャーは《ワイドアタック》《レイザーストーム》、《ワイドストーム》！　分身しながら戦場全体を高速で動き、敵全体を切り刻むぜ！

ＧＭ：ここで、マーリンが《ブランダームーブ》を使用。ギデオンの命中判定のダイスを三個減へらします。

ギデオン：な、何だとっ!?

ＧＭ：「ボクの予言に逆らうのは無駄だから、もう働くのはやめなよ、ギデオンおじさん」とマーリンが言うと、ギデオンの腕に赤黒い闇が螺旋を描いて巻まき付つき、動きを妨害します。

ギデオン：くそっ、人に言われると超ムカツク！　とはいえ、ここで失敗はできん。判定の直前に《ダンシングヒーロー》。フェイトも２点使用！（ダイスを振る）達成値は37だ。

ＧＭ：37か……。マーリンの影から回避判定をしていきますね。回避は３Ｄ＋15！（ダイスを振る）それぞれ、27、30、30で回避失敗でした。

ヒルダ：なんか、４と５と６ばっかり出てたんですけど！（笑）

ＧＭ：気のせいですよ（笑）。最後にマーリン。（ダイスを振る）こちらも30で回避失敗。

ギデオン：おい、藤井さんが、三回連続で３Ｄの出目が４、５、６だったぞ!?（笑）

ＧＭ：クリティカルじゃなかったんだから、いいじゃないですか！　出目が偏かたよったのくらい許ゆるしてくださいよ！（笑）

ヒルダ：おかしい……今日の藤井さんのダイスは、絶ぜつ対たいおかしい！（笑）




　そんなことを言われましても（笑）。




ＧＭ：分かりました。では、ここからは、渋沢さんのダイスをお借りしましょう。

ヒルダ：いいですよ。私の信用ならないダイスを使ってください（ダイスを渡わたす）。

チコ：さて、ダメージロールの前に《チェックメイト》を使うっす。（ダイスを振る）ダメージに18点追加っす！

ギデオン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……チコの支し援えんと併あわせて、[image: ]点の物理ダメージだ。巻まき付ついた赤黒い闇を力ちから尽ずくで振ふり切きって、敵を切きり刻きざんでいく。ダメージが入ると、回避判定にマイナス１Ｄがつくぞ！




　ギデオンの短剣に深々と切り裂かれるマーリン。

　しかし、少年魔族はよろめきもせず、血を流しもしない。「その程度かい？　しょせん人間の力はこの程度のものさ」と鼻で笑う。

　同じくダメージを受けたはずのマーリンの影たちも同様だ。




ギデオン：馬鹿にしやがって……人間様をなめんなよっ！

チコ：本当っす。このあとマーリンに冷や汗をかかせてやるっす！

ヒルダ：さて、次は私が動こう。ムーブアクションは特になし、マイナーアクションは《ヘビーアタック》、メジャーアクションは《バッシュ》。目の前にいるマーリンの影Ｂを攻撃だ。命中判定は５Ｄ＋20。（ダイスを振る）達成値は32。

ギデオン：……渋沢さん、５Ｄ振ったにもかかわらず、出目は12だったのか（笑）。

チコ：期待値が17だから、けっこう低いっすね（笑）。

ヒルダ：う、うるさいよふたりとも!?（笑）

ＧＭ：こちらはマイナス１Ｄされているので、回避判定が２Ｄしか振ふれません。（ダイスを振る）出目は、５と６。達成値は26なので、当たりです。

チコ：振ってるダイス数はかなり差があるのに、ヒルダお姉ちゃんとＧＭの出目が、あんまり変わらない……（一同笑）。

リージュ：渋沢さんのダイスを使ったのに、ダイス目の良さは変わらないね（笑）。

ヒルダ：このダイス目の良さはいったい……。まじないでもかけてるあるのか？

ＧＭ：命中してるんだから、いいじゃないですかっ！　結果が大事ですよ！（笑）

ヒルダ：そのとおりだな！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。真っ正面から身体をぶつけるようにして、槍やりで突き刺すぞ。

ＧＭ：避さけられず、槍に貫つらぬかれる影。すぐに槍を振ふり払はらって間合いを取りますが、やや動きが鈍にぶってます。これで大体、【ＨＰ】が半分くらいでしょうか。

ヒルダ：うーむ、意外と【ＨＰ】が高いな、コイツら。私は終了だ。

リージュ：次はあたしが動きます。ムーブアクションで《ハイスピード》《デスターゲット》。マイナーアクションは《ソウルブレイド》で【ＭＰ】を10点使ってダメージ＋15。メジャーアクションが《ファニング》を使用して三体同時攻撃！

ＧＭ：攻撃の対象は？

リージュ：マーリンの影三体を狙います！　さらに、キャリバーブースターを使用して、命中判定の直前に《ギガンティックブロウ》を宣言です!!　（ダイスを振る）命中は41。




　踊るように跳ね飛びながら、リージュは弾丸を全弾撃ち尽くす勢いで敵にばらまく！




ＧＭ：マーリンの影Ｂは１Ｄしかダイスを振れないので自動的に回避失敗。Ａは、（ダイスを振る）……達成値23で回避失敗。影Ｃは、（ダイスを振る）よし、クリティカル！

チコ：《ニゲイト》！　クリティカルを打ち消すっす！

ＧＭ：くっ、回避失敗です。ダメージをください。

リージュ：ダメージロール前に《パニッシャー》使用！　ダメージは５Ｄ＋[image: ]。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです！　あたしの魔ま力りよくを込こめた銃じゆう弾だんを喰らいなさい！

ＧＭ：嵐のような銃弾を受けて、マーリンの影が大きくぶれます。が、ぶれはすぐに集束し、倒れる者は一体もありません。

リージュ：うー、ごめんなさい、倒せませんでした～。

ヒルダ：ホントしぶといな、この影！

チコ：なら、オイラがトドメを刺すっす！　ムーブアクションで《ランニングセット》《ブーストマジック》を使用。マイナーアクションで《クラッシュバリア》、メジャーアクションが《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二回放つっす！

ＧＭ：分かりました。

チコ：一撃目の対象は、マーリンの影Ｂ。《マテリアルコンポーネント》で、判定の直前にサファイアを使用して、ダメージを上昇させるっす。（ダイスを振る）命中は、38っす。

ＧＭ：マーリンの影Ｂは回避判定にマイナス１Ｄか……。（ダイスを振る）22で回避失敗です。

チコ：（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。【魔法防御力】無む視しで、ダメージが１点でも通った場合、［放心］と回避判定マイナス１Ｄっす！




　チコがヒルダを壁かべに使い、死角から一気に敵の懐ふところへと飛とび込こんだ。

　フィルボルの少女は零ぜろ距きよ離りで魔術を発動させ、正面の敵を水の槍で貫く。

　だが影は仰向けに倒れ込みながらひときわ大きくぶれ、次の瞬しゆん間かん、大だい爆ばく発はつする！




一同：なにぃ!?

ヒルダ：自じ爆ばくか！

ＧＭ：チコの魔術でマーリンの影Ｂは戦闘不能。そのタイミングで《螺旋爆ばく発はつ》というオリジナルエネミースキルが発動し、至し近きんの範はん囲い（選択）に［毒（５）］を与えます。

チコ：これも抵てい抗こうできないっすか？

ＧＭ：はい。というわけで、同じエンゲージのチコ、リージュ、ヒルダに［毒（５）］をプレゼント。

リージュ：［毒（５）］ってことは、クリンナッププロセスに、25点ダメージですね。

ヒルダ：マーリンめ、ありとあらゆる手しゆ段だんで、こっちの【ＨＰ】を削けずってくるな！（笑）

チコ：さっさと片かたづけないとヤバそうっすね。次はマーリンの影Ａを狙うっす！　またまた《マテリアルコンポーネント》で、判定の直前にサファイアを使用するっすよ！




　再ふたたび放った《ウォータースピア》はマーリンの影Ａを貫つらぬき、[image: ]点のダメージ。

　これで倒れることはなかったものの、［放心］と回避判定にマイナス１Ｄを与える。




チコ：ちなみにオイラは《ソウルスティール》があるので［放心］中はリアクションの判定もマイナス１Ｄっす。

ＧＭ：うぐっ。マーリンの影Ａは動きが制せい限げんされうっとうしそうにしています。まだ倒たおれませんが、ダイスが減へるのが辛いなあ。……さて、ようやくマーリンの影の番！

チコ：行動放ほう棄きでもいいっすよ？

ＧＭ：そんなことしませんよ！（笑）　まずは、マーリンの影Ａが、ギデオンを狙います。ムーブアクションはなし、マイナーアクションは、オリジナルエネミースキルの《螺旋の魔力》を使い、魔剣に極低温の空気をまとわせます。

ギデオン：どんな効果？

ＧＭ：使用時に〈無〉属性以外の属性をひとつ選択し、メインプロセスで行なう武器攻撃によるダメージを、選択した属性の魔法ダメージにします。今回は〈水〉を選択。メジャーアクションは白兵攻撃。命中判定は４Ｄ＋30です。

チコ：《ブランダームーブ》使って、ダイスを減らした方がいいっすか？

ギデオン：いや、俺が《ストップトラップ》を使う時のために、温おん存ぞんしておいてくれ。

チコ：了解っす。

ＧＭ：では、ダイスを振りますね。［放心］でマイナス１Ｄしてっと。（ダイスを振る）出目が１、２、４……？

チコ：おっ、ＧＭの出目が悪くなってきた？（笑）

ヒルダ：ようやく私のダイスが馴染んできたようだな！（笑）

ＧＭ：むむむ……マーリンが《ディスカバードアタック》を使用して、振り直し。（ダイスを振る）よし、出目が６、５、５！　命中は46です。

ヒルダ：く、クリティカルしなかっただけマシか……。

ギデオン：こっちの回避は、７Ｄ＋19。ちょっと分が悪いが、ここは、《シャドウハイド》を宣言。回避判定に成功したら、メジャーアクションが発生するぞ。

ＧＭ：マーリンが《ブランダームーブ》を宣言。ギデオンの回避判定にマイナス３Ｄ！




　ニヤリと笑うマーリン。赤黒い闇を螺ら旋せん状じようにギデオン足に巻き付け、動きを阻そ害がいする。




チコ：マーリンがおっちゃんを殺しにかかってるっす！

リージュ：おじさま対策も万全ですね！

ギデオン：それなら、こっちは《イベイジョン》。闇を瞬時に振り払い、この回避判定はダイスが減少しなくなるぞ！（一同拍手）

ＧＭ：そういえば、そんなスキル持ってましたね！

ギデオン：たぶん、初めて使う（笑）。そして、順番が前後したが、《ドラゴンソウル》とフェイトを１点使用。（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おー！

ＧＭ：くっ……回避された！　では、メジャーアクションをどうぞ。

ギデオン：俺、カッコイイ！（一同笑）　メジャーアクションは《ワイドアタック》。《ワイドストーム》も宣言してダメージを上げる。（ダイスを振る）命中は……クリティカル！

一同：おおぉぉぉーっ!!

チコ：おっちゃん、すごいっすよ！

ＧＭ：ぐぬぬ……こちらは１Ｄしか振れないので、ダイスを振るまでもなく回避失敗！　「無駄な抵抗をするねぇ。大人しくボクに従えば、苦しまずに死ねるものを！」

ギデオン：やなこった！　ダメージロールで《ピアシングストライク》を使用してダメージに＋３Ｄ。（ダイスを振る）[image: ]点ダメージだ。




　振り下ろされた影の刃を髪の毛ひとつぶんの隙間の見切りで回避する。

　ヒヤリとする感覚とは裏腹に、ギデオンは勝利を確信して短たん剣けんを突つき出だす。

　マーリンの影は、なにが起こったのか気がつくことなく、ギデオンの短剣に貫かれた。




ＧＭ：くっ……そのダメージで、マーリンの影Ａは戦闘不能になりました（一同拍手）。

ヒルダ：ギデオン、お見事だな！

ギデオン：俺カッコイイ！　もう倒たおれてもいい！（一同笑）

ＧＭ：では、《螺旋爆発》による［毒（５）］を受けてもらいましょうか。

一同：なにぃ──っ!!（一同爆笑）

ギデオン：しまった、最後に自爆するってことを忘わすれてた！（笑）

ヒルダ：いちいち決めきれないな（笑）。

リージュ：おじさまらしくって、あたしは好きです（笑）。

ＧＭ：今度は、マーリンの影Ｃの番。ムーブアクションで、ヒルダたちがいるエンゲージに移動。マイナーアクションは《破壊の螺旋》で防御力を削けずる。メジャーアクションは《血の旋せん風ぷう》を使い、範囲（選択）に白兵攻撃を行ないます。

チコ：うわ、こっちに来たっす！

ＧＭ：対象は、ヒルダ、チコ、リージュですね。マーリンの影の一部が解けて竜巻のように渦を巻き、周囲の三人を切り刻みます。（ダイスを振る）出目が振ふるわないので、マーリンが《ディスカバードアタック》。（ダイスを振る）命中は42です。




　だが、この攻撃に対してヒルダは《アラウンドカバー》を使用。さらに《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》をも重ねて使う。

　自らを鋼の盾としたヒルダが、渦巻きの斬撃をすべていなしてみせた！




ヒルダ：ダメージは０だな。マーリンの影に対して盾を構え、「そんな攻撃で、私をとれると思うなよ！」と見み得えを切っておく。

チコ：ヒルダお姉ちゃん、さすがっす！

ＧＭ：「頑張るねぇ、その頑張りもいつまで続くかな。アイン・ソフの限界もそんなに持たないんじゃないかな」これで影たちの行動は終了。全員行動済ずみとなりました。

チコ：くっ、いちいちうるさいヤツっすね。だけど、制限時間が迫ってることは確かっすね。

リージュ：ここで《再さい行こう動どう》を宣言ですかね？

ギデオン：ああ、《限界突破》が効きいているうちにもっと敵を押し込まないとヤバイぜ。

ヒルダ：そうだな。少しでも多く攻撃しておきたい。《再行動》承しよう認にんだ！

ＧＭ：これでＰＣ側が未行動になりました。こちらは《二回行動》を使用しません。

チコ：え、使わないっすか!?

ＧＭ：ええ、その代わりにこちらは《神速》というオリジナルエネミースキルを使用します。イニシアチブプロセスに宣言して、即そく座ざにメインプロセスを行ないます！

チコ：《二回行動》の代わりにそれを使うっすね。

ＧＭ：はい。ただし、１シナリオ三回の制限がありますけどね。

ギデオン：なるほどな。スキルだし、ここで使っておくか。《インタラプト》だ！




　マーリンの動き出しを狙ねらってギデオンはナイフを振った。

　当たることのない距離で振るわれたナイフ、だが刃に乗った「倒す」という意い志しは本物。

　それを感じたマーリンはわずかに動きを止め、その隙すきにヒルダたちが動き出す！




ＧＭ：む、それは打ち消されました。

ギデオン：よし、一回分行動を潰つぶしたぞ！

ヒルダ：この隙に、マーリンの影Ｃを確かく実じつに仕し留とめよう。誰が動く？

ギデオン：俺はムーブアクションを移動で消費してしまうんで、ダメージが足りないかもしれない……。

リージュ：たぶん、あたしなら行けると思います。

ヒルダ：ならリージュ、任まかせた。

リージュ：はい！　ムーブで《ハイスピード》《デスターゲット》。マイナー《ソウルブレイド》で【ＭＰ】10点消費。メジャーは《ホーリーヒット》で、マーリンの影Ｃに白兵攻撃を２回行ないます。

チコ：いけー、リージュお姉ちゃん！

リージュ：一回目の攻撃にはキャリバーブースターを使用して、命中判定の直前に《ギガンティックブロウ》を宣言。（ダイスを振る）クリティカルです！

ＧＭ：こちらは１Ｄしか振れないので、振るまでもなく命中です！

リージュ：命中判定前に《パニッシャー》です。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ＧＭ：一撃を喰らってぐらりとよろけますが、まだ倒れません！

リージュ：では、二撃目。攻撃にはキャリバーブースターを使用して、命中判定の直前に《ギガンティックブロウ》を宣言。（ダイスを振る）命中は43。

ＧＭ：こちらがダイスを振るまでもなく命中ですので、ダメージをください。

リージュ：《パニッシャー》。（ダイスを振る）わ、すごい！　７Ｄ振って34も出ましたよ!!

一同：ええぇぇ!?

ＧＭ：うっそぉ!?

ヒルダ：（ダイスを見て）うわ、出目に３以下がない！（笑）

ギデオン：すごいな、リージュ（笑）。

リージュ：えへへ～♪　合計で[image: ]点の物理ダメージです！




　リージュが一歩踏ふみ込こみ、密みつ着ちやく距離からの近きん接せつ格かく闘とう戦を行なう。

　流れるように繰くり出だされるキャリバーを使った打撃は、見る者を魅み了りようする舞ぶ踏とうのよう。

　相手役のマーリンの影はリージュにリードされながらくるくると舞まい踊おどり、最後には胴にグリップを叩き込まれて大きく吹ふっ飛とばされた。




ＧＭ：ここでマーリンの影Ｃは戦闘不能！　《螺旋爆発》を使用しますが……。

ヒルダ：我々はすでに［毒（５）］を受けてるので、今さらという感じだな（笑）。

ＧＭ：ですよねー。

リージュ：これであたしの行動は終わりです。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。マーリンがまた《神速》を使用します。

ギデオン：ぐっ……打てる手はないから、これは受け入れるしかないな。

ＧＭ：うーん……あとのことを考えて、チコを白兵攻撃で殴れるようにしておこう。ムーブアクションはヒルダたちのエンゲージへ移動。これでエンゲージから逃げられませんよ！

チコ：うわ、止めて欲しいっす！

ＧＭ：止めませんよ！　マイナーは《破壊の螺旋》、メジャーアクションは……《三回攻撃》してもまたヒルダに止められそうだしな……。ここは《血の螺旋》というオリジナルパワーを使用します。

ギデオン：またパワーかよ！

ヒルダ：効果は？

ＧＭ：「射程：至近」の三体に対して白兵攻撃を行ないます。対象はヒルダ、リージュ、チコ。マーリンが地面を殴なぐりつけると、三人の足下から、赤黒い闇が螺旋を描きながら吹き上がります！　ちなみに、ダメージは貫かん通つうダメージになります。

チコ：貫通ダメージは危ないっす！

ヒルダ：貫通ダメージは防御力や私のスキルで止められないから、全部受けるしかない私の弱点なんだぞ!?

ＧＭ：ふふっ。言ったでしょう。マーリンは対策を立ててあるって。「これでさよならだ。愚かな人間たち」とマーリンは冷たく告げる。（ダイスを振る）命中判定の達成値45！

リージュ：ここは《カウンターショット》で止めましょう！

ヒルダ：そうだな。頼たのむ、リージュ！

リージュ：任まかせてください、お姉様！　フェイトを３点使います!!（ダイスを振る）……よし、達成値48！




　闇が吹ふき上あがる瞬間、銃じゆう声せいが三度響ひびいた。

　放たれた銃弾は、チコ、リージュ、ヒルダの足下に着ちやく弾だんし、吹き上がろうとする闇の基点をわずかにずらす。

　結果、闇は三人の体に触ふれることなく、螺旋を描えがきつつ天へと上り、消えていった。




ＧＭ：「あの一瞬で基き点てんを見切り、銃弾で闇による攻撃をずらしたんだね。ここまでやるとは予想外だよ」とマーリンは驚おどろいたように言います。

リージュ：あなたを倒すまで何度でも同じことをしてみせます。絶対に負けません！

ＧＭ：「その闘とう志し、いつまで続くかな？」と余よ裕ゆうたっぷりにマーリンは言います。これで《神速》のメインプロセスは終了です。

チコ：よし、これで、今度はこっちの番っす！　オイラから先に動いていいっすか？

ヒルダ：どうぞ。

チコ：「よくもやってくれたっすね！」　ムーブが《ランニングセット》《クラッシュバリア》。マイナーは《ファインアート》でリアクション不可にするっすよ！

ＧＭ：回避を封ふうじられた！

チコ：メジャーアクションは《ダブルキャスト》で《ウォータースピア》を二発放つっす。最初の一撃には《リゼントメント》も宣言！

ヒルダ：回避判定を封ふうじた上で、最大火力をぶつけるわけだな。

チコ：そうっす。ＧＭにダイスを振ふらせると、回避されそうだし。（ダイスを振る）クリティカルしなかった。達成値は37。

ＧＭ：こちらは何もできないので、ダメージをください。

チコ：《マジックフォージ》を使って、ダメージ＋６Ｄ！　さらにフェイトを２点使用。（ダイスを振る）[image: ]点、〈水〉属性の魔法ダメージ、【魔法防御力】無視！




　チコが膨ぼう大だいな魔力を込めた水の槍を放つ。

　マーリンは嘲ちよう笑しようを浮うかべて回避しようとするが、すぐさまその笑顔が凍こおりつく。

　体に水がまとわりつき、動きを封じている！

　自分と同じ手を使われたと思おもいいたる暇ひまもなく、水の槍はマーリンに直ちよく撃げきした。




ＧＭ：[image: ]点は痛い！　が、マーリンはまだまだ大だい丈じよう夫ぶ。

チコ：ダメージが入ったので［放心］と回避の判定にマイナス１Ｄっす。

ＧＭ：チコの［放心］は、《ソウルスティール》つきでリアクションの判定までマイナス１Ｄだから、かなり厳しいんですよね……。

チコ：じゃあ、身動きできないところにもう一発水の槍を撃ち込むっすよ！　二撃目の《ウォータースピア》には《バリアントマジック》を乗せるっす！（ダイスを振る）命中は40。出目自体は良くても、クリティカルが出ない……（笑）。

ＧＭ：回避できないので、ダメージをください。

チコ：フェイトを２点使用して、ダメージを上昇させるっす。（ダイスを振る）[image: ]点の〈水〉属性の魔法ダメージで、【魔法防御力】無視！

ＧＭ：水の槍が当たって膝から落ちかけますが、なんとか踏ん張り、まとわりつく水を振ふり払はらいます。「僕ぼくの動きを封じて攻撃とは……やってくれるね、チコ」と、怒いかりをにじませながらマーリンは言います。

チコ：「そっちがやったから、こっちも軍ぐん師しとしてお返しっす！」

ギデオン：で、イニシアチブプロセスになったが、マーリンは《神速》を使うか？

ＧＭ：……いえ、使用しません。

ギデオン：［放心］受けて、ダイスが減へってるから温存、ってことか。

ＧＭ：まあ、そんなところです。

ヒルダ：次は私がいこう。ムーブアクションはなし、マイナーアクションは《ヘビーアタック》、メジャーアクションが《バッシュ》。さらに、《ボルテクスアタック》を使うぞ！

ＧＭ：こっちの回避判定のダイスが減っているからって大おお技わざを……！

ヒルダ：当たりやすい時に、最大火力を叩たたき込こむのは当然だ！（ダイスを振る）よし、クリティカル！（一同拍手）

ＧＭ：ここでクリティカルですか!?

ギデオン：おお、渋沢さんの出目も最終回っぽいな！

リージュ：盛もり上あげてくれますね！

ヒルダ：なんか自分でも驚きだ!!　クリティカルなんて……（笑）。

ＧＭ：ダイスが減っているんで、クリティカルは回避しようがない。ダメージをください。

ヒルダ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージだ。




　チコの魔術を受けてふらつくマーリンへ、ヒルダはまっすぐ槍を突き出した。

　槍はまるで避けるそぶりを見せないマーリンの胴へ吸い込まれ……。

　直撃した瞬間、爆発音のような音とともにマーリンを吹き飛ばした。




ＧＭ：吹っ飛ばされたマーリンは一度地面をバウンドした後、受け身を取って体勢を立て直します。「人間ごときがこのボクを……！」と怒りと苦痛のこもったうめきを漏らします。

ヒルダ：「貴様たちがもてあそんだ人間の怒りはこんなものではない。思い知るがいい、魔族！」ってところで、私は終わりだ。




　ラウンド最後に行動するギデオンはマーリンと同じエンゲージに移動しつつ、《ソードダンス》《ワイドアタック》《ワイドストーム》を使用して攻撃。

　[image: ]点の物理ダメージを叩たたき出だし、マーリンの【ＨＰ】をさらに削けずりとった。




ＧＭ：さすがに、ダメージが累るい積せきしてきたのか、マーリンはさらに不機嫌な表情を見せます。「調子に乗りすぎだ。身みのほどを知りなよ、人間ども」というところで、全員行動済でクリンナッププロセスへ。まずは［毒］によるＨＰロスをどうぞ。

一同：いやぁぁぁぁぁっ!?

チコ：25点のＨＰロスは痛すぎっす……。

ＧＭ：マーリンは［放心］を回復します。で、改めてクリンナッププロセスで動く人は？　マーリンはなし。

ヒルダ：私が《ファイナルガード》で《インバルネラブル》の使用回数を増ふやしておく。

ＧＭ：クリンナッププロセスは以上ですね。

リージュ：ちなみに〝血の螺旋〟とアイン・ソフの戦いはどうなっていますか？

ＧＭ：現状では両者互角、といったところでしょうか。〝血の螺旋〟が放った赤黒い瘴気をアイン・ソフが弾き、その流れ弾が荒野を派手にえぐったりしていますね。

ギデオン：あれ、当たったら俺たちたぶん死ぬな……。

ヒルダ：まあ、アイン・ソフもこっちへ流れ弾を落としたりしないよう考えてはいるだろう。

ＧＭ：なお、アイン・ソフの消耗が顕著です。近いうちに戦いの均衡は崩れそうですね。

ギデオン：ついに残り一ラウンドか……。やべぇな。

チコ：がんばるっすよ！　アイン・ソフが力尽きるその前に、マーリンを倒すっす！

ヒルダ：そうだな、チコ。みんな……苦しいが最後の力を振り絞ってくれ！

一同：おうっ！

ＧＭ：というところで、第一ラウンドは終了です。




●第二ラウンド

行動値

マーリン　　　　30

ギデオン　　　　24

チコ　　　　　　23

リージュ　　　　17

ヒルダ　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずはマーリンから。《螺旋の狂宴》を使用します。マーリンの影が全滅したので、今度のダメージが５Ｄ＋[image: ]点。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

チコ：ぎゃー!?　そのダメージでもオイラは倒れるっす！

リージュ：スキルで軽減できませんから、《プロテクション》できませんよ！

ギデオン：《蘇そ生せい》の切り時だな。【最大ＨＰ】なら耐たえられるか？

チコ：耐えられるっすよ！

ヒルダ：では、《蘇生》を使用して、【ＨＰ】を全ぜん快かいだ。

チコ：【ＨＰ】８点で生き残ったっす！　くぅ、［毒］のＨＰロスがなければ、《蘇生》を使わずに済すんだのに……。

ＧＭ：ふっふっふっ、［毒］が効きいているみたいですね。

ギデオン：次は俺だな。《ミステリアスダンス》をマーリンに。変な踊りを踊ってマーリンを挑発する。（ダイスを振る）達成値は、20。

ＧＭ：ファンブル以外は大丈夫。（ダイスを振る）うん、余裕で抵抗成功。マーリンはギデオンの踊おどりを見ても、眉まゆひとつ動かしません。

ギデオン：くそ、効かないか。

チコ：次はオイラ。《パーペチュアルチェック》を全員にかけて【行動値】23にするっすよ。

リージュ：あたしは《シャインストライク》を使います。【ＭＰ】がもう尽つきそう……。

ヒルダ：ならここでギルドサポートの《祝福》を使っておこう。みんなの【ＭＰ】が全快だ。私自身は、セットアップに特に何もしない。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス……。

ギデオン：（即座に）《エンカレッジ》！

リージュ：（即座に）《クイックヒール》ですっ！

ＧＭ：［放心］が回復したマーリンは《神速》を宣言。行動値順にスキルが発動しますので……マーリンの《神速》からですね。

ギデオン：だよねー。こっちは止められない。

ＧＭ：ムーブは《高速準備》《破壊の螺旋》を使用。マイナーは、オリジナルエネミースキルの《螺旋の貫き》を使用。マーリンが身の毛もよだつ恐ろしい気配を放ち始めます。

ギデオン：どんなスキルなんだ？

ＧＭ：メインプロセスで行なう武器攻撃によるダメージを、ダメージ軽減できなくさせるものです。一シーン三回までという制限があります。

ヒルダ：くっ、とにかく私対策が取られてるな！

ＧＭ：メジャーアクションは《血の螺旋》。対象はヒルダ、チコ、リージュ。

ギデオン：三人が対象か。ここは、《ストップトラップ》で攻撃を失敗させるしかないな。

チコ：じゃあ、《ブランダームーブ》を使っておくっす。命中判定にマイナス３Ｄっすよ！

ＧＭ：これで、マーリンの命中判定は２Ｄ＋35になりました。

ギデオン：２ＤならいくらＧＭでもクリティカルはしないだろう（笑）。

チコ：おっちゃん、フラグっぽいからやめるっす（笑）。

ＧＭ：じゃ、振りますよー。（ダイスを振る）…………はい、クリティカル♪

一同：ちょっと待てぇぇぇぇっ!?（爆笑）




　ＧＭのクリティカルにより、事実上成功の目が無くなったためギデオンは《ストップトラップ》の使用を諦める。そして、三人とも回避判定に失敗、攻撃が命中した。




チコ：クリティカルは回避できないっすよ～。

ヒルダ：《カバーリング》＋《アラウンドカバー》。チコもリージュも守ってみせる！

ＧＭ：ダメージは10Ｄ＋[image: ]です。（ダイスを振る）出目は47。[image: ]点の貫通ダメージ。

ヒルダ：《インバルネラブル》。ダメージは０！




　マーリンが再び地面を殴なぐりつけたのを確かく認にんしたヒルダは、リージュとチコを抱だき寄よせつつ、盾で足下を押さえ……次の瞬間、赤黒い闇が盾に激げき突とつした。

　盾を貫き、吹ふき上あがろうとする闇と、力尽くで抑おさえ込こもうとするヒルダ。

　この危き険けんな力ちから比くらべはすぐに決着がついた。

　闇はヒルダによって完全に抑え込まれ、散り散りとなって、周囲に霧む散さんした。




ヒルダ：よし、防ふせぎきった！

チコ：ヒルダお姉ちゃん、さすがっす！

ＧＭ：防がれましたか……。いや、ここは《インバルネラブル》を使わせただけ、よしとしておきましょう。

ヒルダ：こっちもいろいろと切り札を切ってしまったな……。

チコ：そろそろあとがなくなってきたっすよ！

ＧＭ：これでマーリンの行動が終了。次は23のギデオンとリージュのスキルが発動します。




　リージュはこの機会を活かし《クイックヒール》を使用。チコの《リファインマジック》による支援も受けてヒルダを癒す。判定でファンブルを出したものの、フェイトで振り直し、ヒルダの【ＨＰ】を[image: ]点回復した。

　そしてギデオンはチコを《エンカレッジ》で動かす。

　魔法を撃つチャンスを得たチコは、リアクション不可で回避できないマーリンに《ウォータースピア》二発を叩き込む。結果、マーリンの【ＨＰ】から合計[image: ]点を削けずり取とった。さらに［放心］と回避判定にマイナス１Ｄのおまけつきである。




ＧＭ：「おのれぇ。このボクにこれほどのことをしてくれるとは!?　もう許さないよ！」と言うマーリン。ダメージも痛いたいですが、《ソウルスティール》つきの［放心］が痛い！

ギデオン：［放心］を与あたえるためにチコを動かしたんだから、痛いたくて当然だぜ。

ＧＭ：イニシアチブプロセスが終わり、次はマーリンのメインプロセス。どう動くか……。

ギデオン：俺！　俺を狙ねらうといいよ！　一撃当たれば落ちるから！（一同笑）

ＧＭ：さすがにヒルダを削るなんて悠ゆう長ちようなことやってる場合じゃないですし、チコは行動済……とすると、ここはリージュを狙いましょう。

ギデオン：俺を狙わないの!?

ＧＭ：ギデオンは回避される上に、反はん撃げきしてくるので狙うのは最後です。

ギデオン：だよねー……。

ＧＭ：《高速準備》《破壊の螺旋》《螺旋の貫き》までさっきと同じ。メジャーアクションは……《三回攻撃》でリージュを集中攻撃です。赤黒い闇を螺旋状にして剣にまとわせ、リージュに斬りつける！（ダイスを振る）一撃目の命中判定は達成値44です。

リージュ：クリティカル以外は回避できません。（ダイスを振る）う～ん、回避失敗。

ＧＭ：では、ダメージを算出します。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ヒルダ：【物理防御力】のことを考えると、ここはダメージ０でしのぎたいな。

リージュ：そうですね。それじゃ《アフェクション》でダメージを０にします！




　ヒルダにマーリンの魔剣が迫ろうとした時。リージュが神に祈りを捧げる。

　出現した光の壁に遮さえぎられ、女騎士を狙ったマーリンの攻撃は空しく弾かれた。




ＧＭ：防がれましたか。ですが、マーリンは一度距離を取った後、瞬時に距離を詰めて再び赤黒い闇をまとった剣をリージュに叩き付けます！（ダイスを振る）命中は43です。

ギデオン：43か……分は悪いが《ストップトラップ》だ。フェイトを２点と《ドラゴンソウル》を使用。（ダイスを振る）……すまん、達成値40！　止められなかった!!

リージュ：頑張って避けます（ダイスを振る）。……無理、命中です！

ヒルダ：では、私がリージュを《カバーリング》。リージュの前に立って、振り下ろされた剣を盾で受ける！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ！

ヒルダ：45点ダメージ！　さすがにさばききれずに、衝撃で骨がミシリとなる。

ＧＭ：では、【物理防御力】と【魔法防御力】が20点減って、最大【ＨＰ】が45点減へります。赤黒い闇が螺旋状にヒルダにまとわりつき、弱体化の呪いをかけますよ。

ヒルダ：うぐ、これはきついな……。

ＧＭ：では、最後三撃目。やはりリージュを狙いますよ。（ダイスを振る）命中は40！

リージュ：クリティカル以外避けられないです。（ダイスを振る）……回避失敗。

ヒルダ：リージュはたぶんこの攻撃を耐たえられないだろうな。よし、ここは行動を放棄して、リージュをカバー！　防御もなにもなく、自分の体を盾にしてリージュをかばうぞ。

リージュ：ヒルダお姉様!?

ヒルダ：私よりもリージュの方がダメージを出せるからな。だから、ここは私がかばう。その代わり、マーリンを仕し留とめてくれ。頼むぞ。

リージュ：……分かりました。

ＧＭ：では、ダメージを出しますよ。赤黒い闇をまとった剣が、鎧を貫く勢いでヒルダの胴部を襲う！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです。

ギデオン：……藤井さん、容よう赦しやなくダメージを喰らわせるなぁ（笑）。

ヒルダ：その方が、こちらも気持ちがいいさ。（計算をして）64点ダメージを受けた。残り【ＨＰ】が[image: ]点だから、耐えたぞ。体に直撃して吹っ飛ばされるが、受け身を取って素早く立ち上がる。「まだ、立てる……！」

リージュ：お姉様……良かった！

ヒルダ：これで、【物理防御力】が38点になってしまった。普通の人に戻もどった気分だ（笑）。

ＧＭ：攻撃の手て応ごたえを感じたものの、ヒルダがまだ立ち上がるのを見て、驚いたようにマーリンは目を見開く。「なぜだ……これだけやって、なぜまだ立つ！」

ヒルダ：それじゃ、私は頭からひと筋血を流しながら、毅き然ぜんと言い放つ。「私たちを信じて待っている人たちがいるんだ。あの人々のためにも、私が倒れるわけにはいかない！」

ＧＭ：ヒルダの迫はく力りよくに、気圧されつつもマーリンは邪悪に笑います。「ふん。そんなに他人が大事かい。なら、ボクが王になったあと、ビルベリの連中には最下層の妖魔の奴隷となる運命を予言してあげよう。のたれ死ぬしかない未来……素敵だろう？」




　ビルベリの人々の悲惨な未来を描き出すマーリンの予言。

　彼女たちの大事な〝家〟を傷つけるその言葉は、ゲッタウェイの面々の逆げき鱗りんに触れるものであった……。




一同：き、貴様ぁぁぁぁぁぁぁ────っ!!

ヒルダ：ビルベリの人たちまで……貴様は、絶対に許さん！

チコ：（深く頷いて）予言なんて言ってるけど、自分の手でみんなを傷つける気っすよ、こいつは！

ギデオン：ああ、こいつは確実に潰そう！　マーリンの行動は終わりで、次は俺かリージュの行動だな。ここは俺が先に動かせてもらっていいか？　最後はリージュに任まかせたい。

リージュ：わ、分かりましたっ！　アンバーちゃんやオズモッド先生のためにも全力をつくします！

ギデオン：ムーブ《ピンポイントアタック》、マイナー《ソードダンス》でメジャーアクションは《ゲイルスラッシュ》で《ワイドアタック》の二回攻撃だ！　一撃目に《ワイドストーム》を使いつつ。（ダイスを振る）達成値は30だ！

ＧＭ：さすがにそれはダイスを振るまでもなく命中です。ダメージをどうぞ。

ギデオン：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージ、【物理防御力】無視だ。マーリンの横を駆かけ抜ぬけつつ、防御の甘いところを切きり裂さくぜ！

ＧＭ：ギデオンのスピードに追いつけず、切きり裂さかれる。（計算をして）マーリンは、かなり辛くなってきました……。

ギデオン：では、二撃目。（ダイスを振る）よし、クリティカルだっ！（一同拍手）

ＧＭ：ここでクリティカルっ!?

リージュ：おじさま、格かつ好こいいです～♪

チコ：おっちゃんは決める大人だって信じていたっすよ～♪　おっと！　ダメージロールのところで《チェックメイト》！　フェイトが１点残ってるので、使用しちゃうっす。（ダイスを振る）ダメージに22点上乗せっす！

ギデオン：（ダイスを振る）……チコの支援と併あわせて、[image: ]点の物理ダメージだっ!!




　ギデオンが敵の周囲を疾しつ風ぷうのように駆かけ回まわり、ストップ＆ゴーを繰くり返かえしながら、防御の薄うすいところへ刃やいばを突つき立たてていく。

　マーリンは距離を取ろうするが、その動きを読んだギデオンは脚あしにナイフを突き立てる。

　たまらず、膝をつくマーリン。




ＧＭ：「ばかな、こんなはずじゃ……！」と焦あせったようにマーリンがうめきます。もうこっちはボロボロですよ！

ギデオン：よし、リージュ！　あとは任せた！

チコ：リージュお姉ちゃん、有ゆう終しゆうの美びを飾かざってくださいっす！

リージュ：は、はいっ！　……ヒルダお姉様に守ってもらった分、あたし、がんばります！

ヒルダ：ああ、頼たのんだぞ！

リージュ：ムーブアクションは《ハイスピード》で《ソウルブレイド》を使用。マイナーアクションは《デスターゲット》。メジャーアクションが《ホーリーヒット》でマーリンに白兵攻撃を２回行ないます。「マーリンさん、これで決着です！」

ＧＭ：「ふざけるなぁっ!!　僕は〝邪神の王〟にならぬままに倒れるつもりはない！」

リージュ：一撃目にキャリバーブースターを使用。（ダイスを振る）命中は、クリティカル！

一同：おおぉぉぉっ!!

ＧＭ：ダイスが減ってるので、マーリンは避けられません！　ダメージをください。

リージュ：《パニッシャー》！　両手の魔導銃をフェイントにして、密着距離から魔力を乗せた膝蹴りです！（ダイスを振る）……[image: ]点の物理ダメージ!!

ＧＭ：銃弾を防ごうと手を伸ばした裏をかかれ、顎に膝を受けてマーリンはのけぞります。しかし、まだ倒れません！

リージュ：ならそこへ追撃。二撃目、いきます！（ダイスを振る）達成値は36!!

ＧＭ：回避失敗です。

チコ：やった、リージュお姉ちゃん！

リージュ：この一瞬、ふいにあたしはお兄さまの言葉を思いだします。




「──自分を信じるんだリージュ。お前なら必ずできる」

　それは、ヒューバードの言葉。

　リージュに自分の意志で生きて欲しいと願った、兄の言葉だった。




ＧＭ：では、ダメージを算出してください。

リージュ：「お兄さま……運命を切り開いて、未来への希望をつかんでみせます！」　《パニッシャー》と、フェイトの最後の１点を使用。（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです！




　リージュはのけぞるマーリンの胸に魔導銃の銃じゆう口こうを向け、引き金を引いた。

　連続するマズルフラッシュ、吐はき出だされる銃弾、衝撃に断続的に揺れる魔族の体。

[image: ]




　やがて、連射が終わり、銃声が途と絶だえる。

　慣れた手つきで魔導銃を少女がホルスターへ収めると、マーリンの体がぐらりとふらつき、そのまま大地に倒れ伏した。




ＧＭ：……そのダメージで、マーリンは倒たおれます。

一同：やったぁぁぁぁぁぁーっ!!

ＧＭ：リージュの攻撃を受けて倒れたマーリンは、四し肢しの先から崩壊し、赤黒い闇へと拡散していきます。

ヒルダ：アイン・ソフと戦っている〝血の螺旋〟はどうだ!?

ＧＭ：移し身の〝マーリン〟が死んだことによって、〝血の螺旋〟に少なからぬダメージが及びました。その結果、互角に進行していたアイン・ソフとの戦いの均きん衡こうが崩れたようです。邪悪な巨人〝血の螺旋〟は深紅竜アイン・ソフが放った炎に焼かれ、死を迎えます。

リージュ：アイン・ソフさんの勝利ですね♪

ＧＭ：「なぜ……なぜだ。〝血の螺旋〟たるボクが、魔族の王にもなれぬまま……」

ヒルダ：簡かん単たんなことだ。お前の予言が、また当たっただけだろう。

ＧＭ：「ボクの、予言……？」

チコ：初めて会った時、リージュお姉ちゃんの予言でこう言ったっすよ。




「あまりに強いビジョンで、かえってはっきり見えなかったんだけど、とても恐おそろしい何かにこのお姉ちゃんが関わる気がするんだ……」




ＧＭ：「そうだったね。でも、あれはイルシールの事件のことだと言ったはず……」

リージュ：いいえ、違うんです。あなたがはっきりとは見えなかったという「とても恐ろしい何か」とは、マーリンさん自身が滅ほろぼされる未来だったんですよ。

ギデオン：自身の滅びを感じておきながら、欲望のままに戦い、予言どおりに負けた。さて、愚おろか者ものはどっちだったんだろうな？

ＧＭ：「馬鹿なぁっ！　……ボクが自分の死を予言したってぇ!?　そんなはずはない！　ボクが〝邪神の王〟になる予言は絶対なんだぁぁぁぁーっ!!」

ヒルダ：もう予言にすがるのはよせ。ここが、私たちの逃とう亡ぼうの終着だ。これからは、平和の明日に向かっていく。その旅に、貴様の予言は必要ない。

ＧＭ：「いいさ……ここでボクは滅びる。だが、貴様ら人間とて神に争い合うように作られた存在……。決して平和などこない」と、醜みにくく歪ゆがんだ笑顔でマーリンは言います。

ヒルダ：人間はそんなに愚かじゃないさ。…………さらばだ、マーリン。

ＧＭ：「卑小なる人間め、未来永えい劫ごう、呪われよ……」と呪いの言葉のまき散らし、マーリンの体はすべて赤黒い闇になって、空中で霧散します。

ギデオン：──やれやれ、マーリンよ。そんなに誰かを憎んで、疲れないのかい？




　ギデオンの呟きが、激闘の熱気が冷めゆくエストネルの地に響いて消えた……。




ＧＭ：ギデオンのその言葉とともに、クライマックスフェイズは終了。『ゲッタウェイ』シリーズ最後のエンディングフェイズに移うつります！







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆脱だつ出しゆつ




　戦いは終わった。

　いつしか夜も明け、朝日が一同を優しく照らす。

　エル・ウルフリック・ミンスターの周囲に漂ただよっていた、邪悪な気配は姿を消した。

　だが、〝ゲッタウェイ〟の四人にはまだすべきことは残っている。




ＧＭ：というわけでエンディングフェイズです。皆みなさんがマーリンを倒たおした直後です。朝日が昇り、皆さんの勝利を祝福するように輝きます。

ヒルダ：やれやれ……。リージュ、疲つかれたよ～（笑）。

リージュ：お疲れさまでした、ヒルダお姉様。でも、まだもうひと仕事残ってますよ。




　そう、むしろこれからが本番なのだ。




ヒルダ：おっと、そうだった。ナーシアに声をかけよう。「ナーシア、助けに来たぞ」

ＧＭ：ナーシアは「……わざわざ私わたしを助けるために、こんな危き険けんなところまで、来たの？」と静かに尋たずねます。

ヒルダ：鎖くさりを解ときながら、そのとおりなんだけど……ただあなたに手伝って欲ほしいことがあるんだ。

ＧＭ：「……手伝い？」ナーシアは首を傾かしげてきょとんとします。

チコ：オイラ、帽ぼう子しを取って説明するっす。「〝偉い大だいなるヒース〟を根づかせるときがやってきたっす。そのために、ナーシアさんの協力が必要なんす！」

ＧＭ：「……分かった。チコを埋うめればいいのね？」

チコ：もうそのギャグはいいっす！（笑）

ヒルダ：そうじゃなくて、〝偉大なるヒース〟の巫女みこが〝知ち恵えの竜りゆう輝き石せき〟を使用して、〝偉大なるヒース〟と契けい約やくを結ぶ必要があるんだ。

リージュ：そうすればエリカお爺じいちゃんが復ふつ活かつするそうです。

ＧＭ：するとナーシアは感かん慨がい深ぶかげに言います。「そう。……竜輝石を、エリカに返すときが来たのね」

ギデオン：そりゃ感慨深いよなあ。『ブレイク』第一巻かんから引ひっ張ぱってきたネタだもん。

リージュ：リアルの方の時間経けい過かでももう五年ですからねえ……。




　しみじみと時の経過をかみしめる一同。

　そう、ついにこのときがやってきたのだ！




ＧＭ：ナーシアはしみじみとした感かん情じようを込こめた声で言います「……分かった。協力するわ」

チコ：じゃあ、オイラは〝大グレート崩壊デイストラクシヨン〟の爆ばく心しん地ちに行って、跪き、祈いのりを捧ささげるっす。

ＧＭ：どうぞ。

チコ：では言うっす。「〝偉大なるヒース〟よ……」




　チコは、大地の守しゆ護ご者しやである偉大なる聖せい樹じゆに祈いのった。

「……〝偉大なるヒース〟よ、大地に根ざし、アルディオンに生きる人の希望となって欲しいっす……。全ての人の未来のために、今ここに蘇よみがえりたまえ……」




ＧＭ：と、チコが祈りを捧げると、チコの頭上の〝偉大なるヒース〟が淡あわい緑色の光に包まれます。

一同：おお！

ＧＭ：光が強くなるとともに、〝偉大なるヒース〟は溶とけるように消えていき、やがてチコの目の前───爆心地の中心───が緑色に光り始めます。

ヒルダ：これは……ヒースが地面に移うつったってこと？

ＧＭ：そのようですね。やがて、チコの頭上の光と、荒あれ果はてた爆心地の中心に当たる地面の光は、すぅっと消えていきます。そして……。

一同：…………。

ＧＭ：……先ほどまで光の中心だった地面から、「ぴょこん！」と植物が芽め吹ぶきます。

一同：やった！

ＧＭ：そして、ナーシアが〝知恵の竜輝石〟をかざし、何ごとかを呟つぶやきます。

ギデオン：〝知恵の竜輝石〟を返しているんだな。あの時の逆ぎやくで。

リージュ：おじさま、まるでその場で見ていたみたいですね（笑）。

ギデオン：ああ。あの時の俺おれはアンソンだったが……。

ヒルダ：おーい！　会話が超ちよう現げん実じつ的になってきたから、いい加か減げん戻もどってこーい（笑）。

ＧＭ：〝知恵の竜輝石〟はやはりすうっと消え、再ふたたび〝偉大なるヒース〟が光に包まれます。ナーシアは「……これで約束を果たせた」とぽつりと言います。

ヒルダ：うーん。お疲つかれさまでしたと言ってあげたい気分。

チコ：ひとつの歴史が終わった、って感じっす。

ＧＭ：そして、ヒースの芽は早くも成長を始めます。

リージュ：早いですねぇ。観察日記をつける暇もないです♪

ヒルダ：はっはっは。元気があって結構じゃないか。むしろ急いで成長して欲しいところだからな。

ＧＭ：ええ。何しろこの大陸を世界に繋ぎ止める役目を持つ聖樹ですから。芽吹いた〝偉大なるヒース〟は、その後どんどん成長を早め、みるみるうちに巨きよ大だいに成長します。

一同：おお──っ！

ＧＭ：その様は、まるでアニメかＣＧの３Ｄモーフィングを見ているかのようです。

ギデオン：ほー。そりゃすごい。

一同：…………。

ヒルダ：ＧＭ、もしかして地面が揺ゆれていたりしないか？

ＧＭ：しますね。

リージュ：〝偉大なるヒース〟の成長にあわせて、根も育っているとか？

ＧＭ：ええ！　この大陸を世界に繋ぎ止める役目を持つ聖樹ですから。当然のように根も爆発的に成長し、広く深く地面を貫いていきます。

一同：…………。

ＧＭ：…………。




　地鳴りを上げて成長する〝偉大なるヒース〟。

　地面をめくり上げ、周囲の構こう造ぞう物ぶつを蹴け散ちらすようにして巨大に成長していく。




一同：うわーっ！

ギデオン：やべえ！　逃にげるぞ！

ヒルダ：チコを抱かかえてその場を逃げ出します！

リージュ：お姉様！　あたしも一いつ緒しよです！




　落下する魔族の神殿の瓦が礫れきを避さけながら、駆かけ抜ぬけるゲッタウェイ一行！




ギデオン：結局、俺たち逃げるのかよ！

チコ：……まあいいんじゃないすか。オイラたちゲッタウェイなんだし。

リージュ：そういえばそうですね（笑）。

ヒルダ：のんきにそんなこと言ってる場合か！（一同爆笑）

ＧＭ：……というところで、このシーンは終しゆう了りよう。エンディングの次のシーンに移うつります。







◆Ending 02◆希望を託たくして




　なんとか構造物の落下を避け、難を逃のがれたゲッタウェイ一行。

　すでに〝偉大なるヒース〟は見上げるほどの大きさに育っていた。

　呆ぼう然ぜんと樹きを見上げる彼かれらにナーシアは……。




ＧＭ：というわけでエンディングフェイズの二シーン目です。

ギデオン：ど、どんなシーンなんだ。

ＧＭ：シナリオの目的も果たしたことですし、今度こそ真のエンディングという感じです。

一同：ふうぅぅぅ（←空気が抜ぬけるような声）。

ギデオン：やれやれ。世界を救うための第一歩が、ようやく終わったな。

チコ：エリカお爺ちゃん、これからはこの地で元気に……。

ＧＭ：すると、吹ふき渡わたる風の音とともに、チコには「チコ、ありがとうなのじゃ」とエリカの声が聞こえたような気がしました。

チコ：……さよならっす。お爺ちゃん、今までありがとう。

ヒルダ：さて、我われ々われはノルウィッチに戻もどろう。帰りを待っている人たちがいるんだからな。

ＧＭ：すると、ナーシアは「ピアニィが心配。彼かの女じよのところへ、行ってくる」と言って、怪け我がなど感じさせぬ動きで、エル・ウィン・フリットの方角へと足を向けます。

ヒルダ：ナーシア。ロッシュが身を案じていたぞ。無茶はするなよ。

リージュ：あぁっ！　その前に渡したいものが!!　「ナーシアさん、ピアニィ様のもとへ行かれるのなら、これを」と言って、〝もうひとつの石〟を渡わたします。

ＧＭ：「……これは？」

リージュ：「これは〝もうひとつの石〟といってピアニィ様の持つ〝ひとつの石〟と同等の力のあるものです。きっと、ピアニィ様の力になると思うから、届とどけてください！

ＧＭ：「分かった。必ず届ける」

リージュ：ありがとうございます。

ＧＭ：「……じゃあ、私は行く」と言ったところで、ナーシアはヒルダの方を見ます。

ヒルダ：何だ？

ＧＭ：「すべてが終わったら、またロッシュと三人でゆっくり話をしましょう」

ヒルダ：ああ。楽しみにしていよう。

ＧＭ：「それじゃ」と言って、ナーシアは去って行きます。

リージュ：どうかご無事で！

ＧＭ：「ありがとう」とナーシアが答えたところで、……ちょうどいいのでここでシーンを切りましょう。







◆Ending 03◆未来




〝偉大なるヒース〟は復活し、その巫女であるナーシアもひとまずその役目を終えた。

　だが、人間と魔族たちとの戦いは終わってはいない。

　ゲッタウェイ一行はまだ見ぬ未来に想いをはせた。




ＧＭ：さて、『ゲッタウェイ』のセッションはこれで終わりです。

ヒルダ：……ついに来たって感じだな。

ＧＭ：ただし、魔族との戦いはまだまだ終わりではなく、これからも続きます。

ギデオン：三ヶ月連続の最終回だからな。

ヒルダ：『デスマーチ』もアベルと戦わないといけないし……。

リージュ：〝邪じや神しんの御み子こ〟との決着は、ピアニィがつけないといけないですしね。

ＧＭ：とはいえ……せっかくの最終回を「本当の戦いはこれからだ！（笑）」って終わらせるのもなんなので、私は考えました。

ギデオン：……なぜだろう、嫌な予感がする（笑）。

ＧＭ：せっかく、『無印』の作者である菊きく池ちさんがここにいるわけです。

ギデオン：お、おぅ……。

ＧＭ：なので、ここでみなさんの未来への展てん望ぼうを語っておきましょう。『無印』の最終回で回かい収しゆうしてもらえるように（笑）。

ギデオン：ここで無茶振ぶり来たよ！

ヒルダ：最後の無茶振りだな（笑）。




＊　　　＊　　　＊




▼ヒルダの未来

ヒルダ：今後の展望か……。いっそビルベリをこのエル・ウルフリック・ミンスター付近に移うつさせてもらって、ここで〝偉大なるヒース〟を見守っていきたい、と考えている。

リージュ：この地を復ふつ興こうさせるお手伝いをするんですね！

ヒルダ：そこまで大たい層そうなものでもないが……〝大崩壊〟によって、ここで暮くらしていた人々も、国外へと流出してしまった。その人たちが戻ってこられるような土地にするのを、目標としてもいいかなと思ってな。

チコ：なるほど、ヒルダお姉ちゃんらしい真面目な夢っす（笑）。

ヒルダ：そして、状じよう況きようが許ゆるせばいずれノルウィッチに残してきたビルベリの人々も呼よび寄よせたいと考えている。

ギデオン：あいつらも、ヒルダが呼よべば喜んでやってくるんじゃないか？

チコ：ヒルダお姉ちゃんは、みんなに慕したわれているっすからね。

ヒルダ：私などまだまださ。……だが、それでも……自分なりに新しいビルベリ、みんなの新しい家を作っていきたいんだ。

リージュ：ヒルダお姉様！




　数々の冒ぼう険けんの中、芽生えた領りよう主しゆとしての自覚。

　それが、ヒルダを寄よる辺べなき人々を守しゆ護ごする道を選ばせた。

　その先にも困こん難なんが待つはずだ。だが、ゴーダ伯はくの薫くん陶とうを受けた彼女である。

　きっとレディ・ゴーダとして、領りよう民みんからすえ永く慕われていくことになるだろう。




▼リージュの未来

ヒルダ：リージュは、どうしたい？

リージュ：あたしがいるべき場所は、ヒルダお姉様の隣となりです。だから、ヒルダお姉様がこの地で復興に着手するならば、あたしはそのお手伝いがしたいです。

ヒルダ：……やることは多いし、大変だぞ？

リージュ：でも、やりがいはありますよ！

ヒルダ：分かった。リージュ、頼たよりにしてるよ。

リージュ：はい！（もじもじしながら）それで、あのぅ……あたしは、それから結けつ婚こん式しきを挙げたいです！

ヒルダ：何だと!?　私はそんな話聞いてないぞ!?　相手は一体どこの男だ!?（一同笑）

ギデオン：（肩かたをすくめながら）やれやれ……。

チコ：リージュお姉ちゃんの思い、微び妙みように届とどいてないっすね……（笑）。




　レイウォールの王子ヒューバードの手により、新たなる世界のために育てられた少女、リージュ・フェア・リース。

　数すう奇きな運命に翻ほん弄ろうされようとも、彼女は常つねに戦い抜ぬいてきた。

　そして、今、彼女は自分の道を歩き始めた。

　愛する人のために、みずからの力を尽くしていこう……と。




▼チコの未来

ヒルダ：チコはどうする？

チコ：オイラは、旅に出るっす。

リージュ：旅に出ちゃうの？　寂さびしくなります……。

チコ：ヒルダお姉ちゃんとリージュお姉ちゃんがこの地に残るなら、オイラは旅に出て、見聞を広めてきたいと思うっす。そうすれば、オイラが大きくなったとき、ヒルダお姉ちゃんたちの役に立てると思って。

ヒルダ：今でも十分にチコは有ゆう能のうだが……。

チコ：それでも、決めたっすから。

ヒルダ：……チコが決めたのなら、止めやしないさ。

チコ：ありがとうっす。オイラが戻ってくる場所は、ヒルダお姉ちゃんたちのいるところっすから！　……た、たまには、ロッシュさんのところにも行くっすけど！（一同笑）




　その身に〝偉大なるヒース〟を宿したフィルボルの少女は、見事に使命を果たした。

　そんなチコが選んだのは旅立ち。

　小さいその身体に見合わぬ聡そう明めいさを持つチコのことである。旅するうちに、さらに多くの知恵を吸きゆう収しゆうし、いずれヒルダたちを支ささえる軍ぐん師しへと成長していくことだろう。




▼ギデオンの未来

ヒルダ：ギデオンはどうするんだ？

ギデオン：俺？　このまま、ビルベリの英えい雄ゆうとしてぐーたら過すごすさ（一同笑）。

ヒルダ：〝偉大なるヒース〟の養分にでもなるか？（笑顔）

リージュ：おじさまも、ビルベリであたしたちと一緒にがんばるんですね！

ギデオン：もういっぱいがんばったんだから、ぐーたらしたっていいじゃないか！（笑）




「もう働きたくねぇんだよ！」盗とう賊ぞくギデオンは、飄ひよう々ひようと嘯うそぶく。

　ダメな大人に見えて、随ずい所しよで見せた戦いの技わざは大いにギルドを支えてきた。〝ゲッタウェイ〟のムードメイカーとしての活かつ躍やくも見み逃のがせない。

　今は、ささやかな休息をとってもバチは当たるまい。

　いずれ、新生ビルベリのために彼の力が必要とされるのは間ま違ちがいないのだから。




ヒルダ：さて。これで、我々のギルドサポートの最後のひとつが、決定したな。

ＧＭ：プリプレイで取得せず、保ほ留りゆうにしていたギルドサポートのことですね。で、何に決めたんですか？

リージュ＆チコ：《ＧＨ：ガーデン》！




《ＧＨ：ガーデン》

　ギルドハウスの周辺に、心安らぐ自然の美しさにあふれた庭園が拡ひろがっていることを表わすギルドサポートである。




ヒルダ：この先、〝偉大なるヒース〟を見守り、この地を緑化させていく……そんな思いを込めて、《ＧＨ：ガーデン》を取得する。どうかな？

一同：賛さん成せい！

ＧＭ：これからのビルベリを象しよう徴ちようする素す敵てきな選せん択たくだと思います。




＊　　　＊　　　＊




ヒルダ：（感慨深げに）それにしても……。エストネルに根づく街が、元々はメルトランドにあった街で、しかも、領主はグラスウェルズ人。……人の縁えんとは不思議なもの──としか言いようがないな。

ギデオン：いいじゃねぇか。俺らはもとから出身国もバラバラだし、今いるビルベリの民は、そういう垣かき根ねを越こえて繋つながり合ってることに意い義ぎを見いだしてる「ビルベリ人」なんだから。

リージュ：そうですね！

チコ：おっちゃんも、たまにはいいこと言うっすね！（笑）

ギデオン：お前、相変わらず口が悪いな！（笑）

ヒルダ：はっはっは。では、なすべきこともなしたことだし、私たちの家──ビルベリに戻ろう。

一同：はーい！

ＧＭ：では、大陸の趨すう勢せいは『デスマーチ』『無印』に委ねるとして。『ゲッタウェイ』の収しゆう録ろくはこれで終了になります。みなさん、お疲れさまでした。

一同：お疲れさまでした！




　こうして〝ゲッタウェイ〟の逃とう亡ぼうの物語は幕まくを閉とじた。

　四人は、それぞれの道を歩んでいくだろう。

　だが、彼らは絆きずなという強い根で繋つながっている。

　まさに再さい生せいした〝偉大なるヒース〟のように。




　ヒルダの正面には、大地に横たわるビルベリの巨きよ体たいが見える。

　激戦に幾多の傷を負いながらも、ヒルダたちを守り抜いた古代の移動城塞。

　逃亡に継つぐ逃亡の果て、見いだした四人の〝家〟だ。

　アルディオン大陸の危き機きはすべて去ったわけではない。

　仮かりにこの戦いに勝利しても、また新たな苦く難なんが立たち塞ふさがるかもしれない。




　だが、〝ゲッタウェイ〟の四人がこの〝家〟に集つどえば大だい丈じよう夫ぶ。

　どんな危機も乗のり越こえられる。

　そんな確かく信しんを抱いだいて、ヒルダは新たな一歩を踏ふみ出だすのだった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

第八話「決戦★クライマックス」

─ＦＩＮ─
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あとがき




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ⑤　決戦★クライマックス』いかがでしたでしょうか。

　著ちよ者しやの藤井忍ふじい・しのぶです。




　第一巻かん『革かく命めい★センチメンタル』で世界平和研究所にて出会ったＰＣたちは逃とう亡ぼうの旅を開始。第二巻『逆ぎやつ境きよう★ワンダフル』にて、ビルベリという居い場ば所しよを見つけ、第三巻『邂かい逅こう★ロマンティック』でビルベリごと大陸を流る浪ろうし始めました。『サガＫ』や『デスマーチ』第七巻・第八巻で様々な陰いん謀ぼうに巻まき込こまれつつも生いき延のび、第四巻『真相★クリティカル』にて真の敵てきを知り、立ち向かうことを決意しました。

　そして本書にて、ゲッタウェイ一行の長い旅が、とうとう終わりを迎むかえます。




　１レベルからスタートしたヒルダたちですが、様々な人々と触ふれあい、また、いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけて……〝血の螺旋ダーインスレイブ〟のアバターと戦えるほどに成長しました。

　セッション中、ゲッタウェイ一行の成長ぶりを見て、感かん極きわまって声が詰つまりそうになったりしました。

　ここまで来ることができたのも、ひとえに読者の皆さまの応おう援えんあってのことです。

　本当にありがとうございました。




　さて、このあとは本書の内ない容ようについて触れた、いわゆるネタバレの内容を含ふくみます。

　本ほん編ぺんをまだ読んでいないという方は、うっかり読まないように気をつけくださいませ。




●第八話「決戦★クライマックス」

　第七話にて、「エリンから引ひき離はなされようとしているアルディオンを繋ぎ止めるため、〝偉い大だいなるヒース〟を植しよく樹じゆする必要がある」ということが判はん明めいしました。

　そのため、ゲッタウェイ一行は、〝偉大なるヒース〟の植樹候こう補ほ地ちであるエストネルに向かうことになります。

　ただ、エストネルは妖よう魔まの巣そう窟くつ。そう簡かん単たんには踏ふみ込こめません。

　そこで、協力を要よう請せいするために、各国へ赴おもむくことになるわけですが……。




『ゲッタウェイ』も最終回ということで、様々な『サガ』シリーズのキャラクターたちに協力者として登場してもらいました。

　結果としてＧＭの想像以上に盛り上がり、ホッとしました。

　特に『エチュード』『イェーガー』のキャラクターに関しては、大竹さんと緑谷さんが楽しい演えん出しゆつをしてくださり、大変楽しいシーンになりました。

　また、『ゲッタウェイ』二巻でリディルたちと交かわした約束を、最さい終しゆう巻かんで果たすことができ（しかも、素す敵てきな口絵もつけていただけて）良かったと思います。

　そして、久ひさしぶりに帰き郷きようしたギデオンが、家族にまつわる演出を入れる一ひと幕まくもあり、素敵なお話になったのではないかと思います。




　ミドルフェイズのＦＳ判はん定ていについては、「妖魔ひしめくエストネルに赴くのだから、ひと筋すじ縄なわにはいかない」のを演出するために、三つのＦＳ判定を同時進行で行なうという手しゆ段だんを取りました。

　本文を読んでいただければお分かりになると思いますが、結果はＧＭの想定を越えた意外な事態になりました。いやあ、ダイスの目ばかりは本当に予想がつきませんね。

　もちろん、プレイ中はとても盛り上がりました。ここでは、さすがは大竹さん、とだけ言っておきましょう。

〝血の螺旋〟との決着はつきましたが、アルディオンを巡めぐる戦いは、まだ終わっていません。

　ナーシアはリージュから託たくされた竜りゆう輝き石せきをピアニィのもとへと届とどけてくれるはずですし、ヒルダたちもきっと戦いの行くすえを見み届とどけることでしょう。




●その他

　読者の皆みなさま、今までたくさんのご投とう稿こう、ありがとうございました。

　とても素敵なキャラクターばかりで、拝はい見けんするだけで楽しく、選考する際さいはいつも迷っていました。

　どうも、ありがとうございました！




『ゲッタウェイ』シリーズはこれにて閉へい幕まくですが、一一月には田中信二先生の『デスマーチ』シリーズの最終巻が、一二月には満を持して菊きく池ちたけし先生の『無印』シリーズの最終巻が発売されます。

『サガ』シリーズの行くすえを、最後まで見届けていただければと思います。




　最後になりましたが、関係者の方々に感かん謝しやを述のべたいと思います。

　まず、プレイヤーとして参加し、セッションを盛り上げてくださった、菊池たけし先生、大竹みゆさん、緑谷明澄りよくや・あきすみさん、渋沢佳奈しぶさわ・かなさん、どうもありがとうございました。

　渋沢さんは、プレイヤーのみならず、掲けい載さい漫まん画がも描えがいてくださり、感謝しています。

　それから、本の制せい作さくに関かかわってくださった方々。

　シナリオ制作を手伝ってくださった鈴吹太た郎ろう社長。

　素敵なイラストを描いてくださった、ヤトアキラ先生。

　いつも色々と支ささえてくれている家族。

　そして、本書を手に取ってくださった皆さま。

　本当にありがとうございました。

　また、何かの機会にお会いできることを願っています。




二〇一三年長月　藤井　忍
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